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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　賢竜王インボルクから分かたれし、大いなる血統がふたつ。

　アヴァロン聖竜皇家と、ネハレンニア冥竜王家。

　両家による果てしない戦いは、世代を超えて繰り返される──。





『旧約星書』より








プロローグ









　──季節は、すっかり春めいて。

　白羊宮アリエスの月も、そろそろ下旬に差しかかっている。

「……暇だわ」

　エーコは魔導艦エスカヴァロンの甲板に敷物を敷いて、日向ひなたぼっこをしていた。

　周囲には、三体の聖竜マエストロたち──クー・フリン、アリアンロッド、ガウェインと、地竜アーシアブリギットが寝そべっている。

　ただし水中や湿地を好む水竜ハイドラリアンノンだけは、艦橋の陰でとぐろを巻いていた。

　春の陽ひ射ざしは心地よくて、油断すると眠ってしまいそうになる。

　だが、あまりのんびりとしていられないのも事実だった。

　唯一、姿の見えない聖竜マエストロランスロットは、シルヴィアとコゼットを乗せて、首都フォンティーンに出張中だ。先日、ヴェロニカ第一王女に呼ばれたのだった。

　現在、アンサリヴァン騎竜学院は、装甲機竜マシーネンドラツヘによる襲撃の一報に揺れている。

　連日のように職員会議が続き、授業は休講になりがちだ。

　エーコが楽しみにしていた「白羊宮アリエスの騎竜祭」も、中止となった。

　アッシュたち生徒会役員もまた、あちこちの会議に呼び出され、襲撃時の報告を何度も繰り返している。

　今日もアッシュたちは会議のため、外出中だ。

　ただし学院内の会議ではない。

　これがなんと、学院都市アンサリヴァンの市議会なのだ。

　エーコにとって、お堅い話が続きそうな市議会に何時間も同席するのは、苦痛でしかない。結局、市庁舎に出向くのは遠慮したのだった。

「……アッシュったら、まだ帰ってこないのかしら？」

　市議会に呼ばれたアッシュに同行しているのは、レベッカとミラベルである。会議に同席するメンバーとしては、適任といえた。

　もっとも、このふたりもアッシュに好意を抱いている節があり、エーコとしては戦々恐々とせざるを得ないのだが……。

「はぁ……」

　自然と、溜ため息いきがこぼれ落ちた。

　アッシュの周囲には、エーコの目から見ても魅力的な美少女・美女たちが、集まる一方である。

　恋のライバルといえそうな相手は、もはや片手の指では数え切れない。

　それどころか、そろそろ十指でも足りないような気がする。

　最近では、あのヴェロニカ第一王女でさえ、アッシュを前にした途端、乙女らしい一面を見せる始末だ。

　教皇ラクエルにしても、今は無邪気な九歳児だが、あと五年もすれば強敵になるかもしれない……。

　そして、リンダの存在も気になるところだった。

　実の妹なのだから、ライバル関係などは本来、成立しないはずだ。ところが、リンダの言動は、なにかが引っかかるのだ。エーコの勘は、リンダが要注意人物だと警鐘を鳴らしている。

　アッシュにとって、エーコは唯一無二の相パ棒ルだ。

　その事実を、エーコは誇りに思っているし、これ以上に深い絆きずなはないはずだと確信もしている。

「だけど、パルという立場が絶対でないのも確かよね……」

　エーコはしょんぼりとして、肩を落とす。そう、このままパルという立場にあぐらをかいて、暢気のんきに構えているわけにはいかない。

「いっそのこと……子どもでも作っちゃえばいいのかしら？」

　エーコがぼんやりとつぶやいたそのとき、

　──どさっ！

　何者かが、突如として空中から落っこちてきた。

「いたたたた……あなたねぇ」

　恨めしげに告げたのは、なんとナヴィーである。

　いつもなら優雅に舞い降りてくるのに、今日に限っては着地に失敗し、腰をしたたかに打ちつけてしまったようだ。

「ナヴィー？　あんた、なにやってるのよ？」

「あなたの爆弾発言のせいで、着地に失敗したのよ」

　腰をさすりながら、ナヴィーはゆっくりと起き上がる。

　こんなナヴィーを見るのは初めてで、エーコは噴きだしそうになった──のだが、すぐさま顔から血の気が引いた。

「爆弾発言って！　あんた、まさか……聞いてたの？」

「いっそのこと……子どもでも作っちゃえばいいのかしら？」

　ナヴィーは口調から声こわ色いろに至いたるまで、腹が立つほどそっくりに再現してみせた。

「むきゃ！」

　エーコは頰ほおを上気させると、意味不明な叫び声をあげた。今や顔だけではなく、全身が火照っている。頭を抱えたまま、ゴロゴロと甲板上を転がってしまった。

「……？」

　クー・フリンたちは、そんなエーコの奇行を不思議そうに眺めるばかり。

「あなたねぇ……。少しはアヴァロン聖竜皇としての立場を自覚したらどうなの？」

　ナヴィーの鋭い指摘を受けて、エーコは慌てて居住まいを正す。

「で、なんの用なのよ？　まさか、ツッコミを入れるためだけにやって来たわけでもないんでしょ？」

「もちろんよ。あなたにひとつ、忠告をしてあげようと思ってね」

「……忠告？」

「あなたが今、いちばん考えるべきことはなにかしら？」

　ナヴィーは真顔になると、鋭い口調で訊たずねてきた。

「そ、それは……」

「対アンネゲルト戦で、〈アヴァロンの腕輪〉が魔導蛇ウロボロスに浸しん蝕しよくされた結果、竜化ドラグナイズできなくなった──その解決策についてじゃないのかしら？」

「むぐっ……」

　エーコは喉の奥で唸うなると、左手首に装着した〈アヴァロンの腕輪〉に視線を落とした。

　以前は白銀の輝きを放っていた腕輪も、今では闇あん黒こくに染まっている。

　その結果、エーコがどれだけ躍起になっても、この腕輪は外せなくなり──現状、エーコは竜化ドラグナイズができない身となっている。

　本来なら、もっと焦るべき事態だろう。エーコ自身、頭では理解している。

　ところが、エーコは自分でも不思議なくらい、落ち着いていた。

「そっ、そのことなんだけどね……」

　エーコはもじもじとしながら、ナヴィーを上目遣いで見やった。

「あたしは別に、今のままでも問題ないかな……って、思っているんだけど」

「どういうこと？」

「だって、聖騎甲アークはちゃんと創つ成くれるし。それに、今のあたしのほうが、純粋な女の子として見てもらえる気がするんだもん。もちろん、ドラゴンとして頼られるのも嫌じゃないのよ？　でもね、やっぱりアッシュの前では、ひとりの女の子でいたいっていうか……」

　言葉を紡つむげば紡ぐほど、エーコは頰ほおに熱を覚えた。

「はいはい、ご馳ち走そう様さま」

　ナヴィーは「やれやれ」といわんばかりに、肩をすくめてみせた。

「むう～っ！」

　せっかく自分の想おもいを吐と露ろしたのに、あっさりと一いつ蹴しゆうされてしまう。

　エーコは頰を膨ふくらませたが、気を取り直した。先日以来、ずっと胸に抱いていた疑問を訊ねてみたいと思ったのだ。

「そんなことより、あの女の子について、あんたはどう考えているのよ？」

「ブリュンヒルデに内蔵されていた、少女のことかしら？」

「あの子の頭には、二本の角が生えていたわ。もしかしたら、竜族かもしれない……。あんたは竜種の記憶ドラグワースなんだから、いい加減、知っていることを教えなさいよ」

「……残念だけど、あたしはいわば百科事典みたいなものよ。過去形は得意だけど、現在進行形は苦手なのよね。いくつか仮説は立てているけど、事典としては、憶測で語るわけにはいかないし」

「まったく、肝心なところで役に立たないっていうか」

「なにか解わかったら、ちゃんと伝えに行くわよ──アッシュのところにね。ふふっ……」

「ちょっと！　どさくさに紛まぎれて……！」

　エーコが頰ほおを膨ふくらませたときにはもう、ナヴィーの姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

「まったく、自分勝手なんだから」

　エーコは溜ため息いきを吐くと、再びごろんと横になった。

「アッシュったら、まだ帰ってこないのかしら……？」

　いつしか、胸の中はアッシュのことで一杯になっている。手探りで周囲を探ると、持参していたぬいぐるみの足が指先に触れた。

　エーコが大切にしている、ドラゴンのぬいぐるみ。竜族本来の格好良さや荒々しさは削そぎ落おとされ、丸っこく可愛かわいらしいデザインが特徴的だ。

　元々はシルヴィアの持ち物だったのだが、それが〈オーファンの儀〉を通じてアッシュの手にわたり、今ではエーコの私物となっている。

　しばらくの間、エーコはぬいぐるみを抱き締しめていたが、ふいに上体を起こした。自分と対面させるように、ぬいぐるみを二本足で立たせる。

「いい？　あんたは今から、アッシュの代わりなんだからね！」

　エーコはそう前置きすると、こほんと咳せき払ばらいをひとつ。そして、アッシュに見立てたぬいぐるみに向けて、内緒話でもするかのように話しかける。

「ねえ、アッシュ？　あんたはもう、アヴァロン聖竜皇としてのあたしをちゃんと乗りこなしているわ。そっ、そのことについては、とても嬉うれしく思っているんだけど……」

　いったん言葉を切ると、深呼吸を挟む。

「で、でもね！　それだけじゃ、駄目。もう満足できないの！」

　トクン、トクン……次第に胸の鼓動が高まっていく。

「だ、だからね……その……今度は、ドラゴンとしてじゃなくて、女の子としてのあたしを……そ、その……乗りこなしてほしいのっ！　……って、なに恥ずかしいことをいってるのよ、あたしは！」

　エーコが半ば衝動的に、青空に向けて叫んだ直後のことだった。

「えっと……エーコ？」

　怪け訝げんそうな声に続いて、甲板を踏みしめる音が聞こえた。

「えっ!?」

　びっくり仰天して、背後を振り返るエーコ。

　いつの間にか、甲板の出入口にはアッシュがたたずんでいたのだ。

「ちょっ、ちょっと……アッシュ？　いつからそこにいたの!?」

「いつからって、ついさっきだけど」

「もしかして、今の全部……聞いてた？」

「正確には〝聞こえた〟だな。もちろん、盗み聞きするつもりはなかったぞ？」

「なっ、なんで声をかけてくれないのよ！」

「いやいや、声はちゃんとかけたからな？　気づかないエーコが悪い」

「ううううう！」

　恥ずかしさのあまり、涙があふれそうだった。

「それより、エーコ？　その、さっきの言葉だけどさ……」

「わっ、忘れるのよ！　今すぐ！」

「いや、忘れない。忘れられるはずがないだろ？」

　次の瞬間、エーコはアッシュの胸に抱きよせられていた。

「……っ！」

　アッシュの体温に包まれて、エーコは目を白黒させた。心臓はバクバクと暴れている。

　──やだ……今日のアッシュたら、いつになく積極的だわ……。

　ここ最近、会議や事情聴取で多忙を極きわめ、すれ違いも多かった。そこに来て、先ほどエーコが漏らした独り言が、アッシュの心に火を点つけてしまったのかもしれない。

　──そういえば、アッシュとこんな雰囲気になるのって、久しぶりかも……。

「アッシュ……こ、ここじゃ駄目よ。ドラゴンたちが、見てる……」

「構わないさ」

　互いの視線が交こう錯さくする。

　アッシュの頰ほおも、少し上気していた。もはや言葉は不要で、エーコはそっと目を閉じると、顎あごを上向ける。そして、少しだけ背伸びをする。

　春のそよ風が、エーコの髪をさらりとなびかせた。

　唇と唇が、互いを求めるように、そっと重なり合う。

　と同時に、心と心も重なったような気がして、エーコは幸せな気分に包まれた。




「……実は、エーコに渡したいものがあるんだ」

　やがて唇を離すと、アッシュは照れ臭そうな顔をして、懐から小箱を取りだした。綺き麗れいに包装されて、金色のリボンで飾られている。

「それは？」

　エーコも照れ臭い気持ちで胸はいっぱいだったが、そんな気持ちをまぎらわすように、あえて目の前の小箱をまじまじと見つめた。

　アッシュは「こほん」と小さく咳せき払ばらいをすると、妙に改まった口調で告げた。

「一歳の誕生日おめでとう、エーコ」

「へっ!?　誕生日……？」

　考えてみれば、ちょうど一年前の今日、騎竜学院では「白羊宮アリエスの騎竜祭」が開催されたのである。

　今さらながら、今日が自分の誕生日であることを思い出す。

　誕生日のプレゼントを贈られるなんて、もちろんエーコには初めての経験だ。

　胸の鼓動は、いやが上にも高鳴る一方だった。

　エーコはうきうきとした気持ちで、箱を開く。包装紙を破らないよう、注意を払いつつ──この包装紙も、ちゃんと大切に取っておこうと心に決めながら。

　箱のふたを開くなり、エーコは喝采をあげた。

「わあ……懐中時計ね！」

　銀色のケースが、陽光を浴びてきらりと輝く。















　以前、アッシュが騎士王パラデインオズワルドから賜った銀時計に、よく似ている。文字盤はシースルーになっていて、内部のぜんまい仕掛けを見ることができた。こち、こち……という音に合わせて、歯車が小刻みに動いている様子は、ただ眺めているだけで飽きない。

「ごめんな、エーコ」

　と、アッシュが頭をかきながら謝ってきたので、エーコはきょとんとした。

「なんで謝るのよ？　ここは、あたしがあんたにお礼をいうべきところでしょ？」

「いや、だってさ……本当は、エーコの誕生会を開こうって、みんなで計画していたんだよ。だけど、襲撃事件あんなことがあったせいで、有う耶や無む耶やになっちゃって……」

「別に、アッシュが謝ることじゃないわ。悪いのは、あのアンネゲルトとかいう奴やつなんだから。そ、それにね……」

　エーコはアッシュにさえ祝ってもらえれば、それで充分に嬉うれしいのだった。

　その気持ちをちゃんと伝えようと思った、まさにそのとき──。

「──戻ったぞ、アッシュ！」

　いつの間にか、上空にはランスロットの勇姿があった。その背に騎乗しているのは、シルヴィアとコゼットだった。

「ふわわっ!?　なに覗のぞき見みしてるのよ？」

「覗き見とは人聞きが悪いぞ！　私たちは大急ぎで、アンサリヴァンに戻ってきたばかりなのだ！　というか、お前たち……覗かれて困るようなことをしていたのか？」

　鷹たかのような眼まな差ざしで、シルヴィアがじろりと睨にらんでくる。

「なっ、ななっ、なんでもないわよ!?」

　幸いにも、シルヴィアは重大な用事を抱えているようで、それ以上の追及はしてこなかった。ランスロットを甲板に着地させると、素早く飛び降りる。

　シルヴィアは一昨日、ヴェロニカ王女に召喚され、首都フォンティーンに向かった。先日の「襲撃事件」にまつわる調査報告書を、直接、受け取りに行ったのだ。

「早速だが──姉上のおかげで、新たに判明した事実がある。今すぐ緊急会議を開くぞ、アッシュ！」

「わ、解わかった！」

　鷹に睨まれた小動物よろしく、アッシュは全身を緊張させている。シルヴィアが間の悪いときに帰ってきたせいで、内心、慌てているのかもしれない。

　──まったく、昔と比べたら見違えたけど、こういうところは変わらないわね……ま、そこがアッシュのいいところなのかもしれないけど。

　エーコはこっそりと、そんな風に思うのだった。





"Eco's Birthday ～A.S.B.1366.04～" is closed.








第一話　魔導金属ミスリル









　──午後三時。

　ジュリアス館の会議室に、アヴァロン聖竜皇騎士団の面々は顔をそろえていた。

　そろそろ小腹が空く頃合いということで、コゼットとユニスが優雅に立ち回り、お茶とお菓子の準備をしている。

　本職のメイドに交ざって、アーニャも給仕を手伝っていた。今や魔導艦の操縦士として定着したアーニャだが、学生食堂〈ラ・テーヌ〉のウェイトレスもちゃんと続けている。猫耳メイドの衣装にも、すっかり馴な染じんでいた。

「はい、どうぞ」

　アーニャの給仕で、リンダの目の前にティーカップが置かれた。ほかほかと湯気を立てている。

「うわあ……！　この紅茶、とってもいい匂いがします」

「ふふっ。ケイロン産の『エル・グロリアーナ』という茶葉よ。ユニスさんに分けてもらったの」

　アーニャが笑顔で伝えると、リンダは「これが噂うわさの……」とつぶやいたきり、感極きわまった様子である。

「良かったな、リンダ」

「はい、兄さん！　こちらのお茶菓子も、とってもおいしいです！」

「ははっ。なんといっても、王宮で出てくるレベルのお菓子だからな。しっかり味わって……って、違うだろ！」

　アッシュはようやく、重大な事実に気がついた。

「なんでリンダが参加してるんだよ？　生徒会とも騎士団とも関係ないだろ!?」

　リンダは悪びれる様子もなく、紅茶の香りを堪能している。

「どうしてです？　なんといっても、リンダは〝騎士団長の妹〟なんです！　同席したって、別におかしくはないと思いますけど？」

「いやいや。お前は基礎過程ユニオスの一年生として、学ばなくちゃいけないことがたくさんあるはずだし──」

「まあ、良いではないか」

　リンダに助け船を出したのは、レベッカだった。

「君の妹だって、例の襲撃事件の当事者となった身だ。会議に参加する資格なら、充分にあるだろう。正式に入団するか否かは、ゆっくりと決めればいい」

「それも……そうですね」

　アッシュは渋々ながら納得すると、シルヴィアの横顔を見やった。

「それじゃあ、姫様。報告を頼む」

「うむ」

　アッシュの声に応じて、シルヴィアはすっくと起立した。

「……こほん。まあ、いろいろと難しいことが書かれているが、学術的な資料はミラベル姉様に任せるとして──」

　シルヴィアの手もとには、数枚程度の報告書とは別に、分厚い封筒があった。シルヴィアは重たげな封筒を手に取ると、ミラベルに手渡す。

「……………………」

　ミラベルは無言で開封すると、冷徹な眼まな差ざしで資料のチェックを始めた。

　最近では、年頃の乙女らしい表情も垣かい間ま見みせるようになったミラベルだが、その鋭い眼差しは、まさしく学者のものだ。

　そんな姉を横目に、シルヴィアは言葉を続ける。

「先日の襲撃事件の際、アッシュの聖剣エクスカリバーによる直撃を受け、ブリュンヒルデが腹部装甲を破損したことは、皆も覚えているだろう。その破片を採取して、騎士国政府に解析を頼んでいたのだが──ようやく、その結果が判明したというわけだ」

　アッシュはごくりと固唾かたずを吞のんだ。誰だれもが緊張した面持ちで、シルヴィアの言葉を待っている。

「ミスリル合金──それが、ブリュンヒルデの装甲に使われていた金属素材だ」

　シルヴィアが重々しく告げた途端、会議室の空気がサッと緊張を帯びた。

　と、誰もが難しい表情をしている中、エーコが遠慮がちに手を挙げる。

「むっ、エーコ？　なにか気づいたことでもあるのか？」

　シルヴィアが感心した風に応じる。

「そ、それって一体…………どんな金属なの？」

　少々、気まずそうに訊たずねるエーコ。

　たちまち、場の空気は弛し緩かんしてしまった。

「まあ、エーコはまだ幼竜なんだし、知らなくても仕方あるまい。アッシュ、説明してやるといい」

「えっと、そうだな。ミスリルっていうのは、とにかく高価で、ものすごく硬くて、並みの貴族じゃ入手不可ってくらいの……要するに、とんでもない金属だな」

　自分で説明しながら、アッシュは冷や汗を浮かべていた。

　いざ説明しようとすると、学術的な言葉がなにも思い浮かばないのだ。おとぎ話には頻繁に登場する金属なので、漠然としたイメージだけは摑つかんでいるのだが……。

「こら、アッシュ！　どうやら、お前の知識もエーコと大差ないように思えるが？」

「はは……すまん」

　アッシュは気まずそうに頭を搔かいた。さりげなく周囲を窺うかがうと、ジェシカとレイモン、そしてリンダも恥ずかしげにうつむいている。

「まったく……」

　シルヴィアは溜ため息いきを吐くと、説明を始めた。

「『アンサリヴァンの竜騎士物語』、第八巻によるとだな──」

「待て待て！　どうして、そこで小説が出てくるんだよ？」

　アッシュは思わずツッコんでしまった。

「なにをいう、アッシュ！　あの小説は確かにフィクションだが、事実に基づく情報もふんだんに取り入れているのだ。ならばこそ、多くの読者の支持を得ているのだぞ？」

「そうなんだ……」

「うむ。ミスリルとは、聖地オルクシスの鉱山で採掘される金属で──」

「お待ちなさい、シルヴィア。聖地オルクシスも、立派なフィクションよ」

　ずっと資料を読みこんでいたミラベルが、さりげなく指摘する。目の前の資料に没頭しているようで、ちゃんと会議の内容も聞いていたようだ。

「むぐっ！　そ、そうなのですか……？」

　シルヴィアは反論の余地もなく、言葉を詰まらせてしまう。どうやら、シルヴィアの知識もあまり役には立たないようだ。

「えっと……ミラベルさん？　俺おれたちのために、解説をお願いできますか？」

　やはり、こういうときはミラベルに頼るのが一番だろう。

　アッシュが声をかけると、ミラベルは手もとの資料から顔を上げた。

「ミスリルというのは、魔力と非常に反応しやすい希少金属レアメタルよ。その鉱山は、〝竜の尾〟──すなわち、ラブロック地方に集中しています。ミスリルの供給ルートは、ラブロック商工都市連合が掌握しているのよ」

　さすがはミラベルだけあって、その説明には淀よどみがない。

「ミスリルの最たる特徴は、魔力との相性が抜群ということね。魔力を流しこむことで、その性質を自在に調整できるの。そして、ミスリルに鉄や銅、クロムなどを加えた合金は、鋼よりも硬いことで有名よ。なおかつ、魔力を遮断する結界としても利用できるわ」

「結界ですか……なるほど」

　ブリュンヒルデの装甲内部には、謎めいた少女が閉じこめられていた。

　あのナヴィーですら、少女の存在になかなか気づくことができなかったのは、装甲がミスリル合金製だったことに起因するのかもしれない。

「──あら？」

　と、ミラベルが小首をかしげた。ミスリルについての説明を終えた途端、再び資料に視線を戻したのだが、気になる記述でもあったのだろうか。

「どうかしましたか、姉上？」

「ええ。ここに、実際に解析を担当した人の署名があるのだけれど。アスクレピオス教授が担当者だったなんて──懐かしいお名前だわ」

「ヴェロニカ姉様は、より精密な結果を求めて、エスパーダ聖法大学院に解析を依頼したのです。ひょっとして、お知り合いなのですか？」

　シルヴィアの質問を受け、ミラベルは顔を上げた。

「知り合いもなにも、彼女はわたくしにとって師匠に当たる方ですよ」

　そういえば、ミラベルはアンサリヴァンの学院長に就任する以前、エスパーダ聖法大学院に留学していたのだ──と、アッシュは思い出した。

「間違いなく、世界最高の頭脳といっていいわね。既に百歳を超えているけれど、この微に入り細を穿うがつ調査報告書を見る限り、まだまだ現役のようだわ」

「そうだ！　いっそのこと、エーコの腕輪についても、その先生に調べてもらえばいいんじゃないでしょうか？　世界最高の頭脳というのなら、腕輪から魔導蛇ウロボロスを追い出してくれるかもしれませんし」

　アッシュは思いきって、ミラベルに提案してみたのだが、

「お断りよ！　あのアンジェラよりも濃ゆ～い変態が出てきたらどうするのよ!?」

　横から口を挟んできたのは、エーコだった。

　およそ一年前、アンジェラ博士に誘拐されて散々な目に遭あった事件は、今なおエーコの記憶に深く刻まれているのだろう。

「いやいや、聖法大学院の学者さんだぞ？　とても尊敬に値する、偉大な人だと思うんだけどな。ですよね、ミラベルさん？」

「………………」

　あいにく、ミラベルは無表情のまま黙している。

「ちょっ、どうして黙ってしまうんです!?」

「……世の中には、知らないほうがいいこともある──そういうことよ」

　よく見ると、ミラベルの顔は少々青ざめている。もしかしたら、アスクレピオス教授に対して、苦手意識を抱いているのかもしれない。

「ほら！　やっぱりロクでもない奴やつなんだわ！」

　と、憤ふん慨がいするエーコの脇から、マックスが話しかけてきた。

「ミスリルといえば、アッシュ。今朝の新聞は読んだか？」

「いや、まだだけど」

「ここ数年、ミスリルの市場価格が異様な高騰を続けているんだ。その動きは今も続いている。これを見るがいい」

　マックスは、ちょうど持参していた新聞を広げてみせた。学院都市では定番の、『アンサリヴァン・タイムズ』である。

　マックスが示した記事には、ここ数年間におけるミスリルの相場がグラフ表記されている。

「ほんとだ……ものすごい勢いで値上がりしているんだな」

　──ミスリルの価格が高騰を続けている。

　それが意味するところは、経済には疎うといアッシュでも想像はついた。市場で買い注文が殺到したために、需要が供給を上回ったのだろう。

　魔導結社〈デミウルゴス〉が、ブリュンヒルデのような兵器を製造するために、大量のミスリルを買い付けたのだと考えれば、辻つじ褄つまは合う。

「どうやら、ラブロック商工都市連合を調べるのが先決のようだな。なかなか複雑な国家だから、どこから手をつけたものか……」

　そういって、シルヴィアは眉根を寄せた。

「アヴァロン聖竜皇騎士団として訪問するのであれば、それなりに根回しが必要になるわね。騎士国政府に依頼すれば、仲介くらいはしてくれると思うけれど……こういうことは、とかく時間を要するものです。正式な外交手順を踏んでいたら、延々と待たされる可能性もあるわ」

　ミラベルも難しい顔をしている。

「ところで、アッシュ？　ラブロックについて、君はどのくらいの知識があるのかな？」

　突然、レベッカが悪戯いたずらっぽい顔をして訊たずねてきたので、アッシュはドギマギした。

「えっとですね……アルク＝ストラーダ大陸の南東部、いわゆる〝竜の尾〟と呼ばれている地域には、都市国家がいくつもあって……それらが結びついてできた連合ですよね？」

　授業で習った知識を思い出しつつ、アッシュは答えた。

「うむ。間違いではないが、基礎過程ユニオスの一年生並みの回答だな」

　レベッカは苦笑を浮かべている。

「おい、アッシュ。お前は一体、授業でなにを聞いていたのだ？」

　対照的に、シルヴィアの視線は刺とげ々とげしい。

「うぐっ……座学は苦手なんだよな」

「仕方ないわね。わたくしが説明するわ──」

　ミラベルの解説に、アッシュは耳を傾けるのだった。




　──ラブロック商工都市連合。

　元々、〝竜の尾〟と呼ばれるラブロック地方には、大小さまざまな都市国家が存在していた。

　以前はそれぞれが独立していたのだが、今から十五年ほど前、七つの大都市と十六の小都市が連合し、ラブロック商工都市連合が結成された。

　連合を統すべる代表者は『元首ドージエ』と呼称され、選挙によって選ばれる。

　元々は、さらなる経済発展を目指しての連合だったのだが、現在では東部と西部の経済格差が深刻化しており、昨今、きな臭い気配が漂ただよっているそうだ。

　特に〝竜の尾〟の先端側に位置する東部都市群は貧困に喘あえぐ一方なのに対し、首都レスピーギを含む西部の経済は、右肩上がりの成長を続けている。

　そうした格差社会が、なにを生みだすか？

　今やラブロックでは、過激なテロや、怒れる貧民たちによる暴動、さらには要人暗殺が散発的に発生しているという。

　首都レスピーギに至いたっては、「魔都レスピーギ」という不名誉な呼び名が付いている。

　先代の元首ドージエエンツォ・サバティーニなどは、昨年の秋頃、テロリストの狙撃に遭あった。あの大陸会議〈エリュシオン〉が中止となってから、約二ヵ月後のことだ。一命こそ取り留めたが、彼は引退を余儀なくされた。

　現在の元首ドージエはフランチェスカ・マキャベリ。まだ二十五歳という若さながら、ラブロックの頂点に君臨する才媛である。

「──やはり、元首ドージエマキャベリにコンタクトを取るのが近道でしょうね。もし、連合側が〈デミウルゴス〉の実態を知らずにミスリルを供給しているのだとすれば、その販売ルートを断ってもらう必要があるわ。〈デミウルゴス〉がいかに危険な組織かを伝えれば、きっと解わかってもらえるでしょう」

　ミラベルの言葉に、アッシュたちはうなずく。

「問題なのは、どうすれば元首ドージエとの会談を実現させられるか、だな──」

　レベッカが思案げにつぶやいたそのときだった。

　──どぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　突如として、エスカヴァロンの脇で爆発じみた轟ごう音おんがほとばしったのだ。

「事故か？　それとも襲撃か!?」

　アッシュはハッとして腰を浮かせたが──。

「大丈夫ですわ、アッシュ様」

　ふんわりと告げたのは、ちょうど窓際に控えていたコゼットである。

　コゼットの柔にゆう和わな笑顔と口調のおかげで、会議室にみなぎった緊張の糸はほぐれた。

　一同は窓際に集まって、ジュリアス館の前方を見下ろす。

「あれは……？」

　アッシュは眉をひそめた。

　一体の翼竜ストラーダが着陸し、周囲の地面をクレーターに変えているのだ。

　その騎手は、体型から察するに女性だろう。颯さつ爽そうと翼竜ストラーダの鞍くらから飛び降りると、こちらを見上げた。そして、装着していたゴーグルを額のほうへずらす。ぱっちりとした瞳があらわになった。

「第一級宮廷郵便士、オルエッタ・ブランと申します！　アヴァロン聖竜皇騎士団の団長にして生徒会長──アッシュ・ブレイク殿は、いらっしゃいますか？」

　たびたび騎竜学院に飛来しては、地面に大穴を穿うがっていく宮廷郵便士。しかも、その荒っぽい騎竜術に似合わず、さわやかな美少女なのだ。過去、アッシュも彼女から手紙を受け取ったことがあった。

「俺おれなら、ここにいますけど？」

　アッシュが窓枠から身を乗りだすと、オルエッタはサッと敬礼してみせた。

「ご無沙汰しております、アッシュ殿！　その節は首都フォンティーンを襲った危機をお救いいただき、誠にありがとうございました！」

　フォンティーンを襲った危機とは、クラウス率いる〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉が引き起こした、あの事件のことを指すのだろう。

　その双そう眸ぼうに冥星石プルートウを埋めこまれた少女──クリームヒルトの歌声によって、騎竜学院で飼育されていたドラゴンの精神は、ことごとく支配された。

　そして、自我を奪われた竜族は一個の軍隊と化し、首都フォンティーン城に攻めこもうとしたのだ。最悪、首都フォンティーンが壊滅していた可能性もあった。

　そういえば、クリームヒルトは元気にしているだろうか……と、アッシュが懐かしく想おもっていると、

「あのとき以来、城内ではアッシュ殿の噂うわさで持ちきりでありますよ！」

　オルエッタが嬉き々きとして、言葉を続けた。

「いや、そんな……」

　オルエッタの真摯な眼まな差ざしを浴びて、アッシュは照れる一方である。と、そんなアッシュを押しのけるように、シルヴィアが窓際にやって来た。

「こら、オルエッタ！　その危険な着陸はやめろと、いつもいっているだろう！」

　たちまち、オルエッタは冷や汗を浮かべた。

「も、申し訳ございません！　この子に乗ると、つい楽しくなってしまって……」

「郵便士としての能力は認めるが、ひとたび相パ棒ルに騎乗した途端、性格がガラッと変わるのはいただけないな」

「ううっ……重ね重ね、申し訳ないです」

　オルエッタはすっかり小さくなっている。

「まあまあ。オルエッタさんもしっかり反省しているようだし、そのへんで……」

　アッシュはシルヴィアをなだめると、オルエッタに呼びかけた。

「それで、オルエッタさん？　ご用件とは一体……？」

「えっと、本日はですね！　アッシュ殿に、ラブロック大使館からの親書をお届けに上がった次第です。実は先日、ラブロック大使館から依頼を受けまして！」

「ラブロックだと!?　なんというタイミングだ……！」

　シルヴィアは目を丸くしている。

「こんなことって、あるんだな……」

　アッシュも呆ぼう然ぜんとして、窓際に立ち尽くす。いかにしてラブロック商工都市連合に会談を申しこむべきか──そんな相談をしていた矢先に、先方から親書が届いたのだから。

　歯車がかちりとハマッたような感覚を、アッシュは確かに覚えたのだった。





　　　　◇






　オルエッタの騎影を見送ると、アッシュとシルヴィアは自分の席に戻った。

「それにしても……親書っていうから手紙だと思ってたのに、なんで木箱なんだろう？」

　不思議に思うアッシュ。そう、オルエッタが運んできたのは手紙ではなく、一抱えもありそうな箱だったのである。

　蓋ふたや側面には、流れるような彫刻が施ほどこされていて、きらきらと輝く宝石や金属製のプレートがはめこまれている。まるで宝石箱のような雰囲気だった。

「この箱だけでも、相当な金額になりそうだぞ……？」

　シルヴィアが怪け訝げんそうにつぶやく。

「とりあえず──開けてみないことには、なにも始まらないわね」

　ミラベルの言葉に、アッシュはうなずいた。

「ですね。じゃあ、開けますよ？」

　アッシュは手を伸ばすと、ゆっくりと箱を開く。

　そこに収められていたのは──見るからに精せい巧こうな、竜の彫像だった。

　鋭く尖とがった角は二本。大きな翼を左右に広げている。

　その造形から察するに、モデルは聖竜マエストロだろう。

「これはまた、見事な作品だな」

　レベッカが感心した風につぶやく。

　アッシュは細心の注意を払いつつ、木彫りの竜を持ちあげてみた。そして、机の上にそっと移動させる。今にも動きだしそうなほど、リアルな彫像だった。

「そういえば……聞いたことがあるぞ。私も実物を見るのは初めてだが、ラブロックの親書は、とても独特らしい。おそらく、親書はこの彫像に秘められているのだろう」

　腕組みをしながら、思案げに告げたのはシルヴィアである。

「そのドラゴンは、おそらく発条ぜんまい仕掛けの人形よ。この鍵を背中の穴に差しこんで、回せばいいと思うわ」

　ミラベルは木箱の中を覗のぞきこむと、銀色の鍵を取りだした。

「じゃあ、回してみます」

　アッシュは鍵を受け取ると、ドラゴンの背中に差しこんでみる。そして、時計のリュウズを巻くように、内部の螺ね旋じを巻き始めた。

　すると──発条仕掛けの竜に異変が起きた。

　ゆっくりと翼をはためかせながら、上うわ顎あごと下顎を開いたのである。

『わたくしは、ラブロック商工都市連合の、親書九九一四─三五六─〇七号です』

　片言ながらも、竜は確かにシェブロン語を紡つむいでいた。

「喋しやべった!?」

　どういう仕組みで喋っているのか、アッシュには見当もつかない。

　ラブロックの工芸作品は有名で、世界中の王侯貴族に好まれているそうだが、その技術力の高さときたら、アッシュの予想以上だった。

『宛名──アッシュ・ブレイク殿』

『はっ、はい！』

　アッシュは思わず姿勢を正すと、返事をしてしまった。

　そんな自分が滑こつ稽けいに思ってしまったが、誰だれもアッシュを笑ったりはしなかった。誰もが、喋る竜型模型に視線を奪われていたからだ。

『差出人──元首ドージエ、フランチェスカ・マキャベリ』

　そして、しばしの沈黙。

　誰もが固唾かたずを吞のんで、竜の次なる一句を待ち望んでいる。

『……親愛なる、アッシュ・ブレイク殿。騎士国の危機を救い、さらには、オスケイア女王の即位に貢献した貴殿の武勇は、我が商工都市連合にも……届いています。貴殿が率いる、アヴァロン聖竜皇騎士団は……新しいタイプの国家として、今や世界各国から注目を浴びているのです……』

　発条仕掛けの竜は、淡々と元首ドージエの言葉を代弁し続ける。

『無論、我々も例外ではありません。貴殿の活躍ぶりには、心から敬意を表します。願わくば、友好条約の締結に至いたらんことを。良い返事をお待ちしています──」

　それっきり、竜は完全に沈黙した。翼の動きもぴたりと止まっている。

　ためしに、再び螺ね旋じを巻いてみたのだが、まったくの無反応だった。どうやら「親書」の再生を終えた途端、ただの置き人形になってしまったようだ。

「いきなり友好条約ときたか……」

　予想外の事態に、アッシュは少々戸惑っている。

「ふふっ。君の活躍ぶりを鑑かんがみるに、元首ドージエが友好関係を望むのは不思議じゃないさ」

　そういって、レベッカは口もとをほころばせた。

「さすがはアッシュ様ですわ！　とはいえ、元首ドージエにまで惚ほれられてしまわないよう、注意してほしいですわね」

　妙な釘くぎの指し方をしてきたのは、ジェシカである。

「アッシュ、やっぱりすごい……」

　熱っぽい視線をアッシュに向けつつ、ルッカも尊敬の念をあらわにしている。

「渡りに船とは、まさにこのことだな」

　と、シルヴィアが意気揚々として、拳をグッと握りしめた。

「いざ遠征となると、しばらく学院を休まなくちゃいけないのが問題だよな……」

　あまり座学の成績が芳かんばしくないアッシュとしては、授業を欠席するのは避けたいところだった。

「その心配は無用よ、アッシュ。あの襲撃事件の影響で、今は休講が続いています。それに、来月の第一週は祝日が連なっているわ。授業の心配は要らないわね」

　アッシュの不安を解消してくれたのは、ミラベルだった。なんといっても、ミラベルは学院長だ。心強いフォローを得たことで、アッシュの迷いは消えた。

「ありがとうございます、ミラベルさん」

　アッシュが面と向かってお礼をいうと、互いの視線がぶつかった。

　急になにかを意識してしまったのか、ミラベルはポッと頰ほおを染める。

「べっ、別に、改まってお礼をいわれるほど、大したことは……していないわ」

　もじもじとして、恥じらうミラベル。しきりに視線をさまよわせている。

　その可か憐れんすぎるほど可憐な仕草に、アッシュは会議中であることも忘れて、ドキリとしてしまった。甘さと清涼さを兼ねそなえた、高貴な香りがふわりと漂ただよってきて、アッシュの本能を刺激する。

「……………………」

　ふと気づけば、周囲の女性陣が半眼になって、そんなアッシュとミラベルの様子を窺うかがっていた。まるで、針のむしろに座らされたような気分である。

「そっ、それでは、出発は来月の頭ということで！　早速、元首ドージエマキャベリに返事を出しましょう！」

　その場を取り繕うように、アッシュは慌てて宣言したのだった。





"The Sign Manual ～A.S.B.1366.04～" is closed.








第二話　蒼茫たるオヴェリア海









　それからの一週間は、あっという間に過ぎ去って──。

　金牛宮タウルスの月、第一日。

　午前中のうちに、魔導艦エスカヴァロンはアンサリヴァンを発たった。

　目指すは、港湾都市レスピーギ。

　大陸の南東部、ラブロック商工都市連合の首都である。





　　　　◇






　空は快晴。目の覚めるような蒼あおさは眩まぶしいほどで、アッシュは思わず目を細めた。

　エスカヴァロンの甲板に出ても、それほど寒さは感じない。南方に進むにつれて、気温は上がる一方だった。

　現在、魔導艦エスカヴァロンはシェブロン王国領内の上空を、南東に向けてまっすぐに進んでいる。事前にオスケイア女王の許可を得ているので、領空侵犯の罪に問われることはない。

「やっぱり南のほうが断然、暖かいんだなあ」

　アンサリヴァンを発った頃は、まだ肌寒さが残っていた。ところが、今では薄着でも大丈夫なほどである。アンサリヴァンだったら、双子宮ジエミニの月に相当するだろう。

「あっ、兄さん！　ほら、見てください！　あれがオヴェリア海なのですね！

　と、アッシュの隣で和んでいたリンダが、歓声をあげた。

　いつしか大陸は途切れ、エスカヴァロンは大海原の上空に差しかかっている。

「リンダ、海を見るのは初めてです……！」

「まあ、それは良かったけど……まさか、リンダが本当に付いてくるとは思わなかった」

　アッシュとしては、頭を抱えたい気分だった。リンダが騎士団の会議に出席するだけでも、兄としては苦々しく思っていたのだ。

「兄さんったら、ひどいです！　もしかして……リンダのこと、鬱うつ陶とうしいって思っていませんか？」

　リンダは急に頰ほおを膨ふくらませた。ぷんすかと怒っている様子は、幼児だった頃の面影を感じさせる。

「いやいや、決してリンダが邪魔なわけではないぞ!?　お前が騎竜学院に入学したこと、俺おれは心の底から嬉うれしく思っているんだからな」

「……本当、ですか？」

「もちろんだ。ただ、可愛かわいい妹を危険に巻きこみたくはないって思うのは、兄として当然のことだろう？　いっておくけど、俺おれたちは遊びに行くわけじゃない。なんといっても、目的地は〝魔都〟なんだから──」

「今、可愛いっていいました!?」

　と、リンダは一転して、パァッと顔を輝かせた。

「そこに食いつくのかよ!?」

　その場の弾みで「可愛い妹」などと口走った自分が恥ずかしくて、アッシュは全力で否定することにした。

「いや、空耳だ！　可愛いだなんて、一言もいっていないからな？」

「噓うそです！　ちゃんと聞きましたー！」

　しばらくの間、不毛な応酬を繰りひろげたあと、アッシュは溜ため息いきを漏らした。

「……真面目な話、レスピーギ市の治安は悪そうだし、俺は心配なんだよ。もし、お前の身になにかあったらと思うと──」

「大丈夫です。そのときは、兄さんがリンダを護まもってくれるはずですから。それとも兄さんは、世界でたったひとりの妹を護ってくれないんですか？」

「うぐっ……」

　上目遣いで見つめられ、アッシュは声を詰まらせる。

　実の妹を相手に、不覚にもドキリとしてしまった。どうやら、リンダのほうが一枚上手だったようだ。

「仕方ないな……」

「ふふっ。お願いしますね、兄さん」

　リンダが満面の笑みをこぼした、そのときだった。

『これより当艦は着水し、オヴェリア海上での試験運航を開始します』

　伝声管を経由して、ミラベルの声が甲板に響いたのである。

『わたくしの計算によれば、今から海路に変更した場合、港に到着するのは明日の午後になるわ。先日の襲撃事件以来、ずっと気が安まるときはなかったし、少しくらいなら息抜きをしても構わないと思います──』

「待ってました！」

　ミラベルの連絡が終わった途端、リンダが無造作に制服を脱ぎだしたので、アッシュは狼ろう狽ばいした。

「リンダ!?　お前、なにをやって…!?」

　アッシュは頰ほおに熱を覚えた。

「ふふっ。なにをうろたえているんですか、兄さん？　ほら！」

　アッシュが目のやり場に困っている間にも、リンダはぽいぽいと制服を脱ぎ捨てていく。

「やっ、やめろ！　とっ、年頃の女の子がなんてことを……あれ？」

　アッシュは目を点にした。

　リンダは制服の下に、水着を着用していたのである。

　成長した妹の水着姿に、アッシュは思わず目を奪われた。

　水着のタイプは、ピンク色のワンピース。

　手足はしなやかに伸びて、胸もとは淡くふくらんでいる。

「ふふっ。似合ってますか？」

「ま、まあ……似合ってるよ」

　アッシュはあえて、ぶっきらぼうな口調で答えた。

「だけど、よく水着なんて用意してたな？」

「レスピーギは海辺の街ですから。もしかしたら、水着の出番もあるかなと思っていたんです。……ところで、兄さん？　もしかして、照れてますか？」

「べっ、別に照れてなんか──ごふっ!?」

「こらっ！　妹の水着姿に見とれるなんて、兄としてどうなのよ？」

　脇腹に肘鉄を当ててきたのは、エーコだった。

　既に、エーコもちゃっかりと水着に着替えている。去年の初夏、選抜合宿のときに着用していたのと同じく、純白のワンピース。心なしか、去年よりも大人びて見えた。















「いてててて……エーコも、よく似合ってるな」

　涙目になりながらも、アッシュは誉ほめ言葉を忘れなかった。

「あ、ありがと……」

　催促する前に誉められたのが嬉うれしかったのか、エーコはほんのりと頰ほおを染める。その可愛かわいらしさときたら、肘鉄の痛みも吹き飛ぶほどだった。

　と、リンダが眉をきりりと吊つり上あげ、兄を糾きゆう弾だんする。

「ちょっと、兄さん？　エーコさんの身体をじろじろ見すぎじゃないですか？　兄さんがそんなにエッチな人だったなんて……リンダはとっても残念です！」

「いやいや、そんなに見てないって！」

「──おやおや、すっかりバカンス気分のようだな」

　と、背後から声がした。

　現れたのは、レベッカとルッカである。

　レベッカの豊満な身体を飾るのは、真紅のビキニだった。威風堂々とした立ち姿は、凜り々りしく、神々しく、そして──美しい。

「むう……」

「勝てる気がしませんね……」

　エーコもリンダも、レベッカの水着姿を前にしては、白旗を掲げるしかないようだ。

　アッシュも陶然として、レベッカの肉体美に見とれてしまった。

　と、レベッカは背後のルッカに視線を向けた。

「ルッカ？　わたしの背後に隠れていては、アッシュに水着姿をアピールできないぞ？」

「で、でも……水着なんて初めてだし、ちょっと、恥ずかしい……」

　ルッカはレベッカの背後に隠れたまま、ちらちらとアッシュの顔を窺うかがっている。ぴんと尖とがった耳は、ほんのりと赤く染まっていた。

「女は度胸だぞ、ルッカ」

　その瞬間、レベッカはルッカを自分の前に立たせた。

「ううっ……」

　全身の肌を真っ赤に染めるルッカ。その水着は若草色のワンピース。まるで、大海原に迷いこんだ妖精さながらだった。ルッカの可愛らしさを、最大限に引き立てている。

　と、戸口に新たな人影が現れた。

「眼福だなあ。こうして英気を養うのも、俺おれたち竜騎士ドラグナーには必要ってことだな！」

「君はまだ、竜騎士ドラグナーの段階には至いたっていないがな」

　レイモンとマックスである。ふたりとも、やはり水着姿になっている。

　マックスは眼鏡のフレームをきらりと輝かせると、こちらに迫ってきた。

「ところで、僕はアシュリーの水着姿を拝おがみたいのだが……その気はないのか？」

「……は？」

「実はアシュリー用のウィッグも水着も、僕が自腹で準備しているのだが……」

「用意周到だな！」

　アッシュは少々、マックスの将来が心配になってしまった。

「──アッシュ様ぁ！　わたくしの水着姿も、ご覧になってくださいまし！」

　と、ジェシカがパタパタと駆けよってきた。アッシュの腕を抱えこむようにして、すがりついてくる。むにゅっ……と、二の腕に柔らかな感触を覚えた。

「ちょっ、ジェシカ!?　そ、その水着はさすがに……！」

　アッシュは思わず、鼻血を噴きそうになった。ジェシカの肉感的なボディを彩るビキニは、布面積が異様に狭いのだ。布地というよりは、ほとんど紐ひもに近い。

「こらジェシカ！　少しは新・風紀委員としての自覚をもたんか！」

　と、シルヴィアが颯さつ爽そうと甲板に現れて、ジェシカを叱る。

　残念ながら、こちらは制服姿のままである。お堅い性格が邪魔をしているのだろう。シルヴィアは、そう易やす々やすと水着姿をさらすつもりはないらしい。

「ふふっ。そうカリカリするな。休めるときに休んでおくのも、任務のうちだぞ？」

　そんなシルヴィアをなだめるように、レベッカが苦笑いを浮かべた。いつの間にか、甲板にビーチ用の簡易ベッドを並べ、日光浴を始めている。

「で、ですが……」

「うふふ。姫様も、早くお着替えになってはいかがでしょうか？」

　と、コゼットがシルヴィアの背後に現れた。天てん真しん爛らん漫まんなのか、邪悪なのか判別のつかない笑顔を浮かべている。ちゃっかりと、蒼あおい生地のビキニを持参していた。

「むうううう！」

　シルヴィアは頭を抱えると、アッシュに視線を向ける。

「えぇい、アッシュ！　騎士団長として、お前もなんとかいわんか！　いくらミラベル姉様が許したとはいえ、我々は遊びに来たわけではないのだぞ！」

「確かに、そうだけど……レベッカさんのいうことにも、一理あると思うんだ。〈デミウルゴス〉の襲撃を受けて以来、ずっと心安まるときはなかったわけだし」

「なっ、アッシュ!?　お前まで……」

　生真面目なシルヴィアは、眉を吊つり上あげたまま一同を睨にらみつけていたが──やがて「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「はぁ……仕方あるまい。私のせいで、この場の空気を悪くするのも大人げないからな」

「ご成長なされましたね、姫様。それでは、更衣室に参りましょうか。うふふふ……」

「なっ！　私は決して、水着に着替えることまで承諾したわけではないのだぞ!?」

　反論も虚むなしく、シルヴィアは艦橋内へと引きずりこまれたのだった。




「ううっ……」

　しばらくして、甲板に戻ってきたシルヴィアは、羞恥心をあらわにしながらも、大胆なビキニ姿を披露してくれた。心なしか、豊満な乳房が一回り大きくなったような……？

「思った通り、可愛かわいらしいですわ」

　コゼットがうっとりとして、シルヴィアの水着姿を賛美する。

「そ、その……似合っているか？」

　もじもじとして、アッシュにちらちらと視線を向けるシルヴィア。まだ羞恥心を覚えているようで、胸もとを隠すような仕草をしている。

　そんな初々しい様子も含めて、シルヴィアは美しい。

「もっ……もちろんだ」

　アッシュが喘あえぐように答えると、シルヴィアはようやく微笑を浮かべてくれた。

　かくして──蒼そう茫ぼうたるオヴェリア海の上で、アッシュたちは久しぶりに、和気あいあいとした時間を過ごすのだった。





"Cruising in Overia Sea～A.S.B.1366.05～" is closed.








第三話　竜の尾のラブロック









　翌日、正午を過ぎた頃。

　順調に巡航を続けていた魔導艦エスカヴァロンは、ラブロック商港都市連合の首都、港湾都市レスピーギに接近しつつあった。外敵と見なされては大変なので、舳へ先さきにはアヴァロン聖竜皇騎士団の旗を掲げている。

　上陸を控え、操そう舵だ室しつに集結したアッシュたちは、レスピーギ市の港湾部を遠目に確認するなり、感嘆の溜ため息いきを吐いた。

「うむ。何度見ても美しい街並みだな」

　シルヴィアが感心した風につぶやく。さすがは騎士王家の姫君だけあって、レスピーギ市を訪れた経験があるようだ。

「なんていうか……一般的な都市とは、雰囲気が違うよな」

　アッシュも、港湾都市の景観には目を奪われた。

　この時代、都市といえば周囲をぐるりと防壁に囲まれているのが一般的だ。学院都市アンサリヴァンや、騎士国の首都フォンティーンも例外ではない。

　だが、レスピーギ市は違う。

　海岸線に沿って、街が築かれているのである。しかも海岸線から少し離れると、今度は緑豊かな山間部の景色が広がっている。斜面には白亜の建築物が美しく並び、きらきらと輝いていた。

「風ふう光こう明めい媚びって、こういうときに使うための言葉なんでしょうね」

　と、さりげなくアッシュのそばに寄ってきたリンダが、大人びたことを口にした。難しい言葉を使いたがるお年頃なのかもしれない。

「あのように山と海に囲まれていれば、周囲を防壁で守る必要はないのだろうな。わざわざ人の手を加えなくとも、天然の要塞として成立しているというわけだ」

　教師然として解説してくれたのは、レベッカである。

「ほんと、綺き麗れいな街よね。名物料理って、あるのかしら？」

　じゅるり……と舌なめずりをするエーコは、獲物を前にした肉食獣の目をしている。

「こらこら、遊びに来たんじゃないんだからな？　まあ、海辺の街だから、魚はおいしいんじゃないか？」

　臨戦態勢のエーコを前に、アッシュは苦笑を浮かべた。

「ラブロック地方といえば、〝シャラティエッリ〟も有名ですわよ！」

　物知り顔で告げたのは、ジェシカである。

「なにかの呪文か……？」

「うふふ。嫌ですわ、アッシュ様。手打ちパスタのことです」

　コゼットが親切に解説してくれたので、アッシュは納得する。

「ところで、アッシュ？　元首ドージエマキャベリの官邸にお邪魔するメンバーについてなのだが……全員参加だと、さすがに大おお袈げ裟さな気がしないか？」

　と、レベッカが背後から声をかけてきたので、アッシュは振り向いた。

　確かに、全員でぞろぞろと押しかけては、迷惑になるかもしれない。

「そうですね。五～六人ならどうでしょう？」

「うむ、わたしもそう思う。今のうちに、面子めんつを決めておこう」

　レベッカの提案に、アッシュはうなずいた。




　まずは団長のアッシュと、相パ棒ルのエーコ。

　ロートレアモン騎士国の代表として、シルヴィア。もちろんコゼットも同伴する。

　知識と武勇を兼ねそなえたレベッカにも、是非とも参加してほしい。

　ここまでで、既に五人に達している。

　あとはミラベルで決まりだろう──と、アッシュは思った。

　ちなみに、団員の大半は元首ドージエとの会談よりも、港湾都市レスピーギの商店街やレストランに興味津々の様子である。ジェシカやレイモンなどは早速、旅行ガイドと睨にらめっこしている。

　アッシュ自身、これが観光旅行だったら、あの美しい港町を前に、きっと胸を躍らせていただろう。

　アッシュは苦笑しつつ、艦長席の脇に歩み寄った。そして、ミラベルに声をかけようとしたのだが、

「ごめんなさい、アッシュ。魔導艦のメンテナンスが必要だから、わたくしは残るわ」

　意外にも、ミラベルは機先を制するように、断ったのである。

「メンテナンスじゃ、仕方ないですね。よろしくお願いします。じゃあ、会談に参加するのは、この五人ということで──」

「えっと、皆さん！　聞いてください！」

　と、すかさずリンダが挙手して、アッシュの言葉を遮った。

「このアヴァロン聖竜皇騎士団は、騎士団であると同時に、独立国家だと聞いています。その代表者である兄さんが外交の場に出る以上、絶対に欠かせない存在があると思うんですが！」

「なんなのよ、一体？」

　エーコが怪け訝げんそうに眉をひそめる。

「それはですね、〝ファースト・レディ〟なのです！」

　妙に熱のこもった口調で、リンダは宣言してみせた。

　その途端、操そう舵だ室しつに漂ただよっていた空気がピンと張り詰めるのを、アッシュは肌で感じた。と同時に、がくんっ！　と艦が揺れ、急停止してしまう。

「すっ、すみません……！」

　操舵席から、アーニャが気まずそうに謝ってくる。その横顔は、なぜだかほんのりと赤く染まっていた。

「〝ファースト・レディ〟……ね。コゼットから借りた小説にも、そんな言葉があったわ。なんていうか……ちょっと、いいかも……」

「う、うむ。まさしく、魔法の言葉だな……」

　エーコもシルヴィアも、どこか遠くを見つめるような眼まな差ざしで、夢見がちな表情を浮かべている。

「わっ、わたくしも……心を動かされてしまいましたわ！」

　悩ましげに身をくねらせているのは、ジェシカである。旅行ガイドも放りだし、めらめらと闘志を燃やし始める。

「ファースト・レディ……ファースト……」

　会談には興味のなさそうだったルッカも、ポッと頰ほおを染めると、魔法の言葉を繰り返し唱えている。

「……………………」

　一方、レベッカとミラベルは無言のまま、冷静を装っている様子だが、どこかそわそわとして落ち着かない様子も感じさせるのが、なんだか気になった。

「──面白い相談をしているのね」

　と、さらにはナヴィーまでが実体化して、登場してみせた。しかも、身に着けた衣装は普段以上にきらきらしていて、その妖よう艶えんな魅力を最大限に引き出している。

　──ファースト・レディ。

　その言葉が秘めた威力に、アッシュはたじたじとなった。

　もしかすると、リンダは女性陣の心に火を点つけてしまったのかもしれない。

　そんな兄の心も知らず、リンダは意気揚々と提案を続ける。

「こほん！　ファースト・レディを同伴していない国家元首なんて、格好がつかない──皆さんは、そう思いませんか？」

「むぅ……。その発想はなかった。さすがはアッシュの妹、侮あなどれん……」

　喉の奥で唸うなったのは、シルヴィアである。

「とはいえ、兄さんはまだ独身なので、ファースト・レディに当たるお相手は存在しません。と、いうわけで──」

　リンダは得意満面になると、すうっと深呼吸をした。

「妹であるリンダが、〝ファースト・レディ代理〟として出席します！」

「なにが『と、いうわけで』なのよ!?　もっともらしく語りだしたと思ったら……要は、その結論を主張したかっただけじゃないの？」

「そうともいいます」

　リンダは悪びれることなく、ぺろりと舌を出した。

「なるほどな。リンダの提案だが、案外、悪くはないぞ」

　意外にも、賛同の意を示したのはレベッカだった。

「どういうことよ？」

　エーコは納得いかない様子である。

「歴史を紐ひも解とけば、元首の肉親がファースト・レディの代理人として国家行事に顔を出すのは、さほど珍しいことではないのさ。それと、リンダに任せるのは、女性陣の間で最も角が立たない選択肢だと思うぞ」

「むぐっ。そ、それは確かに……」

　レベッカの言葉には、エーコも大人しく納得した。異論が出る様子もない。

　とりあえず、修羅場になりそうな雰囲気が収まったことで、アッシュはホッとした。

　改めて、レベッカには頭が上がらないと痛感する。

「じゃあ、リンダも参加ということで──」

「……アッシュ。向こうの船が、こっちに気づいたみたい」

　と、ルッカがアッシュの袖口をくいくいと引っぱった。

　事実、港のほうから大型船が三隻、こちらに接近してくるのだ。

　先頭の一隻が、チカチカと光を明滅させて、信号らしきものを送ってきた。

「あれは、ラブロック市の治安を守る警察機関──『軍警察カラビニエリ』に所属する船ね」

　ミラベルが冷静につぶやく。

「信号を解読します！　……『我ら、アヴァロン聖竜皇騎士団を心より歓迎する』とのことです！」

　アーニャの声が、操そう舵だ室しつに鋭く響いた。

「ありがとう、アーニャ。これより本艦は軍警察カラビニエリの誘導に従い、港に入ります──」

　ミラベルは艦長席から立ち上がると、凜り々りしく宣言したのだった。
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　軍警察カラビニエリの誘導は慣れたもので、それから十五分も経たった頃には、エスカヴァロンは港に停泊していた。

「アッシュ様っ！」

　上陸したアッシュたちを待ち受けていたのは、予想外の大歓声だった。

「おわっ!?　なにがどうなって……？」

　どうやら、一般市民がアヴァロン聖竜皇騎士団を一目見ようと、大挙して押し寄せてきたらしい。十人や二十人といったレベルではない。数百人の規模だ。その大半は女性であり、アッシュに向けて黄色い声をあげているのだった。

　その勢いときたら強烈で、警備兵たちですら、彼女たちを押し戻すのに四苦八苦している。まるで、数百人のジェシカに囲まれているかのような気分だった。

「ふふっ。一般に、南部の女性は積極的といわれるが……これは予想以上だな」

　アッシュの背後で、レベッカが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「なっ、なんなのよ！　あの女たちは……!?」

　レベッカとは対照的に、エーコは不機嫌をあらわにしている。

「──お待ちしておりました、アヴァロン聖竜皇騎士団の皆様」

　と、たおやかな人影が音もなく現れると、優雅に一礼してみせた。

　どこか儚はかなげな印象を感じさせるメイドである。

「わたくしは、元首ドージエマキャベリの専属秘書を務めております──ヴィットーリア・クレメンティと申します」

　どう見てもメイドだが、あくまでも肩書きは「秘書」らしい。

　その制服は、赤を基調とした、騎士国では見かけないタイプである。一目でメイド服だと判わかるデザインながらも、どこか士官服を思わせる意匠となっている。スカートの丈も短く、動きやすさを重視しているのかもしれない。

　ヴィットーリアの年齢は、十代後半といったところだろうか。秘書にしては若すぎる気がした。

　どこか遠い地点をぼんやりと眺めているような瞳は、淡い灰色。髪はブルネットで、頭の左右でお団子に結っている。

「あの髪型って、もしかして!?」

　と、エーコが突然、戦せん慄りつの表情を浮かべた。

「なにか気づいたのか!?」

　アッシュが緊張気味に問いかけると、

「きっと、あたしの真ま似ねをしているんだわ！」

　そういって、エーコは自分の角に触れた。

「いやいや、ただのファッションだろ？」

　アッシュは半眼でツッコんだ。なるほど、ヴィットーリアが髪を結ってこしらえたお団子は、エーコのまん丸な角に似ていないこともないが……。

「はじめまして、アッシュ・ブレイクです」

　アッシュが進み出ると、ヴィットーリアは無表情のまま応えた。

「皆様には、馬車をご用意してあります。こちらへどうぞ」

　ヴィットーリアの案内で、アッシュたちは港の出口に向かった。周囲からは、歓呼の声がひっきりなしに聞こえてくる。

　無視するのも申し訳ない気がしたので、アッシュは笑顔で市民に手を振った。

「きゃああああああああああっ！」

　その途端、市民はますます熱狂する。

「ちょっと！　外国の牝めすにまで愛想を振りまくんじゃないわよ！」

　早速、エーコがアッシュの脇腹をつねった。

「いててっ！　でも、無視するのも感じが悪いだろ？」

「まあ、そういうところは、あんたらしいけど……」

　やがて、アッシュたちは港の出口に到着した。国こく賓ひん用と思われる、豪華な馬車が目に留まる。客車の側面には、港湾都市レスピーギの紋章がペイントされていた。

　御者台には、端正な制服に身を包んだ老人が掛けている。

「それでは、元首ドージエの官邸までお送りします」

　ヴィットーリアの言葉に従い、アッシュたちは馬車に乗りこんだ。




　馬車はあっという間に港から遠ざかり、市街地に入る。

　車窓から見えるのは、歴史を感じさせる街並みだ。どこかセピア色を感じさせる風景だな……と、アッシュは思った。

「うわあ……！」

　エーコとリンダは子どものようにはしゃぐと、車窓に張りついている。

　大通りには、ラブロック様式の建築群が密集している。「ドゥオーモ」と呼ばれる聖堂も目についた。

　一方で、工房が多いのも特徴だった。ラブロック製の衣服や宝飾、美術品、工芸品は世界的に有名で、王侯貴族からも愛好されているという。

　その刹那、「たぁん！」と乾いた音が響きわたった。

「銃声っ!?」

　アッシュたちは緊張のあまり、身をすくめる。物騒な音は、さらに続く。本当に銃声のようだ。

　と、軍警察カラビニエリの紋章を背負った一個小隊が、慌ただしく大通りを駆け抜けていく。まるで黒き疾風のようだ。どの隊員も重装備だった。

「ヴィットーリアさん!?　一体、なにが起こって……？」

「申し訳ありません。ここ最近、市内の各地で金融業者や豪商を狙った強盗事件が多発していまして……いってしまえば、マフィア同士の抗争といったところでしょうか」

　どこ吹く風とばかりに、ヴィットーリアは淡々と解説する。

「あの程度のいざこざなど、日常茶飯事ですので、ご安心を」

　その落ち着きぶりが、逆に不気味なほどだった。

「なんといっても、ここは魔都レスピーギですから──」

　マフィア同士の抗争、そして軍警察カラビニエリの出動──そうした事態を「いざこざ」の一言で片づけてしまう神経が、アッシュには理解できない。お国柄の違いなのだろうか。

　往来の人々にしても、銃声の数発程度では、びくともしていない様子だった。

　──とんでもない街かもな……。

　アッシュが呆あきれている間にも、馬車は行政区に差しかかり──。

　その中央に位置する、貴族の城に匹敵しそうな官邸に到着した。
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「──失礼いたします、お嬢様。アヴァロン聖竜皇騎士団の方々をお連れしました」

　豪ごう奢しやな扉の前で、ヴィットーリアが部屋の主に告げる。

『うむ、通すがよい』

　扉ごしに応えた声は、異様な迫力を秘めたアルトだった。

「どうぞ、アッシュ様」

　ヴィットーリアに誘いざなわれ、アッシュたちは執務室に通された。

　アッシュたちを出迎えたのは、獰どう猛もうな獅し子しを思わせる女だった。

　その美貌は凄すごみを感じさせ、マフィアの女ボスを彷ほう彿ふつとさせる。執務机に向かいつつ、優雅に葉巻を燻くゆらせている姿は、一幅の絵画のようだ。

　右手の人さし指には、黄金製の指ゆび環わをはめている。いわゆる印台リングだ。印台の部分には、ラブロックを象徴する幻獣、グリフォンの紋章が刻まれている。代々の元首ドージエに受け継がれてきた指環なのだろう。

　ゆるやかなウェーブを描く髪は、淡い金色。ラブロック風に表現するならば、輝白金オーロ＝ビアンコといったところだろうか。左右の耳たぶには、黒十字を象かたどった装飾具ピアスを吊つり下さげている。

　グレーのスーツを端正に着こなしているが、その肉体の曲線美は隠しようがなく、モデルも顔負けのプロポーションである。

　見るからに悩ましいが、その眼光が鋭すぎるため、あまり色香は感じられない。ひと睨にらみされただけで、全身が縮みあがってしまいそうな気がした。

「遠路はるばる、ようこそ。吾わが輩はいがフランチェスカ・マキャベリだ」

　美女はにこりともせずに、自己紹介をした。

「はっ、はじめまして。アヴァロン聖竜皇騎士団の団長、アッシュ・ブレイクです。こちらは俺おれの相パ棒ルで──」

「エーコよ」

「ほう。お前が人型のドラゴンにして、アヴァロン聖竜皇か……」

　マキャベリはスッと目を細めて、エーコを観察する。

「ほほう。ぷりっとして、実に美う味まそうな肉をしているな」

「ちょっ!?」

　エーコは真っ青になると、アッシュの背後に隠れてしまう。

「あんたねぇ！　誇り高き竜族を食肉扱いだなんて、どんだけ無礼なのよ！」

「……なんだ、冗談も通じぬのか」

　そういって、気け怠だるそうに紫煙を吐き出すマキャベリ。どう見ても冗談とは思えなかったのだが、マキャベリの機嫌を損ねるのはまずい。アッシュは下した手てに出ることにした。

「申し訳ありません、マキャベリさん。エーコは竜族なので、まだ人間社会の機微には疎うといんです。ここはひとつ、大目に見てやってもらえませんか？」

「ふむ。お前のほうは、礼儀を弁わきまえているようだな」

　マキャベリは気分を害した様子もなく、淡々と応えた。

「むううう～！」

　エーコは不満げな様子だが、こんなことで会談をぶち壊されては洒落しやれにならない。

　とりあえず、アッシュに同伴したメンバーがマキャベリの前に進み出て、自己紹介を始める。

「騎士国の第四王女、シルヴィア・ロートレアモンです。諸もろ々もろの事情から、私はアヴァロン聖竜皇騎士団の正式メンバーではないのですが……駐在アヴァロン大使として、エスカヴァロンに搭乗しています」

「おお、噂うわさに名高い〈蒼氷の姫君アイスブルー・プリンセス〉ではないか。会えて嬉うれしいぞ」

　マキャベリはやや表情を改めて、シルヴィアをじっくりと眺めた。とはいえ、一国の王女を相手にしても、尊大な態度に変わりはない。

　よほど肝が据わっているのか、彼女の辞書に「礼節」の文字がないのか──それはアッシュにも解わからない。

「姫様の専属メイドを務めております、コゼット・シェリーですわ」

　コゼットが優雅に一礼すると、今度はレベッカの番が訪れた。

「アヴァロン聖竜皇騎士団の一員、レベッカ・ランドールです。お見知りおきを」

「ほう。お前が〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉か。ロートレアモン聖竜騎士団からの誘いを断り、アヴァロン聖竜皇騎士団を選んだこと、吾わが輩はいの耳にも入っているぞ」

「恐縮です」

　レベッカが涼やかに応えると、次はリンダの番が巡ってきた。

　リンダだけは、よそ行きのドレスを着用している。外交の場にふさわしく、華美な装飾は控えめだが、〝特別感〟はしっかりと演出できていた。

　アッシュ自身、どこへ出しても恥ずかしくない……と、目をみはったほどである。

「お初にお目にかかります、マキャベリ閣下。本日は〝ファースト・レディ代理〟として参上しました、リンダと申します。アッシュ・ブレイクの妹です」

　礼儀正しくお辞儀をしたリンダだが、その表情は得意満面である。

　エーコもシルヴィアも心中穏やかならぬ様子で、そんなリンダを横目でちらちらと窺うかがっている。アッシュは内心、冷や冷やとさせられた。

「なるほど──アッシュが妻を娶めとるまでは、妹君が〝ファースト・レディ〟というわけだな。うむ、なかなか利発そうな妹君ではないか」

　マキャベリは笑顔でリンダを誉ほめたたえたが、すぐさま真顔になった。

「それでは、自己紹介もすんだことだし、話し合いを始めるとしよう。別に身構える必要はないから、安心するといい」

　マキャベリが案内したテーブルには、色とりどりの地元料理が並んでいた。

　定番のピザピツツアに、ムール貝のワイン蒸し。魚貝たっぷりの手打ちパスタシヤラテイエツリは麵が太く、見るからにもっちりとした感じが伝わってくる。さらには、こんがりと焼けたスペアリブが並び、トマトベースの野菜スープも付いている。

「うわあ……！」

　エーコは今にも涎よだれを垂らしそうな顔をしていた。先ほどマキャベリにからかわれた怒りなど、瞬時に吹き飛んでしまったようだ。アッシュ自身、まだ昼食を摂とっていなかったこともあり、腹の虫を抑えるのに苦労を要した。

「いっただきまーす！」

　エーコが意気揚々と宣言し、

「こら、まずは聖女に食前の祈りを捧ささげろ！」

　シルヴィアが目くじらを立てる。

「隙ありっ！」

　ファースト・レディの矜きよう持じはどこへやら、リンダもすっかり童心に返っている。ムール貝の身を口に放りこむと、「プリプリですっ！」と感動の声をあげる。

　郷土料理に舌した鼓づつみを打ちながらの会談は、賑にぎやかなムードで始まった。
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　まずは世間話で場を和ませたあと、アッシュは頃合いを見計らい、マキャベリに声をかけた。

「ところで、マキャベリさん。商工都市連合では、東西の経済格差が深刻化していると聞きましたが……どうして、そんな格差が生まれたんでしょう？」

　マキャベリの気に触る質問かもしれないが、それでも訊たずねずにはいられなかった。マキャベリは気を悪くした様子もなく、アッシュの顔を見やった。

「そうだな。やはり、商工都市連合というシステムにこそ、その原因はあるのだろう。かつて商工都市連合は、〝竜の尾〟における経済危機を打開するために結成された。ところが、連合によって実際に得をしたのは西部の主要都市だけで、東部の都市群がその恩恵を受けることはできなかった。事実、東部の諸都市の負債は、増える一方なのだ」

「どうして、東部ばかりが貧しくなったんです？」

「元々、東部都市群では工業や工芸が盛んでな。決して裕福ではないものの、民はそれなりに安定した暮らしを享受していたのだ。ところが商工都市連合に加入したことで、状況が一変した。特に、連合の統一通貨〝ヴェラ〟を導入したのが、間違いだったといえる」

「統一通貨……？」

　アッシュは小首をかしげた。

「一般的な国家であれば、景気が悪化した場合、金融政策によって景気回復を目指す。金利を下げて金を借りやすくしたり、紙幣を刷ることで自国通貨の為替かわせ相場を引き下げる。自国通貨の価値が下がれば、輸出業において有利となる」

「なるほど。自国通貨が安くなれば、海外からの観光客も増えますよね」

　アッシュの言葉に、マキャベリはうなずいた。

「うむ。海外向けの観光事業もまた、輸出の一種だからな。そうした経済循環によって、景気は回復方向に向かうのだ」

「なるほど……」

「だが、〝ヴェラ〟の導入により状況は一変した。連合所属の各都市国家は、不況対策として、紙幣を刷ることもできなくなったのだ」

「それはつまり、金融政策の権限を、連合の中央銀行に委譲したというわけですね。もはや、それは金融政策の放棄といってもいい……」

　難しい顔をして告げたのは、レベッカである。

「その通り。そうした権限を奪われた弱小都市は、明確な景気対策を打ち出すこともできず、苦境に立たされてしまったというわけだ。そして、不運なことに……東部には、そうした弱小都市国家が密集しているのだな」

「連合の元首ドージエとして、東部に救いの手を差しのべたりはしないのですか？」

　これ以上は内政干渉になりかねないが、アッシュはあえて問いかけた。

　東部が貧苦に喘あえいでいるというのに、マキャベリが用意した料理、そして食器の豪華さが、少々気になったからだ。

「無論、そのつもりだ。もっとも、安易に西部の金を東部にばらまく──といった政策では、東部民の自立心を奪うことになるし、西部の民が怒り狂うだろう。自分たちの血税を、どうして東部の支援に回さねばならんのか……とな」

「そうですか……」

　ふと、アッシュはシルヴィアの視線に気づいた。マキャベリに気づかれないよう、さりげなく目配せをしているのだ。おそらく「この話はそろそろ切り上げたほうがいい」と、うながしているのだろう。

　確かに、両国の友好について話し合うための場で、ラブロックの暗部ばかりを話題にしていては、マキャベリとしても面白くないだろう。

「ところで、アッシュ・ブレイクよ。先ほどから、こちらの話ばかりをしているな。せっかくだから、お前自身についても聞かせてはくれまいか？」

　案の定、マキャベリはさりげなく話題を変えてきた。

「解わかりました」

　シルヴィアの配慮に感謝しつつ、アッシュは「エーコ誕生」のエピソードから語ることにした。




　エーコが誕生して以来、アッシュの日常は波は瀾らん万ばん丈じようとなった。話のネタは尽きることがなく、ふと気づけば、かれこれ一時間近くも語り続けている。

「──お嬢様」

　そのとき、ヴィットーリアがさりげなく、マキャベリの脇に進み出た。

「市民の方々がお見えになっています。いかがいたしましょうか」

「むっ、陳情か。すまぬ、しばらく席を外させてもらう。元首ドージエにとって、民は家族も同然なのだ」

　マキャベリは席を立つと、ヴィットーリアを連れて退室した。

「陳情に訪れた市民を、元首ドージエ自らが応対するとは……大したものだな」

　感じ入った様子で、シルヴィアがつぶやいた。

「なんていうか、不思議な人だよな。見た目は怖いけど、政治家としてはかなりの遣やり手てに見える。まだ二十五歳っていうのが、信じられないな……」

　アッシュは感嘆しつつ、手もとのティーカップに口をつけた。ずっと喋しやべり通しだったので、喉がからからになっていたのだ。

「なかなかの弁舌だったぞ、アッシュ」

　レベッカがねぎらいの言葉をかけてくれたので、アッシュは安堵した。

　とはいえ、レベッカの表情は厳しい。

「無論、これからが本番だ。元首ドージエが戻ってきたら、いよいよ本題に入らねばならんのだからな」

「そうですね」

　本題とは、もちろん魔導結社〈デミウルゴス〉の件に尽きる。

　アッシュたちの予想通り、〈デミウルゴス〉がラブロックからミスリルを大量に購入しているのであれば、なんとかして供給を止めてもらわねばならないのだ。




「──待たせたな」

　およそ三十分後、マキャベリは涼しい顔で戻ってきた。秘書のヴィットーリアも、影のごとく付き従っている。

「ところで、元首ドージエ。折り入って相談があるのですが」

　マキャベリが新たな話題を持ち出す前に、レベッカがさりげなく機先を制してみせた。

「おお、なんでもいってみるがよい」

　マキャベリは気を悪くした様子もなく、飄ひよう々ひようとして応じる。

「ありがとうございます、元首ドージエ」

　レベッカは魔道結社〈デミウルゴス〉について、そしてミスリル販売ルートの問題について、要点をまとめて説明した。

　そして、最後に次の二点を要望したのである。

　①ミスリルの取引相手の実態を調査して、魔導結社〈デミウルゴス〉に関係のありそうな組織を洗い出すこと。

　②その相手との取引を、即時中止すること。

　──さすがはレベッカさんだ。

　滔とう々とうと弁ずるレベッカの横顔を眺めつつ、アッシュは感嘆を禁じ得ない。アッシュひとりでは、ここまでよどみなく説明するのは無理だっただろう。

　そして、レベッカの弁舌をもってすれば、マキャベリも魔導結社〈デミウルゴス〉の危険性をきっと理解してくれるだろうと、アッシュは確信していた。

「……ふむ。そちらの要求は理解した」

　マキャベリは腕組みをしつつ、うなずいた。

　アッシュは期待を胸に、思わず身を乗りだす。

「だが断る」

「えっ!?」

　アッシュは我が耳を疑った。

「断る、といったのだ」

「どうしてです!?　〈デミウルゴス〉は本当に危険な存在なんです。これ以上、連中にミスリルを供給しないためには、商工都市連合の協力が必要不可欠なんですよ？」

　アッシュの力説を聞いてもなお、マキャベリの表情は冷淡だった。

「それがどうしたというのだ？　いっておくが、吾わが輩はいは元首ドージエであると同時に、商人でもある。我がマキャベリ家は先祖代々、商業で財を為なしてきた一族であり、その理念は政治にも活いかされている。商売相手の素性など、大した問題ではない」

　マキャベリは膝を組むと、勝ち誇ったように宣言する。

「重要なのは、金を用意できるか否か──それだけだ」

　そんなマキャベリの表情に、アッシュはぞくりとして、冷たいものを覚えた。一筋縄でいかない相手だろうとは思っていたが、ここまではっきりと拒絶されるとは、予想外もいいところだった。

「それでは……どうすれば、俺おれたちの頼みを聞いてもらえるんです？」

「ふっ。そんな簡単なことも解わからんのか？　いっただろう──吾輩は商人だ、とな。商人を動かすには、どうすればよいか？」

　にやりと冷笑を浮かべるマキャベリ。

「なるほど。あなたを満足させるだけの代価を支払えばいい──というわけですね？」

「ふっ。さすがは〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉、話が早いな。そう、吾輩の依頼を解決に導いてくれたなら、お前たちの要求を聞いてやってもよいぞ」

「是非、聞かせてください」

　即座に応じたものの、アッシュは内心、はらはらしている。マキャベリがどれほど難儀な依頼を突きつけてくるのか、想像もつかないのだ。

「よかろう。実はな、数日後に市内で開催される闇オークションに、『眠れる森の美女』と題された魔導芸術品が出品されるそうだ。そいつを落札してほしいのだ」

「ちょっ!?　闇オークションって……非合法なのでは？」

「建前上はな。とはいえ、ここは魔都レスピーギ──闇オークションなど可愛かわいいものだ。いちいち摘発していたらキリがないし、市内の有力貴族も支援している。問題はない」

　アッシュは啞あ然ぜんとして、マキャベリの顔を見つめた。やはり、この人は政治家である前に商人なのだ……と、痛感する。

「正直なところ、闇オークションとか、魔導芸術品とか……突然すぎて、理解が追いつかないです。そもそも、そんなお宝を落札できるほどの資金力が、俺おれたちにあるのかどうかも解わかりませんよ？」

「おやおや、噂うわさに名高いアヴァロン聖竜皇騎士団とは、その程度の組織だったのか？」

　マキャベリの眼まな差ざしは、多分に挑戦的なものを含んでいた。もしかしたら、無理難題を吹っかけることで、アッシュたちの器を試すつもりなのかもしれない。

　アッシュが悶もん々もんとしていたら、突然、シルヴィアが口を開いた。

「解りました。独立国家たるアヴァロン聖竜皇騎士団が、たかが芸術作品ひとつ落札できないようでは名折れでしょう。その依頼、引き受けます」

「姫様……!?」

「──大丈夫だ、アッシュ。金のことなら心配するな」

　驚くアッシュの耳もとで、シルヴィアはささやいた。決して虚勢を張っているわけではないようだ。今はシルヴィアを信じようと、アッシュは心に決めた。

「ところで、アッシュ。吾わが輩はいの依頼は、実はもうひとつあるのだが」

「……はい？」

　アッシュは目を点にした。闇オークションだけでも大変そうなのに、さらなる依頼が待ち受けていようとは……。

「そんな顔をするな。むしろ、こちらのほうがお前たちには向いているだろう」

「お聞かせ願いたい、マキャベリ殿」

　呆ぼう然ぜんとするアッシュに代わり、レベッカが毅き然ぜんとして告げた。

「お前たちは、遺跡都市カサノヴァを知っているか？」

「聞いたことはあります。超古代の城塞都市が丸ごと残っていて、街全体が遺跡だとか」

　レベッカは難なく答えてみせた。

「うむ、その通り。では、カサノヴァ市の最深部に眠る宝冠については？」

「いえ、そこまでは……」

　さすがのレベッカも、そこまでは知らなかったようだ。

「いわゆる聖遺物の一種だ。国宝級の逸品なのだが、東部のマフィアどもが不当に所有権を主張し、独占していてな。その上、遺跡内部には危険な魔獣もうようよしている」

「東部のマフィアですか……」

　アッシュは眉根を寄せた。単なる宝探しかと思いきや、話はきな臭くなる一方だ。

「東部マフィアの代表格といえるのが、ベアトリーチェ・スカルラッティという女だ。ヴィットーリア、例のモノをお見せしろ」

「はい、お嬢様」

　ヴィットーリアは懐を探ると、一枚の似顔絵をテーブルに置いた。あらかじめ用意していたところを見ると、マキャベリは最初から話の流れを予想していたのだろうか。

　アッシュたちは身を乗りだすと、その似顔絵をまじまじと眺めた。

「……豚女？」

　エーコが不用意に漏らした一言こそ、似顔絵の女を端的に表現していた。

「こらこら！　いくらマフィアだろうと、女の人に対して失礼だろ！」

「ふっ。紳士なのだな、アッシュは」

　マキャベリは皮肉っぽく告げると、アッシュの表情をちらりと窺うかがった。

「スカルラッティ家というのは、先祖代々、ミスリル利権の一部を受け継いできた連中でな。ここからが重要なのだが……案外、ミスリルを過剰に流出させた元凶のひとつやもしれんと、吾わが輩はいは睨にらんでいる」

「ベアトリーチェ・スカルラッティ……どうやら、要注意人物のようですね」

　アッシュは、その名前を胸に刻みこんだ。

「この似顔絵も、いただいて構いませんか？」

「無論だ。なお、遺跡都市カサノヴァに秘められた宝冠もまた、東部と西部の対立要因のひとつになっている。吾輩としては、この宝冠をしかるべき教会に奉納し、東西和睦の象徴としたいと願っているのだがな」

　なんだかんだいって、マキャベリは東西の和睦を目指しているのだろう。

　見た目は怖そうな人物だが、その姿勢には共感を覚えるアッシュだった。

「解わかりました。ふたつの依頼、どちらも果たしてみせますよ」

　アッシュは力強く宣言すると、マキャベリと固い握手を交わしたのだった。





　　　　◇






　──その日の夜。

　エスカヴァロンの甲板では、三体の聖竜マエストロが飛行準備に入っていた。

　各騎の顔ぶれは──レベッカ、ルッカ、マックスである。

　マキャベリとの会談後、エスカヴァロンに戻ったアッシュたちは、すぐさま遺跡都市カサノヴァに派遣するメンバーを誰だれにするか、合議した。

　その結果、この三名に決まったのだ。遺跡都市カサノヴァには、危険な魔獣もうろついているらしいが、聖竜マエストロが三体そろえば大丈夫だろう。ましてや、リーダーを務めるのはレベッカなのである。

「……遺跡都市カサノヴァの最深部に聖遺物が眠っていたなんて、知らなかったわ。世界は、まだまだ広いのね」

　まだ聖遺物に未練を残しているのだろう。ミラベルの表情は複雑である。

　アッシュたちから話を聞いたミラベルは、案の定、自分も探索チームに同行したいと主張したのだが、まだエスカヴァロンのメンテナンス作業が残っていたのだ。

　それに、ここは「魔都」。不測の事態が発生したときは、すぐさまエスカヴァロンを発進させねばならない。そのためにも、ミラベルには艦に残ってもらう必要があった。

「ふたりとも、準備はいいか？」

　クー・フリンの頭上から、レベッカの声が凜りんとして響く。

「問題ありません」

「うん……大丈夫」

　すかさず応じるマックスとルッカ。

　アリアンロッドとガウェインも、全身に魔力をみなぎらせている。その巨きよ軀くを包みこむように、魔力の光輝がきらきらと闇を染めている。

「では──行くぞ！」

　レベッカの声に応じて、クー・フリンが闇夜を斬り裂くように、颯さつ爽そうと飛び立った。

　続けざま、アリアンロッドとガウェインも悠然と飛ひ翔しようする。

　甲板上を烈風が逆巻いて、アッシュは咄とつ嗟さにエーコとリンダを背中で庇かばった。

　逆さまの流れ星のように、三騎はぐんぐんと夜空を駆け上がる。

　見る見るうちに小さくなっていく騎影を見送りながら、しかし、アッシュの気分は晴れない。

「はぁ……」

「アッシュ？　どうして溜ため息いきなんか吐ついてるんだよ？」

　風で乱れた髪を手で直しつつ、レイモンが怪け訝げんそうに訊たずねてくる。

「いや、闇オークションのことを考えるとな……」

　アッシュは夜空を仰ぎつつ、答えた。

「『眠れる森の美女』だったか？　美女ってのは大歓迎だが、なんだか得体の知れない感じがひしひしと伝わってきやがるな……」

　レイモンは難しい顔をしている。

「そうなんだよ。それに、あのマキャベリさんが交換条件として持ちだしてきたくらいだから、とんでもなく高価な気がする……」

　アッシュが頭を抱えていると、リンダがぱたぱたと駆けよってきた。

「でも、兄さん？　アヴァロン聖竜皇騎士団は独立国家なのでしょう？　少しくらいなら蓄えはあるんじゃないですか？」

「まあ、騎士王パラデインオズワルドやオスカー、それにラクエルの支援も受けてるし、経済的にはなんとかなっているけど。ただ、エスカヴァロンの維持費はバカにならないし、決して裕福なわけでもないんだ」

「そうですか……」

「──こら、アッシュ！　弱音を吐くんじゃない！」

　と、背後から痛烈な声が飛んできたので、アッシュは驚いた。振り返ると、シルヴィアが仁王立ちしている。

「姫様？」

「金のことなら心配するな。なんといっても、お前には一国の王女が付いているのだ」

　自信たっぷりに宣言すると、シルヴィアは自分の胸に手を置いた。

　そういえば──マキャベリの無む茶ちやな要求を敢然として吞のんだのは、シルヴィアだったのである。

「もしかして、なにか秘策が……？」

　アッシュが期待をこめて訊たずねようとした矢先、

「お待ちなさい、シルヴィア。まさかとは思うけど、あなた……〈竜王妃の遺産ドラグ＝クイーンズ・ヘリテージ〉を切り崩すつもりではないでしょうね？」

　厳しい口調で割りこんできたのは、ミラベルだった。

「さすがは姉上。その通りです」

　ミラベルの鋭い眼まな差ざしに臆することなく、シルヴィアは堂々と告げた。

「なりません。大切な〈竜王妃の遺産ドラグ＝クイーンズ・ヘリテージ〉を、いかがわしい闇オークションに費やすなんて……言語道断だわ」

「止めないでください、姉上。もう決めたことです」

「いいえ、絶対に許しません」

　真っ向からぶつかり合うミラベルとシルヴィア。

　いつの間にか、目の前では不穏な姉妹喧げん嘩かが始まっていた。

　一見、ただ睨にらみ合あっているだけのように見えるが、両者の間には壮絶な火花が散っているかのようだ。

「あのふたりが喧けん嘩かするなんて、珍しいわね……」

　エーコが目を丸くして、騎士王家の第三王女と第四王女を眺めやる。

「えっと、話がよく見えないんですけど……？」

　アッシュはさりげなく、両者の間に割りこんだ。

「シルヴィアが使おうとしているのは、わたくしたちのお母様──王妃エリザベスの遺産よ。病気で亡くなる直前、お母様は私財を四分割して、四姉妹に継承させたのです」

「なるほど……」

　ミラベルが説明してくれたおかげで、アッシュは大体の状況を把握した。

　確かに、王妃が娘たちのために遺のこした財産を、怪しげな闇オークションで使ってしまうのは、好ましくない気がした。

　それでも、シルヴィアは頑として譲らない。

「実は先日、ヴェロニカ姉様に呼ばれて帰省した際、私が継承した〈竜王妃の遺産ドラグ＝クイーンズ・ヘリテージ〉はすべて現金化し、艦内の金庫に収めておきました。明日にはヴェラに換金する予定です」

「なんですって？」

　ミラベルは啞あ然ぜんとして、息を吞のんだ。

　アッシュも意外な気持ちで、シルヴィアの横顔を見つめる。

「姉上のお気持ちも理解はできますが、魔導結社〈デミウルゴス〉の暗躍を食い止めるべく、元首ドージエマキャベリと友好関係を築くためだと思えば、母上も許してくださいます」















「シルヴィア……」

「私たちを取りまく環境は、この一年間で目まぐるしく変わりました。これから先、急な出費を迫られることもあろうかと、予想したのです。もっとも、こんなに早く出番が来ようとは、思いもよりませんでしたが」

「それでも、わたくしは……納得できないわ」

　ミラベルは素早くきびすを返すと、艦橋に戻った。おろおろと事態を見守るばかりだったユニスも、慌てて主人の背中を追いかける。

「ふう……。まさか、姫様とミラベルさんが喧けん嘩かするなんて、思ってもみなかったよ」

　アッシュは額の汗を拭うと、溜ため息いきをこぼした。

「気にするな、アッシュ。姉上がなんといおうと、私の気持ちは変わらぬ。お前は大船に乗ったつもりで、オークションに臨めばいい」

「ありがとう。なんていうか……姫様、少し変わったよな」

「むっ、どういうことだ？」

　シルヴィアは怪け訝げんそうな顔をして、アッシュを見つめ返す。

「大人っぽくなったというか。王族らしい威厳も、身に付いてきた感じがする」

「そっ、そうか!?」

　シルヴィアは恥ずかしがると、視線をあちこちにさまよわせる。

　ミラベルと対決したときとは一転、そんな風に照れる様子は年齢相応の少女そのもので──そんなシルヴィアの可か憐れんさに、アッシュは目を奪われてしまう。

　お互いに陶然として、見つめ合ったその瞬間──。

「ねぇ、あたしたちの存在……忘れてない？」

　エーコが「ゴゴゴゴゴ……！」と黒いオーラを噴出させる。

「む～、なんだか怪しい雰囲気です。リンダはとっても心配です！」

　リンダも眉をきりりと吊つり上あげて、アッシュとシルヴィアの間に割りこんだ。

「おっ、お前たち!?」

　シルヴィアはおろおろとして、顔を真っ赤にしている。

「うふふ。お可愛かわいらしいですわ、姫様」

　最後に、コゼットが満面の笑みを浮かべて、トドメを刺した。

「どっ、どいつもこいつも……愚か者ぉおおおおおおおおおおっ！」

　もはや恥ずかしさに耐えきれず、シルヴィアは一目散に駆けだすのだった。





"Francesca Machiavelli ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第四話　闇の祭典









「う～ん……」

　早朝、アッシュは悪夢にうなされていた。

　得体の知れぬ巨獣の顎門あぎとに左右から挟まれて、今にも全身を押しつぶされてしまいそう──という、ありがたくもない夢だ。

「はっ……！」

　と、そこで悪夢は途絶え、アッシュは覚醒した。

　うっすらと朝陽に照らされた寝室。

　男子寮アポロ舎ではなく、エスカヴァロンの艦内だった。

「……うおっ!?」

　次の瞬間、アッシュはようやく、自分を取りまく異常事態に気がついた。

　この寝室のベッドはキングサイズなのに、なぜだか窮きゆう屈くつに感じる……と思ったら、左右からエーコとリンダにムギュッと挟まれていたのである。

　本人たちは熟睡しているのだが、それが本能だといわんばかりに、じわじわと圧力を強めているのだから、たまらない。

「俺おれはサンドイッチの具か……？」

　アッシュの右腕には、エーコの淡くふくらんだ胸もとが密着している。

　以前よりも柔らかさを増した感じがして、アッシュはエーコの成長ぶりを実感する。このまま密着されていたら、妙な気を起こしてしまいそうだった。

　一方、アッシュの左腕には、リンダがひしとしがみついているのだが──。

「おわあああっ!?　お、お前、なんて格好で……！」

　リンダのパジャマは裾がめくれ上がり、お腹なかどころか胸もとまであらわになっている。しかもズボンは膝までずり下がっていて、純白の下着シヨーツと太ももが丸見えだった。

　絹地のように滑らかな感触は、実妹の素肌というわけだった。

「こらこら！　寝相が悪いにもほどがある……いや、昔もこんなことがあったっけ。普段は大人しいのに、寝相だけは異様に悪いんだよな」

　田舎で暮らしていた頃の記憶が、おぼろげに甦よみがえる。

　すっかり忘れていたのは、昔は妹のあられもない姿を見たところで、なんの感慨も覚えなかったからだ。風呂だって一緒に入っていた。

　だが、五年も離れて暮らした結果──記憶の中のリンダと、今現在のリンダでは、あまりにも違いすぎる。たとえるならば、芋虫と蝶ちようくらいに違う。

　アッシュにとって、今のリンダは〝妹〟というより後輩の女の子に近い。だからこそ、その素肌を見ただけで、こんなにもドキドキとしてしまうのだろう……。

「はっ、早く直してやらないと……！」

　アッシュは慌てて上体を起こすと、エーコとリンダの間から抜け出した。

「……ん？」

　まずは半脱ぎのズボンを直してやろうとしたとき、アッシュは眉根を寄せた。

　リンダの腹部には、まるで巨大なタトゥーを思わせる紋章が刻まれていたからだ。

「こっ、これって──もしかしてリンダの〈星刻〉!?」

　アッシュはまじまじと、その紋様を凝視した。

　紋様の大きさは、アッシュの左腕に刻まれた〈星刻〉に匹敵するだろう。ただし、アッシュの〈星刻〉とは雰囲気が異なる。

　リンダの〈星刻〉は幾何学的というか、天てん秤びんを思わせる図形だった。

「どうして、リンダの身にこんな〈星刻〉が……？」

　乱れたパジャマを直してやるのも忘れて、アッシュがリンダの腹部をまじまじと見つめていると──。

「その構図は、ちょっといただけないんじゃないかしら？」

「うわああああっ!?」

　喉の奥から心臓が飛び出そうなほど、アッシュは驚きよう愕がくした。















　現れたのは、ナヴィーだった。遣竜工房から一部始終を眺めていたらしい。

「み、見ていたのか……？」

「ええ。こんなに面白い見せ物、チェックしないわけにはいかないでしょ？　アヴァロン聖竜皇騎士団の団長ともあろう人が、実の妹の素肌を見つめるだなんて──」

　ナヴィーはベッドの縁に腰かけると、妖しげに微笑ほほえんだ。

「ちっ、違う！　俺おれはリンダの〈星刻〉が気になっただけで！」

　事実、やましい気持ちなどなかったのだが、ナヴィーが急に現れたものだから、アッシュは妙に慌ててしまう。

「そうだ……ナヴィーはリンダの〈星刻〉を見て、どう思う？」

「ごめんなさい。まだ誕生していない幼生オーフアンの情報をみだりに開示するのは、竜族的には好ましくないとされているの。まあ、この子の生誕を大人しく待つことね」

「なんだか意味ありげだな？」

「ま、安心するといいわ。モルドレッドみたいな敵じゃないのは、確かだから」

「そっか。それなら──」

「味方でないのもまた、確かだけどね」

「えっ!?」

　アッシュが驚いたのは、ナヴィーの言葉というよりも、その行為だった。一瞬の隙をついて、ナヴィーはアッシュの唇を奪っていたのだ。結局、ナヴィーの言葉がなにを暗示していたのか、問いただすことはできなかった。

　ナヴィーの舌先が、アッシュの唇をこじ開けるようにして潜りこんでくる。舌と舌が絡みあい、あまりの甘美さに、アッシュは恍こう惚こつとして我を忘れそうになった。

「はぁ、はぁ……」

　いつしか、アッシュもナヴィーも息を弾ませている。

「ふふっ。南国の空気にあてられたのかしら？　ラブロックに着いてから、アッシュが欲しくてたまらなかったのよ」

「だっ、駄目だナヴィー……」

「お姉さんが、いろいろと教えてあげるわ」

　ナヴィーの右手が、さりげなくアッシュの胸もとを愛あい撫ぶする。左手のほうは、アッシュの手首を握りしめると、自分の乳房に導いていた。あまりに柔らかな感触。

　やがてナヴィーは顔を離すと、ぺろりと舌なめずりをした。

「ふふっ……これで、妹さんへのエッチな興味はなくなったかしら？」

「だから、違うんだってば！」

　頭を抱えて、アッシュは悶もだえるのだった。





　　　　◇






「ふう……」

　ナヴィーが遣竜工房に帰ったあと、アッシュはゆっくりとベッドを抜け出した。

　既にリンダのパジャマは直したし、肩まで毛布をかけてやったので、ようやく人心地がついた気分だった。

「うぅん……おいしそう…………むにゃむにゃ」

「お兄ちゃん……そんな大きいの、無理だよ……」

　アッシュが抜け出したことで、今やエーコとリンダは互いに抱き合うようにして、毛布の中でもぞもぞと動いている。

　一体どんな夢を見ているのか、寝言だけではよく解わからない。

　まるで姉妹のように眠るふたりを微笑ほほえましげに見やると、アッシュは学院の制服に着替えた。左腕の〈星刻〉に包帯を巻くのも忘れない。そして、寝室をあとにした。




　アッシュが甲板に出ると、一方は目の覚めるような大海原、他方には古こ色しよく蒼そう然ぜんとした港町が広がっていた。

　甲板の中央では、シルヴィアがランスロットに餌をやっている。

　普段は神々しさすら感じさせる聖竜マエストロだが、年齢的には食べ盛りの子どもに等しい。霜降りの肉塊を美お味いしそうに囓かじっている。

「姫様、おはよう」

「おはよう、アッシュ。お前にしては早起きだな」

「いや、その……夢見が悪くて、目が覚めちゃってさ」

　顔に熱を覚えつつ、アッシュは苦笑を漏らした。

「闇オークション──いよいよ、今夜だな」

　と、シルヴィアは真顔になると、重々しく告げた。

　マキャベリから依頼を受けてから、今日で三日目。

　シルヴィアのいう通り、今日はオークションの開催日なのだった。

「考えてみれば、妙なことになったもんだよな」

　予定通りなら、今頃はアンサリヴァンに帰っていたはずだ。

　ところが、マキャベリが妙な交換条件を持ちかけてきたせいで、アッシュたちは余計なことに首を突っこもうとしている。下手をすれば、ラブロックの東西問題に介入してしまうことになるかもしれない……。

「いや、もう決まったことだし、思い悩んでいても仕方がない」

　アッシュは顔をあげると、決然として告げた。

「うむ。その意気だ」

　シルヴィアも腹をくくったのか、その表情は清すが々すがしい。

　アッシュは改めて、今夜の行動計画を脳裏で整理した。

　闇オークションの開始時刻は、十九時。

　会場に入るのは、アッシュ、エーコ、シルヴィア、コゼットの四名である。マキャベリが裏で手を回して入手したチケットが、四枚しかなかったためだ。

　会場では仮面の装着が義務付けられているので、アッシュたちの正体がバレる可能性は低そうだ。なんとなく、フォンティーン城で開催された仮面舞踏会を思い出した。

　ミラベル、ユニス、アーニャ、リンダは、艦内で留守番である。そして、ジェシカ＆リアンノン、レイモン＆ブリギット、そしてランスロットには、艦の警護を務めてもらう。

　最後に、忘れてはならないのが──ナヴィーだ。

　遣竜工房から下界を俯ふ瞰かんできるナヴィーは、今や情報担当として欠かせない存在になっている。ナヴィーを通じてチーム間の情報を共有すれば、お互いの情報を常に把握することができるからだ。

　ナヴィーの情報によれば、レベッカとマックスとルッカは、順調に遺跡都市カサノヴァの地下迷宮を攻略している最中だという。

「アッシュ？　どうかしたのか？」

　と、シルヴィアが怪け訝げんそうにアッシュの顔を覗のぞきこんでいる。

「ご、ごめん！　ちょっと考え事をしていて……」

　沈黙。なにやら気まずい雰囲気。

　さりげなくシルヴィアの横顔を見やると、その頰ほおは赤く染まっている。

　──ドキドキドキ……。

　先ほどまでは普通に話すことができていたのに、妙な沈黙を境に、アッシュはシルヴィアを異性として強く意識してしまっていた。

　おそらく、シルヴィアも同じ気持ちなのだろう。

　ほんの少し手を伸ばすだけで、アッシュはシルヴィアの肩に触れることができる。

　きっとシルヴィアは拒まないだろう……。

　ごくり。

　アッシュが生唾を吞のみこんだ、そのときだった。

「──朝食の用意ができましたわ」

　もはや〝お約束〟といわんばかりに、コゼットがひょっこり現れると、アッシュとシルヴィアを驚かすのだった。





　　　　◇






　夕刻。マキャベリが手配した馬車に揺られ、アッシュたち四名は会場に向かっていた。軒を連ねる商店が早々と店みせ仕じ舞まいをする一方で、劇場や酒場が建ち並ぶ大通りは、今や夕闇をピンク色に染め上げて、妖しげなムードを醸かもしだしている。

　闇オークションが開催されるのは、市の中央通りに面した「ボルジア劇場」だという。

　マキャベリからの情報によれば、箱としては小規模だが、その歴史は古く、由緒正しい劇場らしい。

　もっと胡う散さん臭くさい会場を想像していただけに、アッシュは意外に思った。有力貴族が闇オークションを支援しているという話は、やはり真実なのだろう。

「──こちらがボルジア劇場であります」

　と、馬車がぴたりと停止して、御者の老人が恭うやうやしく告げた。




　劇場の周辺部には、既に老若男女が入り乱れ、和気あいあいとした雰囲気が伝わってきた。年齢も性別もバラバラな面々だが、誰だれもが一目で貴族と解わかるほど身なりが良い。どの参加客も、仮面や被かぶり物もので人相を隠していた。

　馬車を降りる直前、アッシュたちも仮面を装着するのを忘れなかった。

　アッシュたちもまた、どこから見ても「お忍びでやって来た貴族の若者三名と、その使用人」にしか見えないだろう。

　タキシード姿のアッシュはそれほど目立たないが、エーコとシルヴィアは華やかに着飾っている。コゼットのアイデアで、貴族的なイメージを前面に押し出したのである。

　エーコはピンクのミニドレスを着用し、まん丸な角を隠すためのヘッドドレスを装着している。アヴァロン聖竜皇家の名にふさわしく、その身に星ほし屑くずを帯びているかのようだ。

　一方、シルヴィアは淡いブルーのドレスを華麗に着こなしていた。さすがは一国の姫君だけあって、その立ち姿は凜りんとして、本物の気品を感じさせる。

「なんと美しい！」

「どこの家のお嬢様であろうか？」

　エーコもシルヴィアも、馬車から降りた途端、自然と周囲の視線を集めていた。両者の美貌を誉ほめ称たたえる声が、あちこちから漏れ聞こえてくる。たとえ顔を隠してはいても、にじみ出るオーラまでは隠しきれないのだった。

　ちなみに、コゼットは今日もメイド姿のままである。

　ふと、アッシュは思いつきで訊たずねてみた。

「コゼットさんもドレスアップすれば良かったんじゃないですか？」

　すると、コゼットは仮面ごしにうっすらと微笑ほほえんだ。

「うふふ。このメイド服は戦闘服でもありますので、そう簡単に脱ぐわけにはいかないのですわ」

「そ、そうなんですか……」

「とはいえ、アッシュ様がどうしても、このわたくしを『脱がせたい』とおっしゃるのでしたら、考えなくもないですが……」

　コゼットは恥ずかしそうに、ポッと頰ほおを染めた。

「ちょっ!?　俺おれは別に、脱がせたがってるわけじゃないですよ？　さりげなく論点をすり替えないでください！」

　うろたえるアッシュを見て、コゼットはコロコロと笑う。相変わらず、アッシュをからかって楽しんでいるだけのようだ。

　ところが、エーコとシルヴィアは早速、眉を吊つり上あげている。

「あんた、まさかコゼットにまで色目を……？」

「おい、アッシュ。ちょっと、そこの路地裏で話をするか？」

　じりじりと詰め寄ってくるエーコとシルヴィア。

　仮面を装着しているせいで、その迫力はいつもの二倍増しだった。

「待て待て！　あまり時間がないんだ！　まずは受付をすませるぞ！」

　アッシュは懐中時計を確認すると、両者の強烈な視線から逃げるように、劇場の入口を目指すのだった。





　　　　◇






　受付では特に怪しまれることもなく、すんなりと入場を許された。マキャベリが手配したチケットのおかげである。

　アッシュたちはホールに足を運ぶと、適当な空席に並んで腰かけた。

　ホールは薄暗く、光源といえば、壁際に設置された燭しよく台だいの炎だけである。闇の祭典らしい演出といえた。

　現時点で、座席は四割ほどが埋まっている。

　どの客も仮面や被かぶり物もので顔を隠しているので、なんとも異様な光景に映った。怪しげな宗教団体の黒ミサを思わせる。仮面舞踏会のような華やかさは、微み塵じんも感じられなかった。

「──本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます」

　やがて、舞台に司会進行役と思おぼしき男が現れると同時に、会場はしんと静まり返った。

　意外にも、独特の癖があるラブロック語ではなく、見事なシェブロン語だった。騎士国の公用語でもあるので、意思疎通に問題はなさそうだ。

　その男は、山や羊ぎの頭部を模した被り物で、頭部をすっぽりと覆おおい隠している。左右に生えた二本の角が、悪魔的な雰囲気を感じさせた。

　その身にまとっているのは、白と黒のブロックチェックという奇抜な背広に、赤い蝶ちようネクタイ。なんとも人を食った姿である。

「わたくしは〝ディアブロ〟と申します。皆様に、悪魔の導きがあらんことを──くっくっく」

　ディアブロと名のった司会が不気味に笑った途端、

「ひっ！」

「なっ、なんなのだ、あいつは……！」

　先ほどまでの怒りも忘れて、エーコとシルヴィアが左右からしがみついてくる。

　冷静に観察すれば、ただの演出だと判わかりそうなものだが、エーコもシルヴィアも、場の雰囲気にすっかり吞のまれていた。

　──今日は朝から挟まれてばっかりだな……。

　などと考えて、アッシュは苦笑を漏らす。

「まずは、最初の出品物をご紹介しましょう」

　ディアブロの声に応じ、ゴゴゴゴゴ……と、機械仕掛けを思わせる異音が響く。

　アッシュが怪け訝げんに思ったのも束つかの間ま、舞台の床面に空いた穴から、巨大な物体が迫せり上あがってきた。

　真っ先に目に付いたのは、壮麗な台座だった。おそらく大理石だろう。その上に設置された「なにか」は、まだベールで覆おおわれている。

　と、ディアブロが芝居がかった仕草で、ベールを颯さつ爽そうと剝はぎ取とった。

　──おおっ……！

　途端、参加者たちがどよめいた。

「こちらは聖誕暦六五七年、伝説の芸術家レオナルド・ミカエリスが十三人目の愛人に送ったという、いわくつきのミスリル像──『片翼の使徒』です」

　その名の通り、翼の片方をもがれた天使像だった。妖しくも神秘的な光沢は、ミスリルの特徴なのだろう。素人のアッシュでさえ息を吞んだほど、その彫金は凝っている。一千年の時間を数えてもなお、芸術家の鬼気が迫ってくるかのようだ。

「まさか、ミカエリスの〝裏作品〟をこんな場所で目にすることになるとは……」

「知っているのか、姫様？」

「うむ。その昔、カサンドラ姉様がミカエリスの作品を集めていたから、よく覚えている……特に、世間一般に知られている〝表〟のシリーズよりも、愛人向けに制作した〝裏〟のシリーズのほうが希少価値は高いそうだ。もっとも、ミカエリスは誰だれかさんのように女ったらしで有名だから、私はあまり好きにはなれんのだがな」

　そういって、シルヴィアはじろりとアッシュを横目で睨にらんだ。

「いやいや、俺おれは女ったらしじゃないぞ!?」

「さあ、どうだかな」

　シルヴィアは拗すねたように、ぷいっと横を向いてしまう。

　アッシュがうろたえている間にも、周囲からは「十万！」「十一万！」「十五万！」……と、入札の声があがり始めた。





　　　　◇






　熱に浮かされているように入札額を叫ぶ客たちとは対照的に、ディアブロは冷徹にオークションを進めていく。時折、悪魔めいたシニカルな笑い声を漏らしつつ。

　新たな出品物が披露されるたび、シルヴィアは目をみはった。「むぅ、あれは国宝級の貴重品だぞ！」、「あの宝石ひとつで城が建つのではないか？」といって、悩ましげな溜ため息いきを漏らすのだ。

　さすがは一国の王女だけあって、シルヴィアは確かな審しん美び眼がんを持っているようだ。シルヴィアが強く反応した出品物ほど高値で取引されているので、アッシュは感心した。

「それでは、次にまいりましょうか。これなるは、超古代の竜族が制作したという、幻の宝飾品──発掘された地域の名にちなんで、『ファウベルの指ゆび環わ』と呼ばれています」

　ディアブロが紹介したのは、純金製の台座に、クリスタルカットの竜綺華晶を載せた指環だった。闇夜に突如として現れた星のごとく、きらきらと輝いている。

「ねぇ、アッシュ？　あの指環……すごく綺き麗れいだと思わない？」

　と、オークション開始以来、ずっと退屈そうにしていたエーコが、初めて反応した。アッシュの腕をしきりに引っぱっている。

「きっと、あたしの御ご先せん祖ぞ様の作品なんだわ」

　竜族の作品だけあって、なにかしら共感を覚えたのだろうか。

　エーコはうっとりとして、『ファウベルの指環』に見とれている。そして、ちらちらと上目遣いでアッシュを見やるのだ。

　かれこれ一年、エーコとはずっと一緒に暮らしてきた間柄である。その意図はすぐに察しがついた。

　困ったことに、エーコは所有欲が湧いてしまったようだ。

　アッシュは苦笑すると、エーコの頭にポンと手を置いた。

「ごめんな、エーコ。俺おれたちの目的は、あくまでも『眠れる森の美女』だからさ」

「ううっ、解わかってるわよ……」

　結局、エーコが固唾かたずを吞のんで見守る前で、その指環は百万ヴェラという破格の値で落札されたのだった。





　　　　◇






　それから一時間ほどがすぎ──ディアブロが意気揚々として、声を張りあげた。

「それでは、皆様。本日、最後の出品物をご紹介いたしましょう」

　アッシュは緊張のあまり、ごくりと唾を吞のんだ。

　今のところ『眠れる森の美女』は登場していない。つまり、『眠れる森の美女』はこのオークションのトリを飾るべく、最後まで温存されていたということだ。

　そして──舞台中央の切り抜きから、いよいよ最後の出品物が姿を現す。

　まだ白いベールに覆おおわれているので、その全貌は判わからない。

「くっくっく……こちらは『眠れる森の美女』と題された、魔導人形です」

　作品名を宣言すると同時に、ディアブロはベールをばさりと取り払った。

　白布の下から現れたのは、アンティークの椅子に腰かけた女だった。

　その黒髪は濡ぬれているかのように、艶つや々つやとしている。

　白磁のような肌を包むのは、下着も同然の、肌が透けて見えるドレス。

　豊満な乳房は、今にも布地から零こぼれ落おちてしまいそう。腰はキュッとくびれている。すらりと伸びた脚線に至いたっては、まるで狩猟の女神を思わせる美しさだった。

　アッシュが思わず呼吸を忘れてしまったほど、芸術的なプロポーションといえた。

　ただし、その顔は鉄仮面に覆われていて、どれほどの美女なのかは謎だ。

　意外にも、参加客の反応は薄いものだった。

「あんなの、噂うわさに聞いたこともない。一体、誰だれの作品だ？」

「『眠れる森の美女』という割に、お顔が見えないのは詐欺ではありませんの？」

　周囲では、紳士淑女が不審や疑問の声をあげている。

　そうした声に応えるように、ディアブロが悠然と口を開いた。

「皆様の疑念も、もっともでありましょう。こちらの芸術作品の製造年は、聖誕暦一三六六年。つまり、今年です」

　ますます会場がざわめいた。これまでに出品されたどのアイテムも、悠久の歴史を背負った逸品ばかりだった。ならばこそ、集まった客たちは法を犯してでも、躍起になって落札しようとしたのだ。

　だが、『眠れる森の美女』の製造年は今年だという。アンティークとは対極だ。

「くっくっ……無論、ただの人形ではございませんよ？　生身の女性──しかも、さる高貴な家柄の姫君を、魔薬〈ガラテア〉によって人形化した逸品なのですから。いわば生き人形──人間と人形の中間的な存在というわけです」

「〈ガラテア〉だって!?」

　アッシュの声は、周囲のどよめきにかき消された。

「もしかして、またキーラが関わっているのか……？」

　シルヴィアも眉根を寄せて、舞台上の生き人形を凝視している。

「なお、美女の顔を見ることができるのは、落札者だけです。皆様におかれましては、すべてを納得していただいた上で、落札をお願いします」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいともいえる口調で告げると、ディアブロは優雅に一礼してみせた。

「バカバカしい。最後の最後で、こんな茶番が待っていようとは」

「魔都の闇オークションも、地に落ちたようだな」

　アッシュの前席に座っていた紳士たちが、捨すて台詞ぜりふとともに退場する。

　会場のあちこちで、次々と退席する客の姿が目立った。

　四割程度は減っただろうか。アッシュたちにとっては、ライバルが退場するのは好都合なので、むしろ感謝したいくらいだったが──。

　次の瞬間、ディアブロが冷徹に宣告を下した。

「それでは、初期価格は三百万ヴェラからです」

　アッシュは自分の耳を疑った。

「三百万からって……本気か!?」

　ライバルが減ったことへの安堵など、一瞬にして吹き飛んだ。

　しかも、その異様な価格が提示された途端、周囲の空気ががらりと変わったのだ。

「魔薬〈ガラテア〉……確か、エクブラッド製の秘薬でしたかな？」

「どうやら、よほど〝曰いわく付つき〟の一品らしいですわね」

　さすがは貴族だけあって、庶民とは思考回路が異なるようだ。興味津々の様子である。

　と、シルヴィアがアッシュの肩を強く叩たたいた。バシッと痛烈な音が鳴る。

「姫様っ？」

　アッシュは驚いて、シルヴィアの顔を見やった。

「そんなに不安そうな顔をするな。私たちには〈竜王妃の遺産ドラグ＝クイーンズ・ヘリテージ〉があるのだぞ」

　シルヴィアはアッシュを安心させるように、力強く断言してくれた。

　そんなシルヴィアの気遣いに、アッシュは感謝した。もう不安は覚えない。

「──よし、必ず落札してみせるぞ……！」

　アッシュが前向きな気持ちを抱いたときにはもう、「三百十万！」「三百二十万！」「三百三十万！」……と、十万単位での入札合戦が始まっていた。





"La Belle au bois dormant I～A.S.B.1366.05～" is closed.








第五話　入札合戦の行方









　騎士団の活動資金と、シルヴィアが王妃から相続した〈竜王妃の遺産ドラグ＝クイーンズ・ヘリテージ〉──それらを合わせて、ラブロックの共通通貨「ヴェラ」に両替した結果、アッシュたちの資金は八百万ヴェラに達した。

　実に、そのうちの六百万ヴェラが、シルヴィアの負担分だ。エリザベス王妃が娘を想おもう気持ちと、シルヴィアの決断には、ただただ頭の下がる思いだった。

　ちなみに、騎士団の活動資金とは、主に騎士王パラデインオズワルドとオスケイアⅠ世、そしてラクエルⅣ世からの支援金である。

　入札が始まってからわずか十分後──商品価格は、四百二十万ヴェラに達していた。

　今のところ、アッシュは一度も入札していない。黙っていても、どんどん誰だれかが入札していくからだ。もっとも、そろそろ声をあげるべきかと思っていたら、

「慌てる必要はありませんわ、アッシュ様」

　後席から、コゼットが声をかけてきた。

「ある程度の金額を超えたあたりから、入札の声が少なくなっていくはずです。アッシュ様が動かれるのは、それからで大丈夫かと」

「は、はい……解わかりました」

　いまだに会場の雰囲気に慣れないアッシュとは対照的に、コゼットは泰然としている。どこで学んだのか、オークションの仕組みにも詳しいようだ。

　事実、それからしばらくして、ついに四百八十万ヴェラを超えたあたりから、入札の声は少しずつ減っていった。

「おおっと、出ました！　五百万ヴェラ！」

　と、ディアブロが高らかに宣言した直後、会場を沈黙が支配する。

　その途端、コゼットがさりげなくアッシュに耳打ちをした。

「アッシュ様、ひとつ手を打ちましょう。五百五十万ですわ！」

「えっ!?　そんなに吊つり上あげても構わないんですか!?」

　アッシュたちの全財産は八百万ヴェラ。いくらなんでも、ここでそんなに吊り上げてしまうのは、強気すぎる気がしたが、コゼットの表情に迷いはなかった。

「心理戦の一環ですわ。こちらの本気を示すのです」

　アッシュは納得すると、声を張りあげる。

「五百五十万！」

　その途端、場内がどよめいた。ここに来てプラス五十万というのは、破格なのだろう。

「おおっと！　なんと、ここで一気に跳ね上がりましたよ！」

　嬉き々きとして、道化のようにおどけるディアブロ。

　対照的に、観客たちは完全に沈黙してしまう。

　どうやらコゼットの言葉は正しかったようだ。ここで一気に五十万ヴェラを上乗せしたことで、観客の多くがアッシュの「本気」を感じとったのだろう。

　そもそも『眠れる森の美女』は、他のアンティーク商品とは違って、その出自は「怪しい」の一言に尽きる。落札者の大半は、興味本位で入札していたはずだ。

　アッシュの一声は、そうした連中をあっさりと排除した。

　まさしく心理戦というわけだった。

　その直後、アッシュたちのはるか後方から、

「六百万！」

　闇オークションの会場には不釣り合いな、可か憐れんな声が上がった。初めて耳にする声音だった。座席が離れているため、入札者の位置までは把握できない。その声から察するに、若い女──おそらくは少女のように思われた。

「おおっと、新手のご登場ですよ～！　くくくっ、愉しくなってまいりましたねぇ」

　山や羊ぎを模した被かぶり物ものの奧おくで、ディアブロが哄こう笑しようを漏らす。

「まだライバルがいたのか……。しかも、プラス五十万──」

　アッシュがつぶやくと、コゼットが再び耳打ちをした。

「迷うことはありませんわ、アッシュ様。まだ予算の枠内ですし、ここはひとつ、相手の本気度を確かめるためにも──もう一度、プラス五十万ですわ！」

「……あの、コゼットさん。ひょっとして、楽しんでませんか？」

「嫌ですわ、アッシュ様ったら。うふふふふ……」

　コゼットは恥ずかしそうに頰ほおを染めると、アッシュの肩をぺしっと叩たたいた。

　どうやら、コゼットはこの手のイベントが大好きなのだろう。

　もっとも、今はコゼットの助言だけが頼りだった。アッシュもエーコもシルヴィアも、オークションの経験など皆無なのだから。

「六百五十万！」

　アッシュは決然として、声を張りあげる。

「おおっと、またしてもプラス五十万！　これはまた、随分と思い切った決断で──」

「八百万！」

　と、ディアブロの声を遮って、少女の叫びが響いた。

「うぉおおおおおっ！　なんと、ここに来て八百万ヴェラに達しましたよ！」

　ディアブロが大おお袈げ裟さな身ぶりを交えつつ、喜悦の声をあげる。

「まさか！　一気に百五十万も吊つり上あげてくるなんて……」

　予想外の展開に、アッシュは歯は嚙がみした。

　八百万ヴェラ──それは、アッシュたちの全財産に相当する金額である。

「くっ。どんなにあがいても、これ以上の入札は無理だ……」

　アッシュは頭を抱えた。これでは、元首ドージエマキャベリの協力は得られない。遠路はるばるラブロックの地にやって来た意味も、失われてしまう。

「……………………」

　エーコもシルヴィアも、そしてコゼットさえもが、無念そうに沈黙している。

「どうすれば……どうすればいいんだ!?」

　アッシュは考える。だが、考えたところで金は出てこない。過去、アッシュはどんな困難に直面しても、大切な仲間たちと協力し、命からがら切り抜けてきた。

　しかし、今回ばかりは……なにも方法が思いつかない……。

　──そのときだった。

　会場の扉がサッと開いたかと思うと、壁際で場内を照らしていた蠟ろう燭そくの炎が、いっせいに揺らめいたのだ。空気の流れが変わったことで、誰だれもがいっせいに背後を振り返る。

　戸口に現れた人影は、厳おごそかに告げた。

「──一千万」

　決して大声を張りあげたわけではないのに、場内の隅々までよく通る声だった。

　その人物は、座席と座席の間の通路を、ゆっくりと歩いてきた。背後には、メイド服姿の少女を引き連れている。そのメイドは、重たげな金属製ケースを提げていた。

「あれは……あの人は、まさか……!?」

　アッシュは会場の出入口を振り返ったまま、ぽかんと呆ほうけた。

「なんとなんと！　途中参加のお嬢さんにより、一千万の値がつきましたよ！　これまた意外な展開がきましたねぇ！　くっくっく！」

　途中参加を咎とがめるどころか、ディアブロは歓迎の意思を示した。

　かつん、かつん……高らかに響く足音とともに、彼女はアッシュたちのほうに歩み寄ると、シルヴィアの隣に目を付けた。ちょうど空席になっている。

「こちらの席は、空いているのかしら？」

　目もとだけを隠すタイプの仮面ごし、鋭い視線がシルヴィアの顔を射貫いた。

「あ、あっ、あなたは……！」

　あんぐりと口を開いて、シルヴィアは固まった。

　たとえ仮面を装着していようと、見間違えるはずがない。

　優美に流れる銀髪、淑しとやかな声、清涼感のある香り、見覚えのある服装──どう見てもミラベルだ。となれば、荷物持ちのメイドはユニスだろう。

「姉上？　どっ、どうしてここに……？」

「どうしてもなにも──あなたがただけでは心配だったので、参加することにしたのよ」

　ミラベルはぷいっと視線を逸そらしつつ、素っ気なく答えた。

「ですが、チケットは？　元首ドージエが手配できたのは、四枚だけだと聞いています」

　アッシュが不思議に思って訊たずねると、

「元首ドージエマキャベリに事情を説明したら、なんとか手を回してくれたわ。わたくしが参加することで任務の成功率が上がるのならば、元首ドージエにとっても望むところでしょうし」

「このタイミングで、さらにチケット二枚を手配するなんて……さすがは元首ドージエですね」

　アッシュは感心したが、まだまだ疑問は尽きない。

「ですが、ミラベルさん……入札額が一千万って、大丈夫なんですか？」

「なにをいっているの、アッシュ？　わたくしもまた、〈竜王妃の遺産ドラグ＝クイーンズ・ヘリテージ〉を受け継いでいるのよ？　シルヴィアがお母様の遺産を切り崩すと聞いたときは、正直、激しい抵抗を覚えたけれど……」

　ミラベルは気まずそうにシルヴィアを見やった。

「この数日間、いろいろと考えた結果、わたくしは〝闇オークション〟という、いかがわしいイベントの形態に囚とらわれすぎていたのではないかと気づきました」

「姉上……」

「魔導結社〈デミウルゴス〉の暗躍を阻止するという目的のためならば、きっとお母様も許してくださる──シルヴィアの言葉は案外、本当ではないかと思いました。むしろ、正義感の強いお母様なら喜んでくださるかも……とさえ、思えるようになったのです」















「感謝します、姉上」

　シルヴィアはうっすらと涙を浮かべつつ、笑顔で感謝の気持ちを伝えた。

「じゃあ、ミラベルさんの援助が六百万として、これで俺おれたちの総予算は一千四百万ヴェラ──これなら行けるかも！」

　アッシュが希望に胸を膨ふくらませていると、ミラベルは首を横に振った。

「違うわ、アッシュ。わたくしがお母様から託されたのは、一千二百万ヴェラよ」

「姫様の二倍!?」

「どういうことですか、姉上!?　〈竜王妃の遺産ドラグ＝クイーンズ・ヘリテージ〉は、我々四姉妹に対して、均等に分けられたはずでは？」

　シルヴィアが怪け訝げんそうに眉をひそめたのも、当然だろう。

「実はお母様の遺言により、カサンドラ姉様の相続分は、このわたくしが預かっているのです」

「カサンドラ王女の……？」

　ここに来て意外な名前が浮上したことで、アッシュは小首をかしげた。

「そういえば、昔から母上とカサンドラ姉様は仲が悪かったような……もしや、そのことと関係があるのですか？」

　シルヴィアは腕組みをすると、過去を懐かしむような表情を浮かべた。

「ええ。お母様と折り合いが悪かったカサンドラ姉様は、かつて〈竜王妃の遺産ドラグ＝クイーンズ・ヘリテージ〉の相続を拒否したのよ。とはいえ、お母様がカサンドラ姉様に厳しく接していたのは、いってしまえば愛情の裏返しだったのです」

　ミラベルは遠い目をした。

「そこで仕方なく、お母様はカサンドラ姉様の相続分を管理するよう、わたくしに依頼したの。将来、カサンドラ姉様がお母様の真心に気づいたそのときにこそ、わたくしはすべてをカサンドラ姉様に打ち明けるつもりだったのだけど……」

　ミラベルは重たげな溜ため息いきを漏らすと、口を閉ざした。

「当のカサンドラ姉様は、母上の気も知らず、自由気ままに振る舞った挙げ句、今では行方不明。もはや〈竜王妃の遺産ドラグ＝クイーンズ・ヘリテージ〉を相続する資格などは、ないようにも思えます……」

　シルヴィアも嘆息すると、黙りこんでしまう。

「あの……ミラベルさん？　事情は解わかりましたけど、それでもカサンドラ王女の分を勝手に使っても構わないのですか？　エリザベス王妃は、あくまでもカサンドラ王女のために遺のこしたのでしょう？　いくらカサンドラ王女の行動が好ましくないとはいえ……」

　アッシュが訊たずねると、ミラベルは毅き然ぜんとして顔をあげた。

「もちろん、カサンドラ姉様の相続分は借りるだけよ。ここで全額を使い果たしてしまったとしても、わたくしが責任をもって返済します。アッシュが気に病むことはないわ」

　ミラベルの真摯な眼まな差ざしに、アッシュは心を打たれた。

「だったら、その返済には俺おれも協力します」

「そ、そう……？」

　アッシュと真っ正面から目が合った途端、ミラベルはポッと頰ほおを染めた。どういうわけか、恥ずかしそうにうつむいてしまう。

「ミラベルさん？　どうかしました？」

　アッシュは不思議に思い、ミラベルの顔を覗のぞきこもうとした。

「なっ、なんでもないわ！」

　ミラベルは慌てて返事をすると、「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「というわけで、騎士団の活動資金二百万に、わたくしとシルヴィア、カサンドラ姉様の六百万ずつ──これで総資金は、二千万ヴェラに達したわね」

　ミラベルが素早く計算したそのとき、

「一千十万！」

　好敵手の声が会場に響きわたる。

　まだまだ相手も余力を残しているようだ。

「さあ、アッシュ。わたくしたちも攻めましょう」

「はい、ミラベルさん！」




　その後はしばらく、十万単位での小競り合いが続いた。

　道化役を演じていたディアブロも沈黙を保ち、この一騎打ちを見守るばかり。

　そして──相手が「一千三百五十万！」と叫んだ直後、コゼットが作戦参謀よろしく、アッシュの耳もとに唇を寄せてきた。

「アッシュ様。そろそろ、相手の気持ちをぽっきりとへし折ってやりましょう。一千五百万の大台に乗せてくださいませ！」

　恐ろしい言葉を笑顔で吐くコゼット。

　アッシュは戦々恐々しながらも、その助言を受けいれた。

「一千五百万！」

　──うぉおおおおおっ！

　まだ会場に残っていた客たちが、いっせいに歓声をあげる。

「ぐぬっ──一千五百五十万！」

　と、初めて相手の声に動揺の色が浮かんだ。

「利いています。利いていますわ、アッシュ様！」

　コゼットが嬉き々きとして、アッシュの耳もとでささやく。

「行けるわよ、アッシュ！」

「あと少しだ！　もはや攻撃あるのみ！」

　エーコとシルヴィアも拳をグッと握りしめ、会心の笑みを浮かべている。

「ちょっと、ふたりとも……年頃の乙女が、はしたないわよ？」

　ミラベルはお澄まししているが、その唇にはほのかな微笑が刻まれていた。

「一千六百五十万！」

　アッシュは自信をもって、プラス百万を上乗せする。

「……一千っ……七百万……！」

　やはり相手は歯切れが悪い。

「一千八百万！」

　すかさず反撃するアッシュ。

「一千……八百、五十──」

「一千九百万！」

　もはや相手に最後までいわすことなく、アッシュは叫ぶ。

「いっ、一千九百……二十五万…………」

　ここに来て相手が提示したのは、妙に半端な金額だった。

　資金が底をつく寸前なのだろうか？　だとすれば──。

　もはや迷うことなく、アッシュは勇躍して叫ぶ。

「二千万！」

　──うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　その瞬間、爆発したかのような大歓声が湧き起こった。まるで、闘牛にでも立ち会っているかのように。

「来ました、二千万！　さぁ、入札はございませんか!?」

　そんな観客たちを静めるように、ディアブロが久しぶりに口を開いた。

　刻一刻と、沈黙とともに時間は流れ──そして、ディアブロが嬉き々きとして宣告を下す。

「おめでとうございます！　こちらの商品は、二千万ヴェラにて落札されました！」





"La Belle au bois dormant II～A.S.B.1366.05～" is closed.








第六話　ラブロックの真実









　遺跡都市カサノヴァは、〝竜の尾〟の東部に位置する、城塞型の街である。

　古代に建設された城塞都市が、丸ごと遺跡として残っているため、その歴史的価値は極きわめて高い。エスパーダ聖庁から〈星史遺産レガド・デ・イストリア〉として認定されているほどだ。

　居住は認められておらず、歴史学や考古学の専門家が定期的に訪れては、発掘や解析を続けているという。

　市内には、神殿、劇場、闘技場……などなど、古代人の都市生活をまざまざと伝えてくる建築物が点在していた。

　三日前の早朝、この都市を上空から眺めやったレベッカは、曙しよ光こうにうっすらと照らされた都市の全貌を認めて、

　──ミラベルさんが一緒なら、きっと瞳を輝かせていただろうな。

　思わず苦笑を漏らしたものだ。

　と同時に、アッシュと別行動になったことを少し残念に思ったが、すぐさま「いかんいかん、わたしとしたことが……」と、自戒した。

　その後、レベッカはマックスとルッカを引き連れて、カサノヴァ市に潜入を果たした。

　不法侵入ではあるが、夜を徹して移動したおかげで、市内に人の気配は皆無。

　ドラゴンの機動力のおかげで、潜入は赤あか児ごの手をひねるように簡単だった。

　マキャベリの口ぶりから、最悪、ベアトリーチェ・スカルラッティなる女じよ傑けつが率いる東部マフィアとの交戦も想定していたのだが、そうした剣けん吞のんな気配は感じられなかった。

　その事実が、少しだけレベッカの心に引っ掛かった。

　その後、マキャベリが手配した地図を頼りに、レベッカたちは地下迷宮に至いたる扉を発見し、ダンジョン攻略を開始した。

　ごつごつとした岩肌に囲まれた通路は広く、クー・フリンの巨体ですら、難なく通行できるほどだった。

　途中、何度か魔獣にも遭遇したが、大して危険な相手ではなく、竜族の眼力や咆ほう哮こうだけで、追い払える小物ばかりだった。




　それから三日後──。

　レベッカは、前方に広場のような空洞を目に止めると、懐中時計を確認した。

「地上は夜の七時か……」

　レベッカたちは、今も地下迷宮に潜っていた。こまめに日時を確認しておかないと、昼夜の区別がつかなくなりそうだ。

　レベッカは懐中時計を仕し舞まうと、クー・フリンの頭上から飛び降りた。華麗に着地を決めると、背後を振り返る。

「マックスもルッカも、そろそろ疲れただろう。今日はここで一夜を明かそう」

　レベッカの提案に応じて、マックスとルッカも相パ棒ルの背から降りた。

　ルッカが竜媒魔法オラクルを使って火を熾おこし、三人で取り囲む。

　ひんやりとした空気が、次第にぽかぽかと温まってくる。

「これから……食事の準備、する」

「すまないな、ルッカ」

「ううん。得意だから、大丈夫」

　ガウェインの積み荷を解くルッカをねぎらうと、レベッカはマックスに視線を向けた。

「そろそろ、アッシュたちがオークション会場に入った頃合いだな。うまく『眠れる森の美女』を落札できればよいのだが」

「あいつなら大丈夫だと、僕は信じていますよ。長い付き合いですしね。もっとも、一年前の僕には、今のような未来なんて想像もつきませんでしたが……」

　普段はクールなマックスにしては珍しく、その唇に微笑が浮かぶ。

「わたしには、君がアシュリーに転ぶという未来も想定外だったがな」

「レ、レベッカさん！」

　マックスは真っ赤になってうろたえたが、すぐさま真顔になった。

「ところで、レベッカさん？　僕には、ちょっと気になることがあるのですが……」

「なんだ？」

「遺跡の最深部に眠っているという、宝冠についてです。不思議なのは、貧苦に喘あえいでいる東部都市群が、その宝冠を躍起になって護まもっていることです。いっそのこと、宝冠を大人しく提供する見返りとして、元首ドージエマキャベリから経済援助を引き出すくらいのことはできると思うのですが……。いくら歴史的に価値のある宝冠といっても、飢えるよりは手放したほうがマシだと思うんです」

「うむ、わたしも同意見だ。もっとも、外国人には外国人の論理や倫理、宗教観があるからな。我々の想像もつかないような、なにか特別な理由があるのかも──」

「……レベッカ。魔獣の気配、する」

　と、俎まな板いたの上で野菜を切っていたルッカが、ぴたりと手を止めた。目を閉じると、左右の耳をぴくぴくと動かしながら、神経を集中させる。魔獣の気配を探っているのだろう。

「位置は判わかるか？」

「……右方向から、一匹。小型で、四足歩行タイプ。もしかしたら……晩ご飯のオカズになりそう」

「そうと聞けば、取り逃がすわけにはいかないな。行くぞ、マックス」

「ほっ、ほんとに狩るんですか!?」

　女性陣ほど肝の据わっていないマックスは、明らかに及び腰になっていた。




　　　　　　◇




　──ボルジア劇場の裏手。

　無事、オークションの運営局と取引を終えたアッシュたちは、馬車に「荷物」を積みこむ作業にかかっていた。

　この馬車は元首ドージエマキャベリが手配したもので、官邸に所属している。

　ただし一般の公用車とは違い、民間の馬車に偽装されていた。官邸のマークを付けた馬車が、闇オークションの現場に留とどまるわけにはいかないからだ。

　御者の老人にしても、今は私服に着替えているが、実は官邸勤務の職員である。アッシュたちを会場に送り届けたあとも、ずっと劇場付近で待機していてくれたのだった。

　荷物とは、もちろん『眠れる森の美女』だ。

　現在、この生き人形は硝子ガラス細工の棺かん桶おけに納められている。取引の際、ディアブロが妙に気を利かせ、

　──運搬用の備品ですよ。やはり、彼女には硝子の柩ひつぎがよく似合う……。

　と、気取った口調で申し出たのだった。

　もっとも、重量はあるし、硝子なので割れたら大変だし……と、逆に気を遣うことが増えたので、ありがた迷惑でもあった。

「あの……ディアブロさん？　ひとつ、お訊たずねしたいんですが。一体、この女性の名前や身分は……？」

　積みこみ作業に付き添うディアブロを振り返ると、アッシュは訊ねた。

「申し訳ありませんが、お答えしかねますな」

　飄ひよう々ひようとして、人を食った態度を続けていたディアブロだったが、このときだけは有無をいわさぬ口調だった。

「そうですか……」

「無論、仮面を外して素顔を見ること自体は、あなたがたの自由です。ただし、その貴婦人の素顔を覗のぞいたが最後、あなたがたの日常は崩れ去ることでしょうね。くっくっく……それでは、ご機嫌よう」

　不気味な言葉とともに、ディアブロは立ち去った。

「とりあえず、官邸に着くまでの間に、素顔だけでも確認してみるか……」

　勝手に美女の素顔を覗くことは、元首ドージエマキャベリの意に沿わぬことかもしれない。

　それでも、魔薬〈ガラテア〉を飲まされた女性が誰だれなのか、どうしても気になった。ディアブロの口ぶりでは、かなり高貴な身分だそうだが──。

　馬車に積みこまれた『眠れる森の美女』を、アッシュは改めて見つめた。柩ひつぎが透明なので、蓋ふたをぴたりと閉めていても、その全身を眺めることができる。

　見れば見るほど、その肉体は艶あでやかだった。

　仰あお向むけに横たわっていても、その乳房は盛り上がっている。

　魔薬で眠らされていても煽せん情じよう的で、アッシュを全身で誘惑しているかのようだ。

「ちょっと、なにを見とれているのよ？」

　と、エーコが不機嫌そうに声をかけてきたので、アッシュは慌てた。

「べっ、別に見とれてないって！」

「さぁ、どうだかな」

　なぜだか、シルヴィアもじろりとアッシュを睨にらんでくる。

「まあまあ。積み込み作業も無事に終わりましたし、早く官邸に戻りましょう」

　と、コゼットがやんわりとした口調で、エーコとシルヴィアをうながした。

「コゼットのいう通りよ、アッシュ。言葉は悪いけれど、彼女は〝二千万ヴェラもの大金で落札された希少品〟なのだから。帰り道には気をつけたほうがいいわね」

　ミラベルの言葉に、アッシュは神妙にうなずいた。

　周囲を警戒しつつ、客車に乗りこむ。棺かん桶おけが場所を取っているため、車内はぎゅうぎゅう詰めに等しい。窓際に腰かけたアッシュの隣には、ミラベルが着席したのだが──肩と肩が密着しているせいで、どうにも落ち着かない。

「……………………」

　ミラベルも口には出さないが、頰ほおをほんのりと染めているところを見ると、やはりアッシュを意識しているのだろう。

　そんなアッシュの浮わついた気分を打ち払うように、シルヴィアが凜りんとした声で叫んだ。

「馬車を出してください！　なにぶん割れ物を積んでいますので、あまり揺れないよう、注意してもらえると助かります」

「了解いたしました。それでは、官邸に戻りましょう」

　御者の老人は紳士的に応じると、ゆっくりと馬車を発進させた。





　　　　◇






　すっかり静まり返った路地を、馬車はゆっくりと進む。

　と、御者台から老人が声をかけてきた。

「──すいません、皆さん。市内のあちこちで、夜間の道路工事が始まったみたいで……少々遠回りになりますが、構いませんか？」

「了解です」

　アッシュは御者に返事をした。一刻も早く官邸に戻りたかったが、工事現場を無理に通過するわけにもいかないだろう。

　もっとも、遠回りの件など、すぐさまアッシュの脳裏からは消し飛んだ。客車がわずかに揺れるだけでも、アッシュとミラベルの肩はますます強く密着するのだ。

　しかも、ミラベルの髪や肌からは、かぐわしい匂いが漂ただよってくる。アッシュは悶もん々もんとしながら、少しでも早く官邸に到着するのを祈るのだった。

「んもう、早く着かないのかしら？　シルヴィアのお肉の圧迫感ときたら……」

「こら、エーコ！　それではまるで、私が太っているみたいではないか！」

　エーコとシルヴィアも車内の狭さに閉口している。幸いにも、アッシュとミラベルの密着にまでは気が回らないようだ。

　アッシュは気をまぎらわすべく、車窓の風景に目を凝らした。

　既に二十一時を過ぎていて、人通りは皆無だ。広場ですら真っ暗で、まるでゴーストタウンのようだった。

　ふと、アッシュは脳裏にフォンティーンやアンサリヴァンの夜景を思い描いた。このくらいの時刻なら、まだまだ市街地は明るいし、人通りも絶えることはない。ロートレアモン騎士国における治安の良さは、国際的に高く評価されているのだと、授業で習ったことがある。

　逆にいえば、魔都レスピーギの治安は、相当に悪いのだろう。こんな時間に夜遊びをするような一般市民は、ひとりもいないというわけで──。

　アッシュが不吉な予感を覚えたそのとき、

「ところで、アッシュ様？」

　この狭い客車の中、唯一ポーカーフェイスを保っていたコゼットが、遠慮がちに声をかけてきた。

「今のうちに、『眠れる森の美女』の素顔を確認しておくべきではないでしょうか？　マキャベリ様に渡してしまったが最後、もう二度と、お顔を見ることはできないかもしれませんし」

「確かに、そうですね」

　アッシュはうなずいた。コゼットの指摘通りだと思った。

「わたくしも、その〝美女〟には興味があるわ。まさか、再び魔薬〈ガラテア〉の名を聞くことになるとは思ってもいなかったし。今となっては、元首ドージエマキャベリの意図も読めなくなってきたわね」

　肩の密着を気にするあまり、ずっと恥ずかしげにうつむいていたミラベルも、今では柩ひつぎのほうに鋭い視線を向けている。

「じゃあ、まずは柩ひつぎの蓋ふたを──」

　アッシュが腰を浮かしたそのときだった。

　──たぁんっ！

　銃声じみた音が響くと同時に、二頭の馬がたたらを踏んだのだ。客車がガクンと激しく揺れて、急停止する。

「きゃっ！」

　ミラベルが悲鳴をあげて、アッシュにしがみつく。

　エーコとシルヴィアも絡みあったまま、床に倒れこんだ。

「ちょっと、なんなのよっ!?」

「襲撃か!?　まずいぞ、アッシュ！」

　エーコに馬乗りになった状態で、シルヴィアは警戒心をあらわに叫ぶ。

「くっ……みんな、大丈夫か？」

　アッシュはミラベルに抱きつかれたまま、慌てて車内を見わたした。

　幸いにも、コゼットとユニスが機転を利かし、硝子がらす細工の棺かん桶おけを押さえつけている。おかげで最悪の事態は免まぬがれたようだ。棺桶が割れることはなかったし、美女にも外傷は見あたらない。

「ごっ、ごめんなさい……」

　と、ようやく我に返ったミラベルが、慌ててアッシュから飛び離れる。その可か憐れんさに目を奪われている余裕は、今のアッシュにはなかった。

「今の音……銃声か？」

　アッシュがつぶやくと、

「アッシュ！　御者のお爺じいさんがいないわ！」

　ようやくシルヴィアから解放されたエーコが、前方を指さした。

　事実、先ほどまでは、窓ごしに御者の背中が見えていたのだが、今や影も形も見あたらない。先ほどの衝撃で、御者台から投げだされてしまったのだろう。

　と、窓の外をちらりと確認したシルヴィアが、苦渋のうめきを漏らした。

「……駄目だ、アッシュ！　前方に、銃器で武装した連中が集まっている。見たところ、十人はいるぞ！」

「なんだって!?」

「どうやら先ほどの銃声に驚いて、馬は急停止を余儀なくされたようですわ。それにしても……どなたも真っ黒な背広姿ですわね。あの物々しい雰囲気から察するに、いわゆるマフィアかもしれませんわ」

　こんな状況でも、コゼットは落ち着いて事態を分析している。その図太さは、さすがといえた。

「マフィア……」

　アッシュがごくりと固唾かたずを吞のんだそのとき、外から鋭い声が飛んできた。

『──乗客みんな……馬車降りて…………命奪う………………約束す！』

　ただしラブロック語なので、断片的な単語の意味は理解できても、正確なところまでは把握できない。

　どうしたものか……と、アッシュたちが思案していると、

『──改めて、すべての乗客に告ぐ！　今すぐ馬車を降りなさい。大人しく積み荷を渡しさえすれば、命までは取らないことを約束するわ！』

　なんと、今度は流りゆう暢ちようなシェブロン語で通告をよこしてきた。

「待てよ、あの声は……」

　ふと、アッシュは怪け訝げんに思った。口調こそ痛烈だが、声そのものは可か憐れん。まだ少女だろう。しかも、聞き覚えのある声なのだ。

「どうするの、アッシュ？」

　エーコが不安げに訊たずねてくる。

　震える相パ棒ルの顔を見て、アッシュは自分を奮い立たせた。

　──俺おれがしっかりしなくちゃ、エーコたちを余計に不安がらせるだけだ。

　と、思ったのである。

「とりあえず、単なる武装強盗団ではなさそうだ。傍ぼう若じやく無ぶ人じんではあるけど、無秩序ではない。もしそうだったら、わざわざ声をかけてきたりはしないだろうし」

　アッシュはエーコたちを安心させるように、自分の考えを述べた。

「うむ、私もそう思う。とはいえ、コゼットの予想通り、本当にマフィアだとしたら……単なる強盗よりも厄介かもしれんぞ？　それに、連中は確かに『積み荷』といった。明らかに、『眠れる森の美女』を狙っているのだ……」

　シルヴィアは深刻そうに腕組みをしている。

『なにをしているの？　早くしないと、馬車ごと蜂の巣にするわよ？』

　と、再び通告を受けた。

　これ以上待たせたら、本当に馬車ごと撃たれるかもしれない。

　アッシュは素早く考えを巡らせると、エーコの頭に手を置いた。そして、さりげなく耳打ちをする。

「俺の頼みを聞いてくれるか、エーコ？」

「……？」

　小首をかしげたエーコの耳もとで、アッシュは手短に作戦を告げた。

　そして──アッシュたちは、ぞろぞろと馬車を降りる。

　今さらながら、会場を出て以来、ずっと仮面を装着していたことを思い出したが、むしろ顔が見えないほうが好都合だろうと思い、そのままにしておいた。





　　　　◇






　襲撃を受けたのは、古びた聖堂ドウオーモに面した広場だった。

　今にも壊れそうな街灯は、チカチカと点滅を繰り返している。

　足もとの石畳は老朽化し、あちこちが剝はげていた。

　聖堂ドウオーモ以外の建物は、どれも廃屋ばかりのようだ。ここで銃を撃ったとしても、住宅地にまでは届かないだろう。

　当然のように、通行人は皆無。

　荒事には最適のロケーションというわけだ。

　足止めされた馬車の前方には、十名ほどの集団が待ち受けている。短機関銃や拳銃といった武装が、いやが上にも目についた。

　こちらが少しでも妙な動きを見せたが最後、蜂の巣にされかねない状況である。

「ううっ……」

　と、広場の片隅で唸うなり声ごえを漏らしたのは、先ほど御者台から投げだされた老人だった。とりあえず命はあるようなので、アッシュは安堵した。

　アッシュが声を震わせると、武装した黒服たちの間から、ひとつの影が進み出た。

　こつん、こつん……と、硬質的な足音が、アッシュの耳じ朶だを打つ。

「愚かな御者ね。あの程度の偽装に騙だまされて、バカ正直にここを通過するなんて……。もっとも、こちらの目もく論ろ見み通りに動いてくれたおかげで、手間が省けたわ」

　それは、先ほどアッシュたちに通告したのと同じ声だった。どうやら、最初からこの広場を通過するよう、連中に仕組まれてしまったようだ。

　御者から「迂う回かいする」と聞いたとき、もっと警戒すべきだった……と、アッシュは唇を嚙かみしめた。

　点滅を繰り返す街灯が、やがて、声の主をうっすらと照らしだす。

　アッシュは息を止めて、少女の顔を見つめた。

　その声から受けた印象にふさわしく、アッシュと同年代の少女だった。

　目鼻立ちはくっきりとして、闇夜に咲いた百ゆ合りのように美しい。

　背後に従えた黒服たちの威圧感とは対照的に、その髪型は幼く、ブラウン系のロングヘアをツインテールにしている。

　華きや奢しやな肩には、漆黒のトレンチコートをラフに羽織っていた。コートの下は、黒のベストに白のブラウス、そして黒のスラックス。乾いた足音を奏でていたのは、女の子が履くには武骨な印象のブーツだった。

　その振る舞いから察するに、どうやら彼女がリーダー格のようだが──その清せい楚そな美貌を見ていると、うら若い舞台女優がマフィアの役を演じているようにしか見えない。

「君は一体……誰だれなんだ？　なんの目的があって、俺おれたちの積み荷を狙う？」

　アッシュが慎重に訊たずねると、少女は眉を吊つり上あげた。

「あたしだって、こんな真ま似ねをするつもりはなかったわ。だけど、あんたたちが躍起になって『眠れる森の美女』を落札したりするから……こうせざるを得なかったのよ」

「そういうことか……」

　ようやくアッシュは思い至いたった。

　そう、この少女の声は、オークションで最後までアッシュたちに食い下がった人物と、まったく同じなのだ。

「悪いけど、積み荷は置いていってもらう。先ほどもいったけど、命までは取らないと約束する。それに、なにも強奪するつもりはないの。あたしらの手持ちは一千九百三十万ヴェラしかないけれど、それを今ここで手渡してもいい。不足分は、あとで必ず支払うと約束するから」

　少女がそこまで申し出たとき、黒服のひとりが叫んだ。

「お嬢！　なにも、そこまで譲歩する必要はないのでは？」

　ラブロック語だったが、なんとかニュアンスは理解できた。

「お黙り！　あたしたちは盗賊じゃない。先祖代々、厳格な掟おきてで自らを律してきたマフィアよ！」

　少女の気迫に、アッシュは気け圧おされた。もちろん、大人しく〝眠り姫〟を渡すつもりにはならないが。

「いや、待ってくれ。随分と勝手な主張だと思わないのか？　闇オークションとはいえ、厳格なルールのもと、俺たちが二千万ヴェラで落札した〝生き人形〟だ。しかも魔薬〈ガラテア〉が関わっているとなれば、俺たちとしても見過ごすわけにはいかない」

「……………………」

　少女は苛か烈れつな眼まな差ざしで、アッシュを睨にらんでいる。

「それに、口ではなんといおうと、君たちは銃で武装している。俺たちがきっぱりと断ったら、結局は暴力に訴えるつもりじゃないのか？　だったら、やっぱり盗賊と同じ──」

「なっ、愚ぐ弄ろうするな！　我が名はベアトリーチェ・スカルラッティ。誇り高きスカルラッティ家の当主よ！」

「えっ!?」

　アッシュはぽかんとした。

「お嬢！　いきなり名のってどうするんですか!?　これではもう……こいつらを殺すしかありませんよ！」















「はっ、しまった……！」

　黒服にたしなめられ、ベアトリーチェと名のった少女は後悔をあらわにした。意外と抜けたところがあるようだ。

「ベアトリーチェって、元首ドージエマキャベリから聞いた名前よね？　確か、東部マフィアのボスだっけ？」

　記憶をたどるようにつぶやいたのは、エーコだった。

「いや、しかし……妙だぞ。おい、アッシュ！　元首ドージエマキャベリから渡された似顔絵、まだ持っているか？」

　シルヴィアの声に耳じ朶だを打たれ、アッシュは慌てて懐を探った。

「ほら。こいつが元首ドージエから受け取った、ベアトリーチェの人相書きだ。君とは似ても似つかない女だぞ？」

　アッシュは前に進み出ると、少女に差しだす。

　その瞬間、周囲の黒服たちが警戒心をあらわにしたが、少女が軽く手を振っただけで、大人しくなった。

　少女は似顔絵を受け取ると、まじまじと見つめる。

「なっ！　なんなのよ、これはっ!?　こ、こっ、こんな豚女が、あたしの似顔絵だなんて……あの高慢ちきなババァめ、乙女の誇りを踏みにじりやがって！」

　少女は烈火のごとく怒ると、似顔絵をビリビリに引き裂いた。

「お嬢！　スカルラッティ家の当主たる者、はしたない言葉を使ってはいけませんぞ！」

　と、黒服の中でも年輩の男が、執事のようにぴしりと叫んだ。これもラブロック語ではあったが、なにをいっているのかは理解できた。

　どうやら目の前の少女こそ、ベアトリーチェ・スカルラッティ本人らしい。

　だが、それなら元首ドージエマキャベリは──どうしてあんな噓うそを吐いてまで、ベアトリーチェに対する警戒心を煽あおったのだろう？

「とにかく、お願いよ！　あんたが落札した〝お姫様〟を、大人しく譲ってほしいの。あたしにはどうしても、彼女を保護する必要があるのよ。これだけは譲れないわ！」

　切々とした口調で訴えるベアトリーチェ。

　どうやら、その想おもいは本物のようだ。だが、どうしてスカルラッティ家の当主が、そこまで『眠れる森の美女』にこだわるのか、アッシュには理解できない。

「悪いけど俺おれたちにだって、譲れない理由ならあるんだ」

「お願い……あたしたちに、銃を撃たせないで」

「君はマフィアの頭目だけど、悪い人には見えない。オークションのときだって、君は感情をあらわにしていた。入札のとき、君が冷静さを装っていたら、俺たちはもっと苦戦していたかもしれない。どうだろう、理由を聞かせてはくれないか？」

　アッシュはベアトリーチェに向けて、一歩を踏みだした。

「動かないで！　本当に撃つわよ？」

　少女の声に応じて、黒服たちが銃口をアッシュに向ける。

　見るに見かねたのか、シルヴィアが背後から声をかけてくる。

「おい、死ぬ気か!?　相手はマフィアだ！　あんまり挑発するな！」

「大丈夫さ、姫様」

「なにが大丈夫なのだ！　どう見ても窮きゆう地ちだろうが！　おい、エーコ？　お前もなんとかいったらどうだ？」

「ま、あたしはアッシュを信じているけどね」

「バカな！　無謀すぎるだろう！　……いや、待てよ。そういえば、お前たち……馬車を降りる直前、なにやら相談していたな？」

「ふふ～ん。そういうこと」

　ベアトリーチェたちには聞かれぬよう、エーコが小声でつぶやいたそのとき、

「撃って！」

　ベアトリーチェの命令とともに、雷鳴のごとき銃声がこだました。




「アッシュ……！」

　シルヴィアから十歩ほど離れた前方──アッシュは弾丸の雨あられを全身で受けとめていた。

　だが、不思議とアッシュは倒れない。

　それどころか、今も二本の足でしっかりと大地を踏みしめている。

　何十発と発射された弾丸は、アッシュの肉体に突き刺さる直前、ことごとく弾はじき返かえされていた。

　すべての弾頭は、不自然につぶれた状態で、石畳の上に散乱している。

「なっ……どういうこと!?」

　ベアトリーチェは明らかに混乱している。実際に発砲した黒服たちに至いたっては、あんぐりと口を開けて、呆ほうけている始末だった。

「おい、エーコ。もしかして、あれは……？」

　シルヴィアはようやく、アッシュとエーコの作戦に思い至った。

「そうよ。聖騎甲アークに決まってるでしょ？　馬車を降りる直前、アッシュから頼まれたの。目には見えない聖騎甲アークを献けん呈ていしてほしいってね」

「そっ、そんなことが可能なのか!?」

「あんた、忘れてない？　あたしが最初に聖騎甲アークを献呈したときは、まだ形状がはっきりしなくて、目に見えなかったのよ？　あの状態を思い出して、完成形の聖騎甲アークに応用してみたら、うまくいったわ」

「まったく、お前たちときたら……あのわずかな時間で、そんな博ばく打ちに打って出たというのか？」

　シルヴィアは身震いを禁じ得ない。

　と、アッシュが勇壮な声をあげた。

「今度は、俺おれのほうから行かせてもらう！」

　不可視の聖騎甲アークの力を借りて、アッシュは疾しつ駆くする。

　轟ごうっ！　と、烈風が逆巻いた。

　すかさず黒服たちが第二射を放つが、アッシュは再び弾き返す。マフィアたちには、アッシュが素手で銃弾を跳ね返しているようにしか見えないだろう。

　アッシュが腕を一振りするたび、三人の黒服が同時に吹っ飛んだ。

　もはや銃を撃たせる暇すら与えることなく、アッシュは広場を駆ける。そして舞う。片っ端から黒服たちの銃を叩たたき落おとし、拳の一撃で気絶させていく。

「なっ、こいつは一体!?　ぐはっ！」

　戦闘に慣れたマフィアとはいえ、聖騎甲アークを装備した竜騎士ドラグナーには叶かなうはずもなかった。三十秒と経たたぬ間に、スカルラッティ家の男たちはすべて、地面に倒れ伏している。

　アッシュのことだから、ちゃんと手加減もしたのだろう。

　どの黒服もピクピクと痙けい攣れんしている。命までは奪われていないようだ。

「これで、残るは君だけだ」

　最後に残った少女と、一対一で対たい峙じするアッシュ。

「むぐっ……」

　その刹那、ベアトリーチェは銃を抜いた。華きや奢しやな手が握っているのは、黄金の装飾拳銃だった。その形状から察するに、帝国製の流れをくむ機械式だろう。

　ただし、アッシュに突きつけられた銃口は、カタカタと震えている。

「……無理はしないほうがいい」

　アッシュの諭すような口調に、かちんと来たのだろうか。

「うっ、うるさい！」

　少女は衝動的に引き金を引こうとしたのだが──。

「あっ、あれ!?」

　なぜだか、引き金はぴくりとも動かない。どうやら安全装置をかけたままのようだ。

「本当は、人を撃ったことすらないんだろう？」

　アッシュはあえて、優しい口調で語りかけた。

「くっ！　なんだっていうのよ！　どうして、どうして……あんたみたいな男が、あたしの前に立ちふさがるの!?」

　少女は自や棄け気味に叫ぶと、がっくりと膝をつく。その手から拳銃がこぼれ落ち、からんと石畳の上で空疎な音をたてた。

「ふう……」

　一時はどうなることかと思ったが、シルヴィアはホッと胸を撫なで下おろした。




「なあ、聞かせてくれないか？　どうして、君はそこまでして『眠れる森の美女』にこだわるんだ？」

　アッシュは柔にゆう和わな態度を心がけながら、ベアトリーチェの正面に片膝をついた。

「……………………」

　ベアトリーチェはうつむいたまま、頑かたくなに口を閉ざしている。

「いや、待てよ？」

　ふと、アッシュは思いあたった。

　魔導芸術品『眠れる森の美女』は、ただの人形ではない。

　元々は、生身の人間だったのである。

　もし、ベアトリーチェがそこまで彼女にこだわる理由があるとすれば──。

「もしかして、魔薬〈ガラテア〉を吞のまされた女性との間に、なにか関係が……？」

　その瞬間、ベアトリーチェの肩が、ぴくりと震えた。図星だったようだ。

　やがて観念したのか、ベアトリーチェは唇を震わせながら答えた。

「……そうよ。あたしはなんとしても、偉大なる英雄王アッシュ・ブレイクに、彼女を託さねばならないの」

「はい？」

　アッシュは目を点にした。

　事態を見守っていたエーコたちも、きょとんとして小首をかしげている。

「いやいや、ちょっと待て！　『英雄王』って、なんだよ!?」

　確かに、アッシュは独立国家・アヴァロン聖竜皇騎士団の代表ではあるが、「王」を名のったことは一度もない。ましてや「英雄王」などとは……。

「あなたこそ、なにをいってるの!?　確かに『英雄王』って肩書きは、ラブロック東部の庶民が勝手に付けたものだけど、それだけ尊敬されているってことよ！」

　ベアトリーチェの表情は、あくまでも真剣だった。

「……えっ!?」

「彼の英雄譚は、ラブロックの片田舎にも届いているわ！　貧苦に苦しむ子どもたちが、どれだけ彼の活躍に心を躍らせ、勇気づけられたことか……」

　ベアトリーチェの口調は哀切を帯び、真に迫っていた。

「そ、そうなんだ？　その……嬉うれしいやら、恥ずかしいやら」

「はぁ!?　どうしてあなたが、嬉しがったり恥ずかしがったりしなくちゃならないの？　大方、あんたなんて貴族のお坊ちゃんなんでしょう？　これから家に帰って、あの〝眠り姫〟にいやらしいことをするつもりだったんだわ！」

「……は？」

「ったく、不潔よ不潔！　ただでさえ、若い女を五人も侍はべらせてるっていうのに！」

　ベアトリーチェは嫌悪感をあらわにした。その鋭い視線は、エーコ、シルヴィア、ミラベル、そしてコゼットとユニスを順々に巡っていく。

「こらこら、人聞きが悪すぎるぞ！　そ、そうだ……！」

　アッシュは今さらながら、目鼻を隠していた仮面を取り去った。そして、ベアトリーチェと向かいあう。

「えっ!?」

　アッシュの素顔を見た途端、ベアトリーチェはハッと息を吞のんだ。

「噓うそ……でしょう？　街に出回っていた似顔絵と、そっくり……って、騙だまされないわよ！　ただのそっくりさんかもしれないし！　そうだ、アッシュ・ブレイクなら、左腕に大きな〈星刻〉が刻まれているはず！」

「……仕方ないな」

　アッシュは背広の袖口をまくり上げると、左腕に巻いていた包帯を取った。漆黒の蛇を思わせる紋様が、夜気にさらされた。

「噓うそ……あなた、本当に……アッシュ・ブレイクだっていうの？」

　ベアトリーチェは呆ぼう然ぜんとしている。

　アッシュに続いて、今度はシルヴィアとコゼットが仮面を外した。

「私は騎士国の第四王女、シルヴィア・ロートレアモンだ」

「その専属メイドを務めています、コゼット・シェリーと申しますわ」

　次に、ミラベルとユニスが素顔をさらす。

「ミラベル・ロートレアモンよ。元第三王女、といっておきます」

「その専属メイド、ユニスと申します」

　そして最後に、エーコが堂々と仮面を投げ捨てた。

「あたしがアッシュの相パ棒ル、エーコよ！」





　　　　◇






　御者と黒服たちの介抱はコゼットとユニスに一任し、アッシュとエーコ、シルヴィアとミラベルはベアトリーチェの話を聞くことにした。

　広場の一角に、ちょうどベンチが残されていたので、まずはそちらに移動する。

　古めかしいベンチに掛けると、ベアトリーチェはぽつりとつぶやいた。

「すべての始まりは……カサンドラ殿下からの密書だったの」

「ちょっと待て！　それはもしかして、我が姉上のことか!?」

「そうよ。いえ、そうでございます……シルヴィア殿下」

「見たところ同年代だし、敬語は要らん。さっさと説明してくれ！」

　シルヴィアは顔面蒼そう白はくになりながら、ベアトリーチェを急せかす。

「まさか、カサンドラ姉様が絡んでいたなんて……」

　ミラベルも唇を震わせながら、ベアトリーチェを見つめている。

　かくして、ベアトリーチェは語り始めた。




　過去、騎士国の第二王女カサンドラは、何度かラブロック地方を訪れていた。バカンスのためである。

　ただしカサンドラは、賑にぎやかな西部の海よりも、寂しげで翳かげりを帯びた東部の海を好んだそうだ。

　そんなカサンドラの接待を担当したのが、スカルラッティ家の前当主──ベアトリーチェの父親であった。ラブロック地方の西部では、いちばんの有力者だったからだ。カサンドラはスカルラッティ家の屋敷にて歓待を受け、バカンスの間はずっと滞在していた。

　当時、まだ十歳前後の少女だったベアトリーチェは、一人っ子だったこともあり、カサンドラを姉のように慕っていたという。

　もっとも、その父親が三年前、西部マフィアとの抗争の結果、無惨にも暗殺されたことで、カサンドラとの縁もぷっつりと途絶えていたのだが──一ヵ月ほど前、突然、そのカサンドラから密書が届いたのである。

　そこには、信じがたい内容が記されていた。

「なにが書かれていたんだ？」

　アッシュが訊たずねると、ベアトリーチェは膝に置いていた拳を震わせた。

「……ユリエル王子と別れたカサンドラ殿下は、しばらく世界各地を放浪したあと、魔導結社〈デミウルゴス〉とやらに加入したそうよ。しかも〈七翼将〉の一員という、最高の待遇で迎え入れられたんだとか……」

「バカな！　カサンドラ姉様が〈七翼将〉のひとりだと!?」

　シルヴィアが愕がく然ぜんとして、身を乗りだす。

「あなたたち、〈デミウルゴス〉とやらを知っているの!?」

　ベアトリーチェも驚きよう愕がくの声をあげた。

「つい先日、因縁ができたというか……まあ、それについてはあとで説明するよ。それよりも、だ。〈デミウルゴス〉に加入したあと、カサンドラ殿下はどうなったんだ？」

　アッシュがうながすと、ベアトリーチェはうなずいた。

「最高幹部としての席を用意されたカサンドラ殿下だったけれど、結社との蜜月時代は短かったそうよ。殿下には、どうしても組織とは相あい容いれない事情ができてしまったらしくて……結局、脱退を決意したと書かれていたわ」

「その事情というのは？」

　アッシュが訊ねると、ベアトリーチェは首を横に振った。

「そこまでは、書かれていなかった。とにかく、カサンドラ殿下は離反を決意したのだけど、相手は強大な秘密結社よ。しかも、一度は〈七翼将〉として迎え入れた殿下を、そう易やす々やすと手放す気にはならなかったの」

「常識的に考えれば、そうだろうな……」

「それで、カサンドラ殿下は一計を案じたのよ。彼女は〈デミウルゴス〉の連中を出し抜くために、自分の身柄をアッシュ・ブレイクに託すことに決めたの……」

「あの人が、俺おれを……!?」

　まさか、あのカサンドラがアッシュを〝頼みの綱〟にするつもりだったとは、予想外もいいところだ。

「密書によれば……カサンドラ殿下は、〈デミウルゴス〉の新米構成員に取り入って、その人物から魔薬〈ガラテア〉を盗みだしたそうよ」

　いよいよ〈ガラテア〉が登場したことで、アッシュたちは緊張を強めた。

「待ってくれ！　〈ガラテア〉みたいな魔薬を扱える薬師なんて、限られている。もしかして、そいつはキーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンじゃないか!?」

「解わからないわ。その薬師の名前までは書かれていなかったから。あ、でも……以前はシェブロン王国の宮廷薬師だった人物らしいわ」

「やっぱり、そうか！」

　もしかしたら、キーラはオスカーに投与した魔薬ガラテアの残りを所持していたのだろうか。膨大な人命を必要とする魔薬を、そう易やす々やすと調合できるとは思えない。

　問題なのは、あのキーラまでが〈デミウルゴス〉に加盟しているという事実だ。あとでルッカに伝えねばならないと思うと、胸が痛んだ。

　それはともかく、カサンドラの一計に、どうして魔薬〈ガラテア〉が絡んでくるのか──それはまだ解らない。

　ベアトリーチェは深呼吸を挟むと、さらに語り続けた。

「その後、カサンドラ殿下は〝裏の人脈〟を駆使して、すべてのお膳立てをしたのよ。あのディアブロとやらが率いる隊商キヤラバン──〈宵よい闇やみの旅団〉はね、世界各地で闇オークションを開催していて、強固な人脈を築いているの。殿下は私財を投じて、そんなディアブロに協力を仰いだのね」

「なっ!?　あの男、そんなにすごい奴やつだったのか……」

「元々、〈宵よい闇やみの旅団〉はユリエル王子とも関係が深くて、金さえ払えばどんな依頼でも引き受けていたそうよ」

「商人の論理ってやつだな。元首ドージエマキャベリと同じだ……」

　アッシュは夜空を振り仰ぐと、ディアブロの姿を思い出した。

　あの悪魔めいたマスクの下に、そんな事情を秘めていたとは……。

「そして……カサンドラ殿下は自ら魔薬〈ガラテア〉を吞のみ、自分で自分を出品したの」

「なっ──!?」

　アッシュは声を詰まらせた。

「ひとりの人間として動き回っていれば、いずれどこかで足がつくわ。だけど、自らの肉体を人形化し、あちこちで顔の利く〈宵よい闇やみの旅団〉に運搬してもらえば──〈デミウルゴス〉の捜査網をかいくぐれる可能性は上がる。カサンドラ殿下は、そう考えたのね」

「そっ、それでは『眠りの森の美女』の正体はっ──！」

　シルヴィアが啞あ然ぜんとして、腰を浮かした。

「そんな、まさか……」

　ミラベルも真っ青になっている。

　戦せん慄りつする姉妹を見据えると、ベアトリーチェははっきりと告げた。

「──そう、カサンドラ殿下よ」

　春先とは思えぬほど冷たい夜風が、廃はい墟きよめいた広場をサッと吹き抜けた。




　アッシュたちは慌てて、今も停止している馬車に向けて駆けだした。

　客車に飛びこむと、シルヴィアとコゼットに手伝ってもらいながら、棺の蓋ふたを開く。そして、『眠れる森の美女』の仮面を恐る恐る取り外した。

　果たして、冷たい鉄仮面の下から現れたのは──

　アッシュも見覚えのある、第二王女の美貌であった。ロートレアモン家の四姉妹の中でも、特筆すべき魔性を秘めた美女ゆえに、巷こう間かんでは〈魔性の妖花デイアボリツク・ベラドンナ〉と呼ばれている。

「カサンドラ姉様……！」

　最初に叫んだのは、シルヴィアだった。

「まさか、こんな形で……カサンドラ姉様に再会することになるなんて。ある意味、お母様の遺のこした〈竜王妃の遺産ドラグ＝クイーンズ・ヘリテージ〉が……姉様を救いだしたといえなくもないわね」

　ミラベルは柩ひつぎの脇に膝をついて、呆ぼう然ぜんとしている。

「……理想をいえば、あたし自身が落札できれば良かったんだけどね。あなたたちの資金力には、完敗だわ」

　と、ベアトリーチェが溜ため息いき交じりにこぼした。

　ふと、アッシュは疑問を覚えたので、ベアトリーチェを振り返った。

「その……訊きいてもいいかな？　ラブロックの東部都市群は、貧困で苦しんでいると聞いている。君たちは一体、あんな大金をどうやって用意したんだ？」

「強盗よ」

　ベアトリーチェは、あっけらかんと答えた。

「えっ!?　それって、もしかして……」

　アッシュはレスピーギ市に到着した直後、馬車の中でヴィットーリアから聞いた話を思い出した。

「じゃあ、ここ最近、レスピーギ市内で続いていた強盗騒ぎっていうのは……？」

「いっておくけど、あたしたちが襲ったのは、闇金融や人身売買や麻薬密売で私腹を肥やしてきた、正真正銘の犯罪者ばかりなんだからね！　聖女ロサ・マリアに誓って、善良な市民には手を出していないわ」

「そ、そうか……」

　ベアトリーチェの剣けん幕まくに圧おされて、アッシュはたじたじとなった。

　と同時に、まだ知り合って間もないくせに、「なんだかベアトリーチェらしいな」と思えてしまうのが、不思議でもあった。

「──お待ちなさい、ベアトリーチェ」

　と、ミラベルが鋭い目をして、ベアトリーチェの顔を射貫いた。

　スカルラッティ家の当主に対して、まだ心を許してはいないようだ。

「東部諸都市の貧困には、確かに同情を禁じ得ないわ。だけど……それゆえに、元首ドージエマキャベリは、こんな仮説を立てていたのよ。魔導結社〈デミウルゴス〉に対して、ミスリルを過剰に流出させた元凶のひとつは、あなたではないかと──」

「ふっ、ふざけないで！」

　ベアトリーチェはカッとなって反論した。

「よりにもよって、このあたしが……魔導結社〈デミウルゴス〉と関係してるって!?　そんなはずないでしょう！　我がスカルラッティ家は、誇り高き一家よ。怪しげな秘密結社と手を組むくらいなら、徹底的に抗戦してやるんだから！」

　ベアトリーチェが本気で怒っているのを、アッシュは肌で感じた。

「そう……噓うそをついているわけではなさそうね」

　ミラベルもまた、ベアトリーチェの真情を感じとったようだ。

　そのとき、コゼットがポンと手を叩たたいた。

「そういえば、どうしてマキャベリ様は『眠れる森の美女』を所望されたのでしょう？　その正体がカサンドラ王女という情報をつかんだ上で欲したのだとしたら、一体、なんのために……？」

　コゼットの指摘は、もっともだった。

　と、ベアトリーチェがなにかを思い出したように、ハッとして顔を上げた。

「そういえば、カサンドラ殿下の密書には、こう書いてあったわ。今夜の闇オークションは、〈七翼将〉をあぶり出すための罠わなでもあるんだって」

「どういうことだ？」

「〈デミウルゴス〉は決して、カサンドラ殿下の離反を許さない……全力でカサンドラ殿下を捕らえるために、必ず動く。その任務を与えられるのは、おそらく〈七翼将〉のラブロック地方担当者だろう──ってね」

　そこまで聞き終えて、アッシュは世界が暗転する現場に立ち会った気がした。

「おいおい、ちょっと待て！」

　今やアッシュの鼓動は、早鐘のように鳴っている。

「じゃあ、本当は……元首ドージエマキャベリこそが〈七翼将〉かもしれないのか──!?」
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　ちょうどその頃、元首官邸には珍客があった。

　漆黒のドレスに身を包んだ、見るからに絢けん爛らんたる少女である。

　黄金の巻き毛はくるくると巻いて、見るからに豪ごう奢しや。

　玲れい瓏ろうとした肌は、ビスクドールさながらであった。

　少女は執務室の窓際、アンティークの椅子に腰かけて、魔都レスピーギの夜景を悠然と見下ろしている。

　優雅にワイングラスを傾ける姿が、絵になっていた。王侯貴族が生まれながらに持っている気品を、確かに感じさせるのだ。

「ふむ。ラブロック産の発砲葡萄酒ランブルスコも、なかなかいけるな」

「良い飲みっぷりだな──アンネゲルト殿下」

　執務机のほうから、元首ドージエマキャベリが応じる。うら若い帝国皇女を前にしても、敬語を使うわけではなく、しかも葉巻を燻くゆらせている。

　ゼファロス帝国の第六皇女にして、魔導結社〈デミウルゴス〉の〈七翼将〉──アンネゲルトは、そうしたマキャベリの態度に気を悪くした様子もなく、サイドテーブルにグラスを置いた。

「ところで、マキャベリよ。アッシュ・ブレイクどもは、無事にあれを落札できただろうか？　そもそも、どうしてこのようにまどろっこしい真ま似ねをした？　貴様がその気になれば、軍警察カラビニエリを動かして闇オークションを摘発し、すべての出品物を押収できたはずではないか」















「アッシュ・ブレイクにも説明したが、そこは大人の事情というやつだ。ディアブロは世界各地の王侯貴族の保護を受けているし、奴やつが仕入れてくる品々には、我が国の貴族どもも惚ほれこんでいる。政治の力で壊滅させるのは、惜しいのだ」

「ふん、大人の事情か……便利であると同時に、嫌な言葉だな。ならば、どうしてアッシュ・ブレイクを使った？　我々は、あれを確実に手に入れねばならんのだぞ？」

「吾わが輩はいは商人なのでな。アヴァロン聖竜皇騎士団の経済力がどれほどのものか、知っておきたいと思ったのだよ。ちょうどオークションの数日前、連中のほうからノコノコと足を運んできたことだしな。まあ、臨機応変というやつだ」

「要するに、その場の思いつきではないか……」

　アンネゲルトは呆あきれたように、天井を仰いだ。

「無論、抜かりはない。もしアッシュ・ブレイクが落札を断念した場合は、ヴィットーリアが仕事をする手て筈はずになっている」

「そういえば、あのメイド秘書の姿が見えんな？　妾わらわもヴィットーリアのようなメイド秘書が欲しいところだ。どうだ、一億ヴェラで彼女を妾に譲る気はないか？」

「ふっ。たとえゼファロスのオルトフォンⅧ世やシェブロンのオスケイアⅠ世が百億ヴェラを提示したとしても、吾輩の答えは決まっている──〝このクソ野郎がヴアツフアンクーロ！〟だ」

「おやおや。元首ドージエとは思えぬ、下品な言葉だな……あるいは、そっちのほうが貴様の本性なのか？」

「くくっ。吾輩は商人だが、この世には金で買えぬものがあることも、ちゃんと知っているのだよ。いや、商人なればこそ、かな……？」

「……まあ、よい。妾には可愛かわいいブリュンヒルデが付いておるからな。別にうらやましくはないぞ」

「そういえば、ブリュンヒルデはまだ修理中と聞いているが……？」

　たちまち、アンネゲルトは表情を陰らせた。まるで、病床の家族を心配するように。

「うむ。外部装甲を完膚無きまでに破壊された。もうしばらく、修理には時間がかかるそうだ。装甲がミスリル合金製でなければ、内部も破壊されていたであろう……。動力源が無事だったのは、不幸中の幸いであった。だが、あの女を手もとに置いておかんことには、妾は決して安心できぬのだ」

　アンネゲルトは険しい顔になると、ワイングラスの中身を一気に飲み干す。

「ちっ、あの忌々しい牝めす狐ぎつね──カサンドラめ！」

　そして勢いよく手を伸ばし、サイドテーブルに置かれていたボトルを手に取ろうとしたのだが、空振りに終わった。

「むっ!?」

　アンネゲルトは不機嫌そうに視線を巡らせる。

　いつの間にかマキャベリが忍び寄り、アンネゲルトの脇に仁王立ちしていた。

　男も顔負けの長身に、烈火のごとき美貌。

　右手には葉巻をつまみ、左手にはワインボトルを無造作に握っている。

「な、なんだ……？」

　アンネゲルトが思わずぞくりとしたほど、マキャベリは異様な迫力を醸かもしだしていた。

「ところで、皇女殿下？　あなたは先日の戦闘で、あわやアッシュ・ブレイクたちを殺害するところだったと聞いている。少なくとも現時点では、盟主殿はアッシュ・ブレイクと幼竜エーコの殺害までは、望んでいないはず。違うかな？」

「うぐっ。そ、それは……つい、熱くなってしまったのだ。わ、妾わらわはもう帰るっ！」

　気まずそうな顔で叫ぶと、アンネゲルトは慌ただしく席を立つのだった。




「ふっ。困った姫君だ」

　窓から地上を見下ろしつつ、マキャベリは苦笑する。

　ちょうど官邸の玄関から、物々しい一団が現れたところだった。侍じ従じゆうや使用人、屈強の武官たちに囲まれつつ、アンネゲルトは官邸の敷地内を闊かつ歩ぽしている。

「ふん……結社の〈七翼将〉としては、確かにカサンドラの身柄確保が最優先事項だが──ラブロックの元首ドージエとしては、実は宝冠のほうが重要だったりするのだがな」

　アンネゲルトの一団が馬車に乗りこみ、夜の街に消えるのを見届けると、マキャベリは新しい葉巻に火を点つけた。

　そして紫煙を燻くゆらせると、冷然と告げるのだった。

「なんとしても、吾わが輩はいは〝竜の尾〟を切り離さねばならんのだ──」
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「……おい、アッシュ。どうやら我々は、魔導結社〈デミウルゴス〉を侮っていたようだな。考えてみれば、帝国の第六皇女が〈七翼将〉に引きこまれていた時点で、元首ドージエマキャベリの素性も疑うべきだった」

　表情を曇らせるシルヴィアに、アッシュはうなずいた。

「まったく、頭に来るわね！　マキャベリの奴やつったら、ベアトリーチェをさも悪人のように吹ふい聴ちようしてたけど、実際に話してみたら、そんなこともなかったし」

　エーコも憤然として、拳を振り上げる。

「確かに、そうだよな……あれは悪質だ」

　アッシュは、マキャベリから手渡された似顔絵を思い出した。

　たった一枚の絵のせいで、アッシュたちは「ベアトリーチェは極悪人」という固定観念を植えつけられてしまったのだ。

　と、ベアトリーチェが決然とした眼まな差ざしを一同に向けた。

「カサンドラ王女は、密書の最後を、こう締しめくくっていたわ。もし自分の身柄を〈デミウルゴス〉の魔手から護まもりきれないと判断した場合は、いっそ殺してほしい……って」

　ぞくり……と、アッシュは身を震わせた。

　──カサンドラ王女。あなたはそこまでして……一体、〈デミウルゴス〉のなにを知ってしまったというんだ？

　アッシュが言葉を失っていると、

「そうだわ！」

　ベアトリーチェが急になにかを思い出したように、詰め寄ってきた。襟首をむんずとつかまれて、ぐいっと引き寄せられてしまう。

「ちょっ、ベアトリーチェ!?」

　ベアトリーチェの意図が判わからず、アッシュは戸惑うばかり。

「ところで、あんたたち？　まさかとは思うけど……『眠れる森の美女』の落札以外に、マキャベリからなにか頼まれたりしなかったでしょうね？」

　顔と顔の距離が近すぎて、アッシュはドキリとした。

　マフィアの当主とは思えないほど、ベアトリーチェは清せい楚そで、可か憐れんで、たおやかに咲く一輪の花を思わせるのだ。

　もっとも、本人にそんな自覚はないようで、アッシュの襟首を力任せにつかんだまま、離そうともしない。

「そ、その……ベアトリーチェ？　顔が近い、というか……」

　アッシュが気まずそうにつぶやくと、ベアトリーチェもようやく、距離の近さを意識したのだろう。急に頰ほおを染めると、パッとアッシュから飛び離れた。

「ごっ、ごめんなさい……」

「いや、いいんだ」

　お互いにもじもじとして、恥ずかしがってしまう。

　とりあえず、アッシュは「こほん！」と咳せき払ばらいをすると、今度は真面目にベアトリーチェと向かいあった。

「えっと、元首ドージエマキャベリの依頼だけど……確かに、もうひとつ頼まれた。東部マフィアが厳重に保管している宝冠を、奪還してほしいって──」

「なんですって!?」

　その途端、ベアトリーチェは血相を変えた。

「その依頼……もちろん、断ったのよね？」

「いや。俺おれの仲間たちが、遺跡都市カサノヴァで探索中だけど」

「なんてことなのっ！」

　ベアトリーチェは頭を抱えてしまった。そして、奇妙な言葉をこぼしたのである。

「マキャベリの奴やつ……本気で〝竜の尾〟を切り離すつもりなんだわ」

　意味は解わからないが、どこか不気味な気配をはらんだ言葉だった。

「ちょっと待ってくれ。それって、どういうことだ？」

「あの宝冠はね、正式名称を星冠サーン・アヴァスというのよ……」

「なんですって!?」

　珍しくミラベルが大声をあげたので、アッシュは驚かされた。エーコとシルヴィアも不思議そうにミラベルを眺めやる。

「てっきり神話や伝説にしか登場しない宝具だとばかり思っていたけれど……まさか、実物が遺跡都市カサノヴァに眠っていたなんてね。これは驚きだわ」

　普段は冷静沈着なミラベルが、見るからに興奮している。研究者としての血が騒いでしまったのだろう。

　そんなミラベルを怪け訝げんそうに眺めつつ、ベアトリーチェが補足する。

「ただのお宝ってわけじゃないわよ。あの宝冠はね、遺跡都市カサノヴァの最深部にある地下神殿に安置しておかないと、魔獣ムルシエラゴが暴れだすの。事実、五百年くらい前に一度、とある盗賊団が宝冠を盗みだそうとしたせいで、東部都市群は壊滅寸前まで追い詰められたそうよ」

「ムルシエラゴ……か。聞いたこともない魔獣だな」

「まあ、あたしも詳しいことは知らないんだけど。情報源といったら、神話や伝説、おとぎ話くらいだし。過去の記録も、ほとんど失われているしね」

「ミラベルさんはムルシエラゴについて、なにかご存ぞん知じじゃないですか？」

「わたくしも、神話学の講義で学んだ程度だけれど……外見は猛牛に似ていて、鋭い角を持ち、四足歩行。かなりの長命種で、超古代の遺産を好むそうよ」

「長命種、ですか……」

　アッシュは額に冷や汗を浮かべた。

　魔獣は長命であればあるほど、その強さも増す──数年前、基礎過程ユニオスの授業で習ったことを思い出したのだ。

「もちろん、カサノヴァの地下に棲せい息そくしているのが、神話と同じムルシエラゴなのかどうかは解らないわよ？　ただ単に、後世の人類が勝手に名前を拝借しただけかもしれない。ただ、その魔獣が星冠を守護しているというのなら……真しん実じつ味みはあるわね」

　ミラベルは難しい顔をして、考えこんでしまう。そんな姉に代わって、シルヴィアが身を乗りだした。

「それにしても、〝竜の尾〟を切り離すとは、どういうことなのだ？」

　シルヴィアの疑問を受けて、ベアトリーチェが顔をあげる。

「ラブロック地方に伝わるおとぎ話には、『魔獣ムルシエラゴが暴れると、竜の尾が切り離される』……って書かれているの」

　ベアトリーチェは拳を握りしめると、憤りをあらわにした。

「要するに、マキャベリがやりたいのは棄き民みん政策なのよ。東部の弱小都市は、〝竜の尾〟の先端付近に集中しているわ。あたしが生まれ育ったスカルラッティ市も、そのひとつ。あたしの推測だけど……〝竜の尾〟を切り離すってことは、きっと──足手まといな東部を完膚無きまでに壊滅させて、リセットするって意味だと思う」

「なっ──！」

　慄然として、言葉を失うアッシュたち。

「いくら東部都市群が貧しいからって……魔獣を使って壊滅させて、リセットする!?　人としても政治家としても、最悪の選択じゃないか！」

　アッシュは拳をわなわなと震わせた。

「そういえば……たった今、思い出したわ。魔獣ムルシエラゴの体表面は、ミスリルの鉱脈に埋めつくされているのだとか」

　ミラベルの言葉に、アッシュは眉をひそめた。

「そんなことが、あり得るんですか？」

　魔獣の体たい軀くと鉱山が融合しているなど、にわかには信じがたい。

「なんでも、怒れるムルシエラゴが通過した跡には、〝ミスリルの道〟ができるそうよ。案外、元首ドージエマキャベリは、そのミスリルも狙っているんじゃないかしら？　ただでさえ、今はミスリルの供給が不足しているわけだし」

　ミラベルの推測には、確かに説得力があった。

　そう、ミスリルの相場は現在、異様な高騰を示しているのだ。需要が供給に勝っているのである。

　商人であるマキャベリとしては、新たなミスリル資源を確保したいはず──。

　そこまで考えて、アッシュは重大な事実に気づいた。

「まずいぞ！　今すぐレベッカさんたちを止めないと、本当にムルシエラゴが地上に出てきて、〝竜の尾〟を切り離すことになりかねない……。ナヴィー、俺おれたちの話を聞いていたかっ!?」

　アッシュは夜空に向かって、大声で呼びかけた。

「──もちろんよ。一言一句、漏らさずにね」

　妖よう艶えんな声こわ色いろが降り注ぐと同時に、闇夜に魔力の光こう芒ぼうがほとばしる。

　星ほし屑くずのような輝きとともに、ナヴィーが優雅に降臨した。

「きゃっ！　だ、だだっ、誰だれなのよ!?　今、空中から現れた……よね？」

　ベアトリーチェは驚くと同時に、サッと身構えた。今にも銃を抜きそうな気配である。「大丈夫だ。時間がないから説明は省くけど、ナヴィーも俺おれたちの仲間だからさ」

「そ、そうなんだ？　つくづく、あんたたちって……」

　アッシュの言葉を受けて、ベアトリーチェは緊張を解いた。

「ナヴィー。今すぐレベッカさんたちに連絡して、作戦を中止してもらいたいんだ」

「了解よ、アッシュ」

　ナヴィーは悠然として微笑ほほえむと、そっと目を閉じた。レベッカたちの居場所を探索しているのだろう。

　そのまま、重苦しい沈黙が一分ほど続いただろうか。

「……駄目だわ」

　意外にも、ナヴィーは表情を曇らせて、肩をすくめたのである。

「レベッカたちを探知できないのよ。どうやら、地下迷宮の最深部に足を踏み入れてしまったようね」

「最深部だと、アクセスできないのか？」

　アッシュは意外に思った。まさか、ナヴィーの念話が通じない場所があるとは──。

「これは推測だけど、地中に含まれているミスリル鉱石が、結界の役割を果たしているのね。わたしが念話を送ろうとしても、阻害されてしまうの」

「くっ、そういうことか。だとすれば、直接、ベアトリーチェの話を伝えに行くしかないけど……今からレベッカさんたちを追いかけても、間に合わない気がする。レベッカさんたちが作戦通り、宝冠を地上に持ち出してしまったら……本当に、東部都市群は……」

　アッシュが沈鬱な気分でつぶやいた、そのときだった。

「──このような場所で道草とは、困ったものですね」

　氷のように冷たい声が、夜陰を貫いたのである。




「誰だれだっ!?」

　アッシュたちは慌てて背後を振り返った。そして驚きよう愕がく。いつの間にか、アッシュたちと馬車を隔てるように、ひとりのメイドがひっそりとたたずんでいたのだ。

「ヴィットーリア……さん？」

「アッシュ様のお帰りが遅いので、心配して様子を見に来てみれば……よもや、そんな小娘の戯たわ言ごとに耳を傾けていたとは……残念です。とはいえ、我がお嬢様との契約通り、『眠れる森の美女』は無事に落札できたようですね」

　そういって、ヴィットーリアはちらりと車内に視線を飛ばす。

「さて、ここでアッシュ様に質問です。そちらの小娘からなにを吹きこまれたかは知りませんが、大体の想像はつきます。アッシュ様は、栄えあるラブロック商工都市連合の元首ドージエたるフランチェスカ・マキャベリと、取るに足らぬ小娘──一体、どちらを信用なさるのでしょうか？　今ならまだ、間に合いますよ？」

　まさしく、ヴィットーリアは「これが最後通つう牒ちようなのだ」と、言外に匂わせている。

「……悪いけど、ヴィットーリアさん。彼女は決して『取るに足らぬ小娘』なんかじゃないですよ。まだ出会ったばかりだけど、俺おれには解わかる。解るんだ……ベアトリーチェは、こんなにも華きや奢しやな肩に、東部都市群を背負っている。だからこそ、その言葉には重みが感じられるんだ！　今ではもう、元首ドージエマキャベリの言葉が薄っぺらく思えるほどに──」

「……いうに事欠いて、わたくしのお嬢様を愚ぐ弄ろうしましたね？」

　無表情を保っていたヴィットーリアの双そう眸ぼうが、爛らん々らんと妖しく輝く。

　その瞬間、ヴィットーリアの両手が動いた。目にも留まらぬ早業で、二挺ちようの拳銃を抜いたのだ。

　アッシュは目を奪われた。一般的な拳銃と比べると大型で、銃身が長い。まるで工芸品のように美しいフォルムも特徴的だ。

「お嬢様に背く者はすべて、このわたくしが徹底的に排除して差し上げます」

　ヴィットーリアが無表情で告げた瞬間、アッシュの目には、夜空に浮かぶ三日月が今しも鮮血を滴らせたように思われた。

　そのとき、先ほどアッシュに倒された黒服のひとりが、悲痛な叫びを放った。

「お嬢、駄目だ！　奴やつは〝屍し山ざん血けつ河かの魔女〟──ヴィットーリア・クレメンティです！　あいつだけは……あいつだけはまずい！　化け物ですぞっ！」

　黒服は上体を起こすと、ヴィットーリアに向けて拳銃を乱射する。

「年頃の乙女を化け物呼ばわりとは、随分と失礼な方ですね？」

　乱射を受けても、ヴィットーリアは微動だにしなかった。まるで、最初から弾丸の軌道を読んでいるかのように。そして、スカートの裾を軽くひるがえした。

　たったそれだけの動作で、

　──ひゅんっ！

　小さな円筒が、黒服の真っ正面に転がり落ちる。からん、と乾いた音をたて、黒服の足もとまで転がった。

　そして──爆発！

　轟ごう音おんと同時に、爆炎が闇を染める。

「いやああああああっ！」

　ベアトリーチェが悲鳴をあげて、身み悶もだえする。

　アッシュ自身、蛇に睨にらまれた蛙かえるのように立ちすくんだ。

　ヴィットーリアが投げたのは、手榴弾グレネードだった。今も黒煙が朦もう々もうと噴き上がっている爆心地には、三名の黒服が固まっていたが、彼らの命は──もはや絶望的だろう。

　こんなにもあっさりと、まるで草でも毟むしるように人を殺せてしまうなど、常軌を逸いつしている。

　どうやら、マキャベリはとんでもない忠犬を飼っているようだ。

　そして、ヴィットーリアの無慈悲な矛先が次に向かうのは、間違いなくアッシュたちに他ならない。

「──ご安心くださいな、ベアトリーチェ様」

　その直後、ふんわりとした声がアッシュの耳じ朶だを打った。

　黒煙の向こう側から、つかつかと歩み寄ってきたのは──なんとコゼットだ。爆殺されたとばかり思われた黒服たちを三名、器用に抱えていた。ふたりを双肩に担ぎ、ひとりを小脇に抱えている。

　華きや奢しやなメイドに命を救われた黒服たちも、きょとんとしている。まだ状況を認識できていないのだろう。

「よ、良かった……」

　ベアトリーチェはへなへなと、その場でくずおれた。

　コゼットは三人の黒服を地面に降ろすと、アッシュに耳打ちをした。

「アッシュ様──どうやら、彼女はわたくしと同じタイプの人材だと思われます。ここはメイド同士、わたくしにお任せくださいな」

「待ってください。いくらなんでも、コゼットさんひとりを残してはいけませんよ！」

　反論するアッシュに対し、しかし、コゼットは頑として譲らない。

「……アッシュ様。彼女の得え物ものは、ゼファロス帝国製の軍用拳銃〝P1351〟をベースに、ラブロックの職人が改良を施ほどこしたマシン・ピストル──〝Gatto Selvaticoガツト・セルヴアーテイコ 101R〟ですわ」

　聞き慣れぬ単語に、アッシュは小首をかしげた。

「見た目は拳銃ですが、連射バースト機能つきなのです。通称は〝山猫〟。ただし、歴戦の兵士が両手を使っても連射時の強烈な反動は抑えきれず、軍警察カラビニエリは制式採用を見送ったとか」

　メイドらしからぬ知識量に圧倒されたアッシュだが、すぐさま思いあたった。

「ちょっと待ってください。じゃあ、あの人は……一流の軍人が両手持ちでも扱えないピストルを、片手で扱っているわけで──」

「黒服さんは彼女を『化け物』と評しましたが、買いかぶりではなさそうですわね」

　いつしか、コゼットの口調からは、従来の〝ふんわり感〟が消えている。

　と、ヴィットーリアがふたつの銃口を突きつけながら、こちらに一歩を踏みだした。

「このわたくしから、逃れられると思っておいでですか？」

「さあ、アッシュ様は皆様と一緒に、馬車のほうへ！」

「待て、コゼット！　お前、本当にひとりで戦うつもりか!?」

　と、シルヴィアがコゼットの背に呼びかけた。

　だが、大切な主君の言葉にすら、コゼットはもはや応じなかった。

　いや、応じることができないのだろう。

　コゼットの全身からは、既に圧倒的な闘気オーラが噴出していたのである。

「ほう……さすがは騎士王家の姫君です。これほどの猛者を従えていたとは……」

　ヴィットーリアもまた、コゼットを好敵手だと認めていた。もはや、その視線はコゼットだけを見据え、こちらも壮絶な闘気オーラを全身にまといつかせる。

　と、コゼットとユニスの介抱を受けていた黒服たちが、よろよろと立ち上がった。

　そのうちのひとりが、ベアトリーチェに向けて鋭く叫ぶ。

「お嬢も早く行ってください！」

　さらに別の黒服が、今度はアッシュに向けて声を振りしぼった。

「アッシュ殿！　こんなことを頼めた義理じゃないのは解わかっているが……お嬢を守ってくれ！　お嬢はラブロック東部の〝希望〟なのだ！」

　その言葉を最後に、黒服たちはヴィットーリアに殺到する。

　今まさに、先端の火ひ蓋ぶたが切って落とされたのだ。乱雑な足音。ほとばしる銃声。火花のごとく散る銃火。黒服たちの怒号と悲鳴……。

「くっ……」

　アッシュは奥歯を嚙かみしめた。せめてアッシュが聖騎甲アークを使えれば良かったのだが、既にエーコは魔力を消耗しているので、もうしばらくは待たねばならないだろう。

　コゼットと黒服たちの強い意思に、今は頼るしかなかった。

「みんな、馬車に乗るんだ！」

　アッシュ自身、後ろ髪を引かれる思いではあったが、迷いは捨てた。

　エーコ、シルヴィア、ミラベル、ユニス、そしてベアトリーチェを客車に乗りこませると、自らは御者台に着く。

「行くぞ！」

　竜騎士ドラグナーにとって、馬の制せい馭ぎよなどは造作もない。

　アッシュは手綱を握ると、すかさず発進させた。

　目指すは市街地の南東──港湾区画に停泊中の、魔導艦エスカヴァロン。





"Beatrice Scarlatti ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第七話　ムルシエラゴの咆哮









　ナヴィーの予想通り、レベッカたちは遺跡都市カサノヴァの最深部──超古代の遺跡でありながら、どこか未来的でもある場所に到着していた。おそらくは、神殿だろう。

　よもや、自分たちがナヴィーの念話すら届かない、天然の結界に足を踏み入れているなどとは、知る由もなく──。




「ほう……こいつは驚きだな。まさか、こんな大深度にこれほどの神殿遺跡が築かれていたとは」

　クー・フリンの頭上で、レベッカは感嘆の声をあげた。

「元首ドージエマキャベリのいっていた宝冠も、もうすぐでしょうね」

「とても、荘厳な気配……する」

　マックスとルッカも天井や壁面を眺めつつ、レベッカのあとに続く。アリアンロッドとガウェインも、物珍しそうに周囲を観察していた。

　天井には、植物の蔓つるや蔦つた、花などを思わせる装飾模様が彫りこまれている。その精せい緻ちさはもちろんのこと、これほど綺き麗れいな状態で保存されていることも、驚きだった。

　通路の左右には、こちらも優美な彫刻がほどこされた円柱が、延々と等間隔に並んでいる。

　どの柱にも竜綺華晶が嵌はめこまれていて、ぼんやりと発光していた。

　あたかも、レベッカたちの進路を示すように。

　──それにしても……。

　地下神殿への衝撃を最小限に留とどめるべく、クー・フリンを静かに歩かせながら、レベッカはここまでの道のりを思い返した。

　たった数日で最深部にたどり着くことができたのは、ひとえに竜族のおかげである。

　もし徒歩で探検していたら、何週間も費やしていたことだろう。

　途中、獰どう猛もうな魔獣に出くわすこともあったが、三騎で連携すれば楽勝だった。

　魔獣といえども、そこは一般的な獣と同じく、竜族には畏怖の念を抱いている様子だった。対たい峙じした時点で、勝負は決まっていたのである。

　とはいえ、もし自分たちが竜騎士ドラグナーではなかったら──と考えると、ひやりとするのも事実だった。

　たとえば、あの軍警察カラビニエリが重装備で突撃したとしても、全滅は必至だっただろう。

　凶暴な魔獣は、戦意を持つ人間に対しては、まったく容赦しないからだ。先日、元首ドージエマキャベリが、

　──むしろ、こちらのほうがお前たちには向いているだろう。

　と断言したのも、納得だった。

　やがて、レベッカたちは広漠とした大空洞にたどり着いた。

　どうやら、ここが地下神殿の最奥に位置するらしい。

　床は綺き麗れいな円形を描いていて、まるで円形劇場のようだ。

　壁面には、竜綺華晶が無数に埋めこまれ、きらきらと七色の輝きを発している。

「途方もない空間ですね。天井が……見えませんよ？」

　マックスが頭上を仰ぎつつ、呆ほうけたようにつぶやいた。

　レベッカも真上を見上げると、茫ぼう漠ばくとした闇が広がっているばかり。

　竜綺華晶の光輝が届かないとは、天井がどれほど高いのか想像もつかない。

「レベッカ、あそこ──」

　と、先行していたルッカがガウェインを停止させると、注意をうながした。

　ルッカの視線の先には、ピラミッド風の巨大構造物が設置されている。

　ミラベルが同行していれば、いつの時代の様式なのか、的確に解説してくれたかもしれないが、さすがのレベッカもそこまでは判わからない。

「これはまた、見事だな。一見、王族の墓のようにも見えるが……」

　ふと、レベッカはあることを思いついた。

「クー・フリン、こいつの頂上まで、私を運んでくれるか？」

「うぉおん！」

　クー・フリンは即座に反応した。巨大構造物の頂上に向けて、ゆっくりと浮遊する。

　やがてピラミッドの頂点が、レベッカの視界に収まった。

「ほう……この巨大構造物は、単なる台座というわけか」

　ピラミッドの頂点には、煌きらびやかな宝冠が安置されていた。

「ふむ、ここに古代文字が彫ってあるな。この冠は、どうやら『星冠サーン・アヴァス』という名らしい」

　古代文字にはそれほど詳しいわけではないが、レベッカはなんとか解読した。

　ただ見つめているだけで心を奪われてしまいそうな、純金製の王冠である。

　その荘厳さときたら、あの魔導艦エスカヴァロンの威容にさえ匹敵するだろう。

　レベッカは手を伸ばすと、星冠サーン・アヴァスを手に取った。そして、クー・フリンを降下させる。

「やりましたね、レベッカさん」

　笑顔でレベッカを迎えたマックスとは対照的に、

「ものすごい魔力……感じる」

　ルッカは星冠に目を留めるなり、真顔になった。

「なにか感じるのか？」

　レベッカは怪け訝げんに思い、ルッカを見やった。なんといっても、ルッカはエクブラッド人である。その感覚能力は常人離れしているのだ。

「うん。ただの宝物とは、思えない。うまくいい表せないけど……とても、特別な感じ……する。もしかしたら……ここから動かしちゃ、いけないのかも」

「どういうことだ？」

　レベッカが怪訝に思い、眉をひそめた矢先だった。

「……るるるるるぅううううううううううう……！」

　どこからともなく、不気味な唸うなり声ごえが響いてきたのだ。

「なっ……!?」

　マックスが警戒心をあらわに、アリアンロッドの手綱を握りしめる。

「るぅうううううううううう……！」

　不気味な唸り声は、延々と続く。あたかも、煉れん獄ごくに落とされた亡者が唸っているかのようだ。

　やがて地面がぐらぐらと揺れ始め、頭上からはさらさらと砂が落ちてきた。

　今にも崩落しそうな気配である。

「お約束というか……どうやら、財宝には守護役がいるようだぞ。気をつけろ！」

　レベッカは頭上の闇をキッと睨にらみすえると、マックスとルッカに注意をうながす。

　これほどの唸り声となれば、かなり大型の獣だと思われる。

　その刹那、頭上の闇からするすると、細い蔦つたのようなものが何本も降りてきた──と思うと、まずはルッカに襲いかかる。

「ひゃうっ！」

　無数の触手だった。

　赤黒い表面をてらてらと光らせながら、ルッカの両手両足に巻きついていく。

　あっという間に、ルッカの華きや奢しやな身体はガウェインから引き離され、宙ちゆう吊づりにされた。

「んっ……ヌルヌル……してて、気持ち悪い……！」

　涙目で抵抗するルッカ。

　だが、触手はますます勢いづいて、ぴんと尖とがった耳たぶや脇の下、そして太ももの内側を攻め立てる。

　さらには、学院指定の騎竜服ドラグスーツを剝はぎ取とろうとする。

　金属製の装甲でさえ、みしみしと音をたて、今にも破壊されそうだ。ちらちらと覗のぞく縞しま模も様ようの下着も、今にも引きずり下ろされそうになっている。

「ぐぉおおおおおおおおんっ！」

　大切な主人を奪われて、怒り狂うガウェイン。だが、新たな触手が次々と降り注ぎ、ガウェインの体たい軀くをも容赦なく束縛していく。

「マックス、こいつを預かっていてくれ！」

　レベッカは星冠を無造作に放り投げた。

「うわっ、レベッカさん!?」

　マックスはあたふたと慌てたものの、なんとか身を乗りだして星冠をキャッチする。

「レベッカ・ランドールが命じる。汝なんじが創成つくりし聖騎甲アークを我に献けん呈ていせよ！」

　クー・フリンの咆ほう哮こうが轟とどろきわたると同時に、神聖な光輝がレベッカの全身を包みこんだ。

　一瞬にして、レベッカは聖騎甲アークを装備している。

　しかも、いきなりの第二形態だ。

「顕けん現げんせよ、一撃必中の魔ま槍そう。その銘なはゲイ・ボルグ！」

　固有魔装を顕現させると、レベッカは縦横無尽に振るう。

　次々と触手が切断され、ルッカの身体が宙に投げだされる。

　レベッカはルッカの身体を左腕で抱き留めると、一転して急下降。今度はガウェインを拘束している触手に向けて、右手の魔槍を一いつ閃せんする。そして、ようやく自由になったガウェインに、ルッカの身を託した。

「はぁ、はぁ……あふっ……！」

　ルッカはまだ放心状態のまま、悩ましげな顔をして、ガウェインの背中に身体を預けている。尖とがった耳を、ぴくぴくと痙けい攣れんさせていた。

「──るぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　と、身体の一部を切り離されて激怒したのか、ひときわ大きな咆哮が響いて、洞内をビリビリと揺るがした。

「来るぞ……！」

　頭上の闇を睨にらみつつ、身構えるレベッカ。

「ぐるるるる……」

　クー・フリンも全身の体毛を逆立てている。

　──ずぅうううううううううううんっ！

　やがて、壮絶な地響きとともに──。

　闇の深しん淵えんから、巨獣が飛び降りてきた。

「なっ……！」

　レベッカの背後で、マックスが息を吞のんだ。

　まるで闘牛を思わせる、ずんぐりとした威容。

　魔導艦すら踏みつぶしてしまえそうな、常識離れした巨体である。

　ここまで大きいと、もはや獣というよりも、山が丸ごと動いているような印象が強い。

　湾曲した角が二本。その双そう眸ぼうは、真紅に爛らん々らんと輝いている。体表面はどす黒く、腹部からは蛇のような触手が無数に生えていた。

「あれは……もしかして……」

「知っているのか、ルッカ!?」

　ようやく回復したルッカに向けて、レベッカは鋭く訊たずねる。

「……ムルシエラゴ。統領の家に伝わる『古代魔獣図鑑』で、見たことある。背中に、ミスリル鉱脈を背負ってる、超大型魔獣……」

「ミスリル鉱脈を？　なんと面妖な……」

「ひとまず撤退しましょう、レベッカさん。こんな場所であいつに暴れられたら、あっという間に生き埋めですよ！」

　星冠を小脇に抱えつつ、マックスが提案する。

「うむ、賢明な判断だな。撤退するぞ！」

　レベッカの号令で、アリアンロッドとガウェインは道を引き返そうとしたが、

「いや、そっちじゃない。迷宮を逆戻りするよりも手っとり早く、地上に出られる方法がありそうだ」

「……レベッカ？」

　ルッカが小首をかしげる。

　マックスも怪け訝げんそうな顔をして、レベッカの表情を窺うかがう。

　レベッカは会心の笑みを浮かべると、魔ま槍そうを振りかぶった。そして、はるか頭上の闇を指し示したのである。





　　　　◇






　アッシュが港湾区画の入口前で馬車を止めると同時に、客車を引いていた二頭の馬は同時に膝を屈した。

　さすがに体力が尽きてしまったのだろう。だが、健けな気げな馬たちをねぎらう余裕は、今のアッシュにはなかった。

「どういうことだ……？」

　アッシュは港湾区画の入口を眺めつつ、嫌な胸騒ぎを覚えた。

　あろうことか、入口周辺には、軍服姿の男たちが詰めているのだ。

　レスピーギ市を訪れて以来、もはや見慣れた感のある、軍警察カラビニエリの兵士たちであった。

　どうやら、港湾区画は軍警察カラビニエリによって封鎖されてしまったらしい。

「ちょっと、どういうことなのよ？」

　馬車から降りるなり、エーコは眉をきりきりと吊つり上あげた。

「あれでは、港に入ることもままならんではないか……まさか、既に元首ドージエマキャベリが手を回したのか？」

　シルヴィアも不安げにつぶやく。

　と、若い兵たちにあれこれと指示を出していた中年男が、アッシュたちに気づいた。その貫かん禄ろくから察するに、どうやら部隊長のようだ。

　アッシュたちはサッと身構えたが、意外にも、隊長は直立不動の姿勢になった。

「アッシュ・ブレイク殿でありますね！　本日、港付近で不審者の目撃情報が寄せられたため、現在、この港湾区画及び、その周辺地域は封鎖中であります」

「なんだって!?」

「アッシュ・ブレイク殿をはじめ、アヴァロン聖竜皇騎士団の皆様方には、しかるべき宿泊施設ホテルが手配されたと伺っておりますが……いかなるご用件でありましょうか？」

「……そうですか」

　アッシュは動揺を悟られぬよう、冷静さを装った。

　どうやら軍警察カラビニエリは、まだアッシュたちの拘束までは命じられていないようだ。

　おそらく、これはマキャベリの牽けん制せいなのだろう。

　アッシュたちが素直に『眠れる森の美女』を官邸に持ち帰れば、軍警察カラビニエリは荒事を起こすことなく退散する。

　逆に、アッシュたちが離反した場合は──魔導艦エスカヴァロンを強奪するつもりなのだ……。

　不思議なのは、相対した隊長の態度である。

　芝居を打っているようには見えない。

　軍警察カラビニエリは純粋に、「不審者の探索任務」だと信じこんでいるらしい。末端であるがゆえに、マキャベリの真意までは、まだ伝わっていないのかもしれない。

　そもそも、アッシュたちがマキャベリに反旗を翻ひるがえしたのは、およそ三十分前のこと。

　今もコゼットがヴィットーリアを足止めしていれば、現時点のマキャベリは、帰りの遅いアッシュたちに不審を抱きつつも、「アッシュの離反」という事実にはたどり着いていないはずだ。

　付けこむ隙があるとすれば、その一点だろう……と、アッシュは思った。

　とにかく、まずはエスカヴァロンに乗りこむのが先決だろう。

　いったん浮上してしまえば、軍警察カラビニエリも手を出せなくなるのだから。

　アッシュは腹に気合を入れると、一芝居を打つことにした。

「いや、その……ちょっと艦内に忘れ物をしてしまいまして。できれば、今すぐ乗艦したいんですけど」

「なりませぬ。今夜は、なんぴとたりとも港に入れるなと、元首ドージエマキャベリ直々のご命令でありますゆえ」

　隊長は頑として譲らない。

「じゃあ、俺おれの仲間たちは？　艦内には、俺の仲間たちも残っていたはずですが？」

「問題ありません。アーニャ殿、レイモン殿、ジェシカ殿、そしてアッシュ殿の妹君には事情をご説明し、市内のホテルに移動していただきましたので」

　打てば響くように、隊長はよどみなく応じる。

「じゃあ、ドラゴンたちは？　艦内には、聖竜マエストロランスロットと地竜アーシアブリギット、水竜ハイドラリアンノンがいたはずですが……」

「無論、ドラゴンも一緒ですよ。ペット入室が可能なホテルですので、ドラゴンも例外ではありません」

　──おいおい、許容範囲が広すぎだろ！

　とツッコみたい衝動をこらえつつ、アッシュは思い悩んだ。

　現在、マキャベリに先手を打たれてしまった状態である。

　エスカヴァロンは無人となり、港湾区画全体を軍警察カラビニエリに押さえられてしまっている。

「……む？」

　と、隊長が突然、アッシュの後方に控えていたベアトリーチェに目を留めた。見る見るうちに、その表情が曇っていく。

「ところで、アッシュ殿？　そちらの少女は、どなたですかな？　見たところ、第一級指名手配犯にして、百万ヴェラの賞金首によく似ているような？」

「……っ！」

　アッシュは顔から血が引く思いがした。

　エーコとシルヴィア、そしてミラベルの背後で大人しくしていたベアトリーチェだったが──どうやら、隊長は炯けい眼がんの持ち主だったようだ。

「いや、その……」

　アッシュが口ごもっていると、隊長は腰のホルスターから拳銃を抜いた。そして、背後に向けて叫ぶ。

「指名手配犯を発見！　ただちに包囲せよ！」

　──だだだだっ！

　軍靴の響きとともに、港のほうから十数名の隊員たちが殺到した。

　どの隊員も、フラッシュ・ライトを装着した短機関銃を装備している。

　蒼あお白じろい光こう芒ぼうが、罪を暴くようにベアトリーチェに集中した。

「くっ……」

　眩まぶしさのあまり、ベアトリーチェは手で顔を覆おおった。

　先ほどとは打って変わって、隊長は冷酷な表情を浮かべている。

「アッシュ・ブレイク殿。名だたる〝英雄〟とはいえ、返答によっては、我々はあなたを拘束しなければならなくなります。くれぐれも、いい加減な返答はしないでもらいたい。そちらの少女は、どう見ても第一級指名手配犯──ベアトリーチェ・スカルラッティです。あなたは、その事実をご存ぞん知じでしたか？」

「そ、それは……」

　──くそっ、ごまかしきれない。こうなったら、軍警察カラビニエリを突破するしか……。だけど、そのためには聖騎甲アークが必要だ。エーコの魔力は回復しているんだろうか？

　アッシュはさりげなく、エーコを横目で窺うかがった。

「…………」

　あいにく、エーコは無言で、ふるふると首を横に振るのみ。

　どうやら、まだ聖騎甲アークを献けん呈ていできるほどには回復できていないようだ。

　──そうだ、姫様なら……。

　シルヴィアならば、ランスロットを召喚することも可能だ。

　とはいえ、召喚には呪文を唱える必要がある。

　召喚された聖竜マエストロは、時空を跳躍して主人のもとに駆けつけるが、それでも数秒間の隙は生じてしまう。

　これだけの銃口にさらされている今、妙な真ま似ねはできない。

「アッシュ殿？　さあ、返答を！」

　隊長の言葉が、威圧的に響く。もはや、その表情に尊敬の念はかけらも見あたらない。まさしく、犯罪者を見るような目つきだった。

「お待ちなさい。この方たちは、あたしの素性なんて知らないわ。こいつらったら、とてもお人ひと好よしでね……あたしの正体も知らずに、馬車に相乗りさせてくれたのよ」

　と、ベアトリーチェが芝居がかった口調で宣言すると、隊長の正面に進み出た。

　文字通り、アッシュたちをかばうように立ちはだかる。

　自分ひとりが犠牲になることで、アッシュたちへの嫌疑を晴らすつもりなのだ……！

「あんたたちの想像通りよ！　あたしは、栄えあるスカルラッティ家の当主──ベアトリーチェ！」

　たちまち、隊員たちの間に緊張が走る。

　──駄目だ……そんなのは駄目だ！

　アッシュは拳を握りしめた。

　ベアトリーチェひとりを犠牲にするなど、できるはずもない。

　あの黒服たちは、どんな想おもいで「お嬢」をアッシュに託したのか。

　なによりもアッシュ自身が、ベアトリーチェの力になりたいと思ったのだから──。

　その刹那、

　──どぉおおおおおおおおおおおおおんっ！

　すさまじい轟ごう音おんとともに、漆黒の巨体が港の入口に突っこんだ。封鎖用の看板やテープを一掃するほどの勢いで、暴れまわる。

「なっ、なんだ!?」

　狼ろう狽ばいする隊長。十数名の隊員たちも、なにが起こったのか判わからず、動揺している。

「おーい、アッシュ！　どうやら、お取り込み中のようだな？」

　疾風のごとく現れたのは、地竜アーシアブリギットを駆るレイモンだった。片手で手綱をさばきつつ、空いた手をぶんぶんと振っている。

「レイモン！」

　アッシュは思わず歓声をあげた。

　──ざばあああああああああああんっ！

　と、今度は港のほうから盛大な水しぶきが上がると、大蛇を思わせる生物がニュッと姿を現す。そして周囲のコンテナを蹴散らしつつ、こちらに猛進してきた。

「おーほっほっほ！　ジェシカ・ヴァレンタイン、ただいま参上ですわ！」

　水竜ハイドラリアンノンの頭上、ジェシカが堂々と名のりをあげる。

「大丈夫、アッシュ!?」

　ジェシカの背後には、アーニャも相乗りしていた。

「──兄さぁーん！」

　その直後、可か憐れんな呼び声とともに上空から舞い降りてきたのは、なんとランスロットを駆るリンダだった。

　他人の相パ棒ルを乗りこなすなど、普通ならあり得ないことだが──アッシュと同じ能力を持つリンダは、ランスロットを楽々と制せい馭ぎよしている。

「うわあああああっ！」

　陸、海、空──各方面から颯さつ爽そうと現れた、三騎。

　しかも、ランスロットもブリギットもリアンノンも魔力をみなぎらせ、今にもブレス攻撃を放とうとしている。

「正気か、お前たち!?」

「くっ、ドラゴンなんて相手にできるか！」

「早く逃げろ！　港が焼き尽くされるぞっ！」

　もはや隊員たちは総崩れとなって、潰かい走そうを始めた。

「こらぁ、貴様らっ！　それでも〝ラブロック最強〟を誇る軍警察カラビニエリかっ!?」

　隊長だけはその場に踏ふみ留とどまったが、その言葉は虚むなしく消えていくのみ。

　──ずうぅううううううんっ！

　それどころか、ランスロットが急降下したときの衝撃で、

「うわっ!?」

　隊長はぶざまに転倒してしまった。

「ぐるるるるっ……！」

　起き上がった隊長の鼻先には、ランスロットの蒼あおき双そう眸ぼうが爛らん々らんと輝いている。

「くっ、来るな！　うわぁああああっ！」

　聖竜マエストロに真っ向から睨にらまれては、隊長も形無しだった。部下のあとを追うように、ほうほうの体で逃げだしてしまう。

　過去、竜族と戦った経験をもとに、多数の魔導兵器を配備したゼファロス帝国軍ならともかく、ラブロック人の兵士には、竜族と戦った経験などはないのだろう。

　それはもう、いっそ清すが々すがしいほどの撤退ぶりだった。





　　　　◇






「兄さん！」

　着陸したランスロットから飛び降りるなり、リンダは兄のほうに向けて走りだした。

「アッシュ様ぁああああああああっ！」

　と、そんなリンダに負けじとばかりに、ジェシカも駆けこんでくる。陸上選手も顔負けの、全力疾走だった。途中、リンダを容赦なく追い越すと、一気に跳躍する。

「会いたかったですわ、アッシュ様ぁああああああああっ！」

「ジェシカ!?　おわぁあああっ！」

　ぼふっ──と、アッシュの胸に飛びこむジェシカ。奔ほん馬ばのごとき勢いに、アッシュは尻餅をついてしまった。

「ああっ……アッシュ様の匂い！　アッシュ様の感触！　アッシュ様の温ぬくもり！」

　ジェシカは全身全霊をこめて、アッシュを抱き締しめている。ふんわりとした柑かん橘きつ系けいの香りに包まれて、アッシュは悶もん々もんとしてしまったが、ジェシカの真心は純粋に嬉うれしかった。

「ありがとな、ジェシカ。絶妙のタイミングだったよ」

「はうぅうううんっ、アッシュ様！」

　ジェシカは感動に身を震わせた。

「それにしても、みんなはホテルに移動していたはずじゃなかったのか？」

　あいにくジェシカはアッシュの感触を堪能するばかりで、答えてくれない。代わりに、リンダが説明してくれた。

「……えっと、兵士さんたちの誘導が不自然というか、妙な胸騒ぎがしたんですよね」

「それだけじゃないわ。軍警察カラビニエリの連中ときたら、露骨にホテルを取り囲んで、あたしたちを監視していたの。不審者が現れたっていうから移動させられたのに、どうしてあたしたちを監視する必要があるのか……そう考えたら、納得できなくて」

　冷静な眼まな差ざしで補足したのは、アーニャだった。その双そう眸ぼうは鋭く、爛らん々らんと燃えているかのよう。今のアーニャは、以前のような戦士の顔をしていた。

「で、とりあえずエスカヴァロンに戻ってみれば……お前たちが武装した連中に囲まれてたってわけだ。まったく、肝を冷やしたぜ」

　最後に、レイモンが苦笑交じりに肩をすくめてみせた。

「本当にありがとな。みんなの機転がなかったら、今頃どうなっていたことか……」

　アッシュが感謝の気持ちを伝えると、リンダとアーニャはほんのりと頰ほおを染め、照れ臭そうに微笑ほほえむ。

　ジェシカもようやくアッシュから離れると、にっこりと微笑んだ。

「……ところで、アッシュ？　そちらの可愛かわいらしいお嬢さんは、誰だれなんだ？」

　と、レイモンが興味津々の顔で訊たずねてきた。

「えっと、彼女は──」

　アッシュが答えようとした矢先、ミラベルが冷静に口を挟んだ。

「説明は、エスカヴァロンに乗りこんでからにしましょう。わたくしたちは、一刻も早くカサノヴァに飛んで、レベッカたちを止める必要があるわ」

「それもそうですね。行こう、みんな！」

　ミラベルの言葉にうなずくと、アッシュたちは駆けだした。

　無人の港湾区画を、一直線に突き進む。

　──〝竜の尾〟を切り離すなんて、許せない。そこで暮らしている人たちのことを、なんだと思っているんだ!?

　皆を先導しつつ、アッシュは憤ふん慨がいしていた。

　改めて、マキャベリの言葉を思い出す。

　──吾わが輩はいとしては、この宝冠をしかるべき教会に奉納し、東西和睦の象徴としたいと願っているのだが。

　あのとき、アッシュはマキャベリを信頼に足る人物だと思った。

　だが、あの真摯な言葉とは対照的に、マキャベリの本音は違った。

　腹の底では、貧しい東部都市群を壊滅させるつもりだったのだ……。

　グッと拳を握りしめ、アッシュは心に誓う。

　──マキャベリの野望は、俺おれたちが必ず止めてみせる！

　ほのかな月明かりを浴びて、白銀の聖竜マエストロのように屹きつ立りつするエスカヴァロンの威容は、すぐそこまで迫っていた。





"Counterattack ～A.S.B.1366.05～" is closed.








第八話　竜の尾のテンペスト









　マックスとルッカに防御を任せつつ、レベッカは魔ま槍そうゲイ・ボルグで頭上の岩盤を掘り進め──

　ついには、地上への脱出を果たした。

　クー・フリンの巨体に続き、アリアンロッドとガウェインも地上に到達する。

　満天の星空が、三騎を出迎えた。

　蒼あお白じろく照らしだされた風景は、遺跡都市カサノヴァの南端部だった。荒涼として、住宅地の跡とおぼしき遺跡が残っているだけだ。

「うぉおおおおおおおおんっ！」

　と、クー・フリンが地属性の魔法を発動させた。

　レベッカが掘り抜いた穴が、瞬時にしてふさがれていく。

　魔獣ムルシエラゴが地上に出てこないよう、岩盤の穴を埋めた上で、さらに魔法を重ねて補強しているのだ。

「ぐるるるる……！」

　だが、クー・フリンの魔法を見守りながらも、アリアンロッドとガウェインは警戒心をあらわにしている。

「駄目……このままじゃ……来る！」

　ガウェインの背の上で、目を閉じて地下の気配を探っていたルッカが、青ざめた顔で宣告した直後だった。

　耳をつんざく轟ごう音おんとともに、大地が広範囲にわたり爆はぜ割れたのだ。

　貴重な遺跡群はことごとく崩壊し、闇の深しん淵えんに吞のみこまれていく。

「ぐるるるるぅ……」

　そして、ムルシエラゴが地上に現れた。

　もはや遺跡都市の面影など、かけらもない。まるで、ひとつの都市が魔獣ムルシエラゴに置き換わったような感がある。それほどの巨体なのだ。

　魔獣は怒りもあらわに、喉の奥で唸うなっている。

「むう……こうして見ると、あいつの背中がよく見えるな」

　敵ながら、レベッカは感心してしまう。

　上空から俯ふ瞰かんすると、ムルシエラゴの背中一面が岩盤と化しているのが、はっきりと見て取れたのだ。

　ただの岩盤ではなく、あれがミスリル鉱脈なのだろう。

　ムルシエラゴが地上に現れただけで、周囲はまばゆく照らしだされていた。その全身から発散された魔力が光輝となって、暗闇を染めているのだ。

「るぅううううううううううううううううおおおおおおっ……！」

　と、ムルシエラゴは夜空に向けて、あの不気味な咆ほう哮こうを轟とどろかせた。

「気をつけろ！　なにかをするつもりだ！」

　レベッカは素早く身構えた。

　マックスとルッカもレベッカの両脇に布陣して、キッと魔獣を睨にらみすえる。

　と、満天の星空に異変が起きた。

　どこからともなく、どんよりとした雨雲が湧き起こると、星空を覆おおい隠したのだ。

　そこに、雷鳴と暴風が重なっていく──。

「まさか……天候を操作しているのか!?」

　レベッカは思わず、驚嘆の声を漏らした。

「生きた天災ですね……」

　マックスも呆あきれ顔がおだ。

「このままじゃ、たぶん嵐になる……」

　ルッカは慎重な顔をして、夜空の様子を観察している。

　そんなルッカの言葉を裏打ちするように、ぽつり、ぽつりと水滴が落ち始め──ついには、土砂降りとなった。

　さらには暴風が吹き荒れて、嵐が訪れる。視界の片隅では、暴風のせいでオヴェリア海が荒れていた。

「いくらドラゴンでも、この悪天候では……」

　レベッカは苦渋のつぶやきを漏らした。

　クー・フリンとガウェインはなんとか耐えているが、アリアンロッドはバランスを取るだけで精一杯のようだ。

　と、ルッカがガウェインをクー・フリンの脇に寄せてきた。

「ムルシエラゴ……ミスリルを生みだす聖獣……。現地の人から……とても……崇あがめられてる。殺すわけには、いかない……と思う」

　暴風のせいで、ルッカの声は途切れ途切れにしか聞こえなかったが、いいたいことは把握できた。

「それも『古代魔獣図鑑』に記されていたのか？」

　ルッカはこくんとうなずく。

「了解だ……といいたところだが、なかなか厄介だぞ？　なんとか無力化できればよいのだが」

「レベッカさん。この冠を返せば、大人しく引き返してくれるかもしれませんよ？」

　と、マックスが暴風雨に翻ほん弄ろうされながらも、指摘する。

「うむ。それはわたしも考えた。だが、ここまで来て大人しく返却するわけにもいかんだろう？　元首ドージエとの契約もあることだしな──」

　そこまでつぶやくと、レベッカは決断した。

「マックス。君はその星冠を持って、エスカヴァロンに戻るんだ」

「どっ、どういうことです!?」

　マックスは目を剝むいた。

「文字通りの意味だ。そして、この危機をアッシュたちに伝えてくれ」

「ですが──」

　その刹那、レベッカですら予想もしていなかった現象が起きた。

　いや、起きたのではない。

　ムルシエラゴ自身が、引き起こしたのである。

　その巨体を中心に、次々と閃せん光こうが弾はじけたかと思うと、不定型の鉱石が次々と浮遊する。そして、剣や槍を彷ほう彿ふつとさせる、鋭い形状に変形したのだ。

「気をつけて……！」

　ルッカが注意をうながすと、クー・フリンとガウェイン、アリアンロッドは即座に反応した。

　金属製の武具が数十本、銀光と化して迫ってきたのである。

「ミスリルを錬成できるのか!?　どうやら、触手だけの魔獣ではないようだ」

　クー・フリンがすべての銀光を回避すると、レベッカはつぶやいた。と、ルッカが再びレベッカの脇にガウェインを寄せてくる。

「金属としては、ミスリルと同質……。だけど、とても禍まが々まがしい気配、感じる。そうでしょ、ガウェイン？」

「うぉおおん！」

　ルッカの言葉を肯定するように、ガウェインは吼ほえた。

「どういうことだ？　ミスリルとは本来、神聖な金属ではなかったのか？」

「突然変異、かも。地下世界で何百年……もしかしたら、千年単位の時間を過ごしているうちに……体内のミスリル鉱脈の属性、光から闇に、反転してしまったんだと思う……」

「さしずめ〝ダーク・ミスリル〟といったところか──マックス、早く行くんだ！」

「……解わかりました。必ず、アッシュたちを連れて戻ってきます！」

　マックスは苦渋の決断を下すと、騎首を反転させた。

「るぅううううううううううおおおっ！」

　宝冠を持つマックスが離脱の素振りを見せたことで、すかさず魔獣は反応する。

　再び金属錬成を始めたのだ。

「そうはいかん！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、魔ま槍そうを振るうレベッカ。金属武器が加速する寸前に、ことごとく叩たたき落おとしていく。

　その隙をついて、マックスは夜空の彼方かなたへと飛び去った。最初は直進飛行すら難しい様子だったが、暴風圏を抜けた途端、その騎影は閃せん光こうと化した。無事、戦線離脱を果たしたのである。

「よし。ここからが本番だぞ、ルッカ」

「この天気だと、騎竜演舞はできないけど……」

「大丈夫だ。たとえ騎竜演舞が使えなくても、君の実力は知っている。力を合わせて、ムルシエラゴを足止めしよう」

「うん……頑張る！」

　ルッカは決然とした眼まな差ざしで、左右の拳を胸の前で握りしめた。





　　　　◇






　魔導艦エスカヴァロンは、夜の海を一直線に驀ばく進しんしていた。

　今回はミラベルではなく、アッシュ自身が艦長席に座っている。

　操縦士たるアーニャの手もと──操そう舵だパネルには〝Avalon Knight Dragner〟の文字が浮かび上がり、エスカヴァロンはこれまでとは段違いの加速を見せていた。

　最近は忘れがちだったのだが、アッシュが艦長席に着くことで、エスカヴァロンは最大出力を発揮できるのだ。

「アーニャ、今です！」

　と、ミラベルが鋭く指示を出した。

　艦長席を譲ってくれたミラベルは、操舵席の周囲に並ぶ座席のひとつに着いて、甲板士官よろしくてきぱきと働いている。

「了解！　エスカヴァロン、浮上します！」

　アーニャが応じると同時に、アッシュの身体を浮遊感が包みこんだ。

　徐々に艦底が海面から離れ、ますますエスカヴァロンは加速する。

「このまま全速前進すれば、遺跡都市カサノヴァまで二時間もかからないと思うわ」

　ミラベルの言葉に、アッシュは安堵する。

　レベッカたちが星冠サーン・アヴァスを確保する前に、到着できればよいのだが──と、祈るように念じつつ。

「コゼット……」

　と、操そう舵だ室しつの片隅にぽつんとたたずんでいたシルヴィアが、ぼそりとつぶやいた。

　そう、ヴィットーリアを足止めすることで、アッシュたちを逃がしてくれたコゼットは──結局、港湾区画には戻らなかった。

　できればコゼットが戻ってから出発したかったのだが、時間が許さなかったのだ。それに、コゼットを待たずに出発することを決めたのは、シルヴィア自身でもあった。

　──これ以上、コゼットを待つ必要はない。今すぐ出発しよう。このまま待ち続けて、コゼットと合流できたとしても……きっと諫いさめられてしまうだろうからな。

　出発前、シルヴィアが告げた言葉が、アッシュの胸をよぎる。

　緊急事態のため、あのときのシルヴィアは、コゼットを置いていくという選択を採らざるを得なかったのだ。

　とはいえ、シルヴィアは今にも倒れてしまいそうなほど、顔色が悪い。

「ちょっと、あんた……なんて顔をしてるのよ？　コゼットなら必ず、笑顔であんたのもとに帰ってくるわよ。なんといっても、あのコゼットなんだからね！」

　珍しく、エーコが気を利かせて励ましの言葉をかけた。シルヴィアがあまりに落ちこんでいるので、見ていられなくなったのだろう。

「……そうだな。コゼットの強さは他の誰だれよりも、この私がいちばんよく知っているのだから──」

　シルヴィアはようやく顔をあげると、自分自身を納得させるようにつぶやいた。





　　　　◇






　魔導艦エスカヴァロンが発進してから、間もなく──一隻の小型魔導艇がエスカヴァロンの航路をたどるように、軍港を出発していた。

　船体の側面には、軍警察カラビニエリの紋章が描かれている。

　操縦席には軍警察カラビニエリの若い隊員が着き、彼にあれこれと指示を出しているのは、なんとメイド姿のヴィットーリアであった。

　一介のメイドが隊員に命令を下す光景は、傍から見れば珍妙を極きわめているだろう。

　しかもヴィットーリアは満まん身しん創そう痍いで、そのメイド服はあちこちが切り裂かれている。破れ目からは真っ白な素肌や下着が覗のぞいていて、隊員には目の毒だと思われた。

　コゼット・シェリーとスカルラッティ家の黒服たちの猛攻を凌しのぎきり、ヴィットーリアは軍港にたどり着いた。

　エスカヴァロンが停泊していた港湾区画とは違い、こちらは軍警察カラビニエリの施設だ。

　一般人は立ち入り禁止だが、ヴィットーリアは特別に出入りを許可されている。それどころか、この軍港でヴィットーリア・クレメンティを知らぬ隊員は存在しないのだ。

「……面倒臭いことになりましたね」

　真夜中の大海原を見据えつつ、ヴィットーリアは自嘲する。

　ベアトリーチェ・スカルラッティの接触を受けたアッシュは、どうやら真実にたどり着いてしまったようだ。

　こうなったら、一刻も早くエスカヴァロンを襲撃し、『眠れる森の美女』──カサンドラ第二王女の身柄を確保せねばならない。

　なおかつ、アッシュがレベッカ率いる宝冠探索チームに接触するのを、阻止せねばならない。

　元首ドージエマキャベリの野望を、叶かなえるためにも──。

「それにしても……」

　ヴィットーリアにはアッシュ・ブレイクの精神構造が理解できなかった。

　一般的には、誰だれもが長い物に巻かれたがるものだ。

　現に、ラブロックの有力者たちの大半は、元首ドージエマキャベリに忠誠を誓っている。

　栄えある元首ドージエに取り入るためとあらば、たかが東部都市群の貧民どもなど、平気で犠牲にできる連中ばかりなのだ。

　そして、東部の弱者どもが希望の星と見なしているベアトリーチェ・スカルラッティなど、しょせんは世間知らずな小娘でしかない。

　そんな小娘ひとりのためにマキャベリを敵に回すなど、ヴィットーリアの常識では考えられないのである。

　ところが、アッシュ・ブレイクは違った。

　こともあろうに、あの少年はベアトリーチェの言葉をこそ信じ、元首ドージエマキャベリに敵対する道を選んだのである。

「……アッシュ・ブレイクへの評価を、改めねばなりませんね」

　ヴィットーリアがぼそりとつぶやいた、そのときだった。

　──すとん。

　操そう舵だ室しつの隊員たちは誰も気づかなかったようだが、ヴィットーリアだけは感知したのである。何者かが、船体の側面に張りついたのを。

「……どうやら、取りつかれてしまったようですね。操縦はお任せします」

「イエス、マム！」

　威勢よく応じた隊員の声を背に、ヴィットーリアは操舵室をあとにした。そして、後部甲板に佇ちよ立りつする人影を見て、呆あきれたように溜ため息いきを吐いた。

「コゼット・シェリー……あなたという人は、しつこいにもほどがありますね」

「うふふ。地獄の底まででも、追いかける所存ですわ」

　激しい海風に煽あおられつつ、ふたりのメイドは真っ向から対たい峙じする。

　コゼットのメイド服もまた、生地のあちこちが破け、真っ白なエプロンに至いたっては原形を失っていた。

「わたくしとしたことが、あなたの先行を許してしまうなんて……お恥ずかしい限りですわ。こんなことでは、姫様の専属メイドとして失格ですわね」

　相変わらず、コゼットはのほほんとしている。

　ただし、その目は決して笑っていない。

「まったく……とんでもない化け物ですね、コゼット・シェリー」

「あらあら。それはあなたのことではありませんか、ヴィットーリア様。スカルラッティ家の皆さんを、完膚無きまでに叩たたきのめしておきながら、どの口でそんなことをおっしゃるのかしら？」

「あの黒服どもと一緒に、あなたも倒れていれば良かったのですよ」

「そうは参りませんわ」

　その刹那、両者は同時に甲板を蹴った。

「はぁあああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、ヴィットーリアの拳がコゼットを狙う。

　ヴィットーリアの専門は、ラブロック地方に伝わる民族武闘術「ベルサリオ」だ。端的にいえば、銃撃と近接格闘をミックスさせたものである。

　ただし弾は尽きているので、これから始まるのは単純な肉弾戦に他ならない。コゼットの到着がもう少し遅ければ、弾薬の補充もできたのだが……。

「まだまだですわ！」

　ほとばしる気合とともに、コゼットも猛進する。ヴィットーリアの拳を紙一重で受け流すと、捨て身のカウンターを放つ。

　ごっ……と鈍い音がして、ヴィットーリアの顎あごを直撃。一瞬、膝がカクンと崩れそうになったが、なんとか耐えた。

「くっ！」

　ヴィットーリアはいったんコゼットから飛び離れると、

「やはり、互いの技ぎ倆りようは互角のようです。となれば、雌し雄ゆうを決するための要素は、ただひとつ。それは──」




「「主君への愛！」」




　今、メイドふたりの声がぴたりと重なる。
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　遺跡都市カサノヴァを目指し、エスカヴァロンは夜間飛行を続けている。















　と、ナヴィーが操そう舵だ室しつに降臨すると、艦長席の脇に立った。

「マックスが宝冠らしきアイテムを持って、こちらに接近してくるわ。距離は約二千。あいにく遺跡都市カサノヴァのほうは不自然な暴風雨に巻きこまれていて、わたしの知覚能力すら阻害されているけれど……どうやら、既にムルシエラゴが暴れだしているみたい」

「遅かったか」

　アッシュは奥歯を嚙かみ締しめた。

　マックスが単騎で、しかも宝冠を所持して戻ってきたということは、レベッカとルッカはカサノヴァ市に残っているということだ。

　その理由は、おそらくふたつ。

　ひとつは、宝冠を預けたマックスを確実に逃がすため。

　もうひとつは、怒れるムルシエラゴが市外に出て、周辺の諸都市に被害を拡大させるのを防ぐため。

　あのレベッカなら、そこまで考えて行動しているはずだと、アッシュは思う。

　アッシュが沈思にふけっていると、アーニャが鋭い口調で報告した。

「マックスとアリアンロッドを、肉眼でも確認したわ。こっちに向かってくる！」

「よし、まずはマックスと合流しよう」

　それから数分後──。

　マックスは無事、エスカヴァロンに帰ってきたのだった。




「マックス！」

　アッシュとレイモンは矢も楯たてもたまらずに、単騎で帰ってきた親友を出迎えるべく、竜舎代わりに使っている格納庫に飛びこんだ。

　先ほど収容されたばかりのアリアンロッドが、身体をぶるぶると揺すって、水滴を飛ばしている。

　アリアンロッドの周囲には、大きな水みず溜たまりができていた。

　水竜ハイドラのリアンノンだけは喜んでいるが、ランスロットとブリギットは冷たい水滴を明らかに避けている。

　ちょうど鞍くらから飛び降りたマックスも、頭の先から足の先までずぶ濡ぬれだった。

「なにがあった、アッシュ？　レスピーギ市に戻る途中、いきなりエスカヴァロンに出くわしたから驚いたぞ」

　アッシュとレイモンの顔を見るなり、マックスは冷静に訊たずねてきた。

　そう、アッシュたちがエスカヴァロンで移動していること自体、まだ真相を聞かされていないマックスにとっては、異常事態なのである。

　アッシュが事情を説明しようとした矢先、

「その冠は、まさか……！」

　格納庫の入口で叫んだのは、ベアトリーチェだった。「マックスが宝冠らしきアイテムを持って──」と聞いたことで、居ても立ってもいられなくなったのだろう。

　ベアトリーチェは震える指で、アリアンロッドのほうを指さしている。

　アリアンロッドの鞍には、古びた冠が鎖で吊つるされていた。

　星ほし屑くずのように煌きらめいて、見るからに神々しさが伝わってくる。

「あちゃー……やっぱり、ここまで持って来ちゃったのか」

　レイモンが頭を抱えるような仕草をしたので、マックスは表情を曇らせた。

「おい、レイモン。僕たちの苦労をなんだと思っている？　レベッカさんとルッカは、今も遺跡都市で戦っているんだぞ？　いや、それよりもアッシュ──見慣れない女子が乗艦しているようだが、彼女は一体……？」

　眼鏡ごしに、怪け訝げんそうな視線を向けるマックス。

「紹介するよ。彼女はベアトリーチェ・スカルラッティだ」

「なんだとっ!?」

　マックスは警戒感もあらわに、身構えた。

「いや、しかし……ベアトリーチェ・スカルラッティといえば東部マフィアの代表格で、醜悪な豚女ではなかったのか？」

「あぁもう！　ほんっと失礼しちゃうわね！」

　大真面目なマックスに対して、ベアトリーチェは怒り心頭である。

　マキャベリがアッシュたちに提供した人相書きは、今なお尾を引いているのだった。

「できれば、今すぐ風呂に入って身体を温めてほしいところだけど……まずは、お互いの情報を交換しよう。操そう舵だ室しつに来てくれるか？」

「ああ、無論だ」

　当然とばかりに応じると、マックスは宝冠を鎖から外した。
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　操舵室にて、アッシュたちはマックスの報告を受けた。

　アッシュの予想通り、遺跡都市カサノヴァでは、怒れる魔獣ムルシエラゴを足止めすべく、レベッカとルッカが戦っているという。

　アッシュもまた、マックスにこれまでの経緯を語り聞かせた。

「元首ドージエマキャベリが〈七翼将〉だと？　しかも、僕たちを利用して、東部都市群を壊滅させる腹だったとは……」

　普段は冷静なマックスでさえ、怒りのあまり拳を震わせている。

「懸けん案あん事項は山ほどあるが、最優先事項はやはり、魔獣ムルシエラゴの暴走を止めることだな」

　シルヴィアの言葉に、一同は重々しくうなずいた。

　本当はコゼットが心配でたまらないはずなのに、シルヴィアは会議に意識を集中させている。アッシュの瞳に、そんなシルヴィアの姿は健けな気げなものに映った。

「このままムルシエラゴが暴れ続けたら、被害は遺跡都市カサノヴァに留とどまらず、東部全域に広がる可能性があるわ。そうなったら、ベアトリーチェが守るべき東部諸都市は壊滅よ。元首ドージエが目もく論ろむ棄き民みん政策が実現してしまうわね……」

　と、今度はミラベルが深刻な顔で告げた。聖遺物の研究者としては、マックスが持ち帰った「星冠サーン・アヴァス」も気になるところだろうが、そちらには目もくれず、真剣に考えこんでいる。

「マックスには悪いけど、この星冠をムルシエラゴに返還するってのはどうです？　ムルシエラゴは、大事なお宝を奪われたのが気に入らないんでしょう？　だったら……」

「……それはどうかしら？」

　アッシュの意見に反論したのは、ベアトリーチェだった。

「たとえ返却して、ムルシエラゴが地下に戻ってくれたとしても、マキャベリは別の方法で星冠を奪おうとするかもよ？　そうしたら、ムルシエラゴは再び地上に出てくるわ。この聖遺物は、いっそのこと……マキャベリへの牽けん制せいとして、あなたたち──アヴァロン聖竜皇騎士団が押さえておいたほうが安全かもしれない」

「それは構わないけれど……問題はムルシエラゴね。わたくしたちが星冠サーン・アヴァスを確保した場合、ムルシエラゴは黙っていないでしょう。かといって、魔獣狩りを敢行するのは忍びないわね。魔獣呼ばわりされているけれど、元々、ムルシエラゴは神聖な獣だといわれているわ。そうでしょう、ベアトリーチェ？」

「はい。古代においては、ミスリルを人類に与えていたとか……。正直、体内のミスリルの属性が反転してしまっているなんて、信じられないです」

　ミラベルの問いかけに、ベアトリーチェは沈痛な面持ちでうなずいた。

「俺おれも、ムルシエラゴを狩る気にはなれない。人間たちの勝手な都合でお宝を奪われた挙げ句、殺されてしまうんじゃ……可哀かわい想そうすぎる」

　アッシュが自分の意見を述べたそのとき、

「──ムルシエラゴが誘発したと思われる暴風圏を、肉眼で確認！」

　操そう舵だ席から、アーニャの鋭い声が飛んできた。

「現在、暴風圏は遺跡都市近郊に停滞中！　……というか、遺跡都市なんて影も形も残っていないわ！」

「なんてこった！」

　アッシュは慌てて窓際に駆けよった。エーコたちも会議を中断し、遺跡都市カサノヴァの跡地に視線を巡らせる。

　エスカヴァロンの位置から見下ろすと、灰色の球体がゆっくりと移動しているように見える。その球体こそ暴風圏であり、もはや魔導結界に等しい。

　もし、星冠を追い求めるムルシエラゴが東部全域で荒れ狂ったら、文字通り〝竜の尾〟は切り離されてしまうだろう。

　あの暴風圏がまだ遺跡都市に留とどまっているのは、きっとレベッカとルッカが奮戦しているからだ──と、アッシュは確信した。

「まずいわ。あの暴風圏……ゆっくりとだけど、東部方面に移動している……」

　と、ベアトリーチェが苦渋の顔で告げた。

「このままじゃ、ムルシエラゴは……東部都市群に突っこむわ」

　どさっと、ベアトリーチェはその場で膝をついてしまった。

　その表情からは、もはや絶望しか感じられない。

「大丈夫だ、ベアトリーチェ」

　アッシュ自身、これほどの猛威を前に、不安がないわけではない。

　だが、ベアトリーチェを安心させるために、あえて力強く断言してみせた。

「まずはレベッカさんとルッカに合流する。なんとかムルシエラゴが戦意を失ってくれるように、俺おれたちにできることをやろう。出撃するのは──」

「まずは私だ」

　シルヴィアが凜りんとして、申し出る。

「僕だって、まだ戦える。竜騎士ドラグナーは一騎でも多いほうがいいだろう」

　全身びしょ濡ぬれのマックスも、真顔で告げた。温かい風呂に入っている時間は、どうやらなさそうだ。

「わたくしとリアンノンは、お留守番でしょうか。非力な水竜ハイドラが出ていったところで、どうにかなる状況だとは思えませんし……」

　ジェシカが無念そうに、しょんぼりとしてうつむく。

「右に同じだな」

　対照的に、レイモンは苦笑すると、肩をすくめてみせた。

「そうだな。ふたりはここに残って、万が一のときにはエスカヴァロンを護まもってほしい。軍警察カラビニエリの連中が追ってこないとも限らないし。問題なのは、俺だよな……」

　そう、アッシュ自身も出撃するつもりだが、エーコは竜化ドラグナイズを封じられている。

　現状、エーコに騎乗して出撃するのは無理なのだ。

　シルヴィアに相乗りを頼もうかとも思ったが、あれだけの暴風圏内では、ささいな原因でも命取りになりかねない。相乗りは控えたほうがいいだろう。

「ははっ。なにを悩んでるんだよ、アッシュ。お前なら簡単だろ？　俺のブリギットに、エーコちゃんと一緒に乗ればいいんだよ」

　と、レイモンが自信たっぷりの笑顔を浮かべて、宣言した。

「思い出せ、アッシュ。聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトのときみたいに、エーコちゃんの力を借りて、ブリギットを聖竜マエストロ化するんだ」

「気持ちは嬉うれしいけど……でも駄目だ」

「どうしてだ!?」

「覚えているか、レイモン？　エーコがブリギットを聖竜マエストロ化している間、お前は一時的とはいえ、エーコに〈星刻〉を譲り渡すことになるんだ」

「それは……」

「竜飼い人ブリーダーにとって、〈星刻〉を失うことがどれほど心細いか……できれば、あの手段は二度と使いたくない」

「そんな綺き麗れい事ごとをいってる場合か!?　あのときだって、ちゃんと元に戻ったんだし、きっと大丈夫さ！」

「だけど──」

「ああもう、もどかしいですわ！　そういうことでしたら、いっそリアンノンを聖竜マエストロにしてあげてくださいな！」

　と、突然、ジェシカが男ふたりの間に割りこんできた。

「「ジェシカ!?」」

　声を合わせて、アッシュとレイモンはジェシカを見つめる。

「もちろん、考え無しに提案したわけじゃありませんわよ？　先ほど、わたくしはリアを非力だといいましたけど、聖竜マエストロになれば話は別ですわ。水竜ハイドラ出身の聖竜マエストロは、最高レベルの水属性を持ちます。そして、ああいう天候操作系の超高度魔法もまた、いってしまえば水属性魔法の範はん疇ちゆうなのですわ」

「じゃあ、もしかして……!?」

　アッシュはようやく、ジェシカの意図を悟った。

「はい！　たかが暴風雨ごとき、ものともせずに飛行できますわよ！」

「ジェシカ、そこまで考えてくれていたのか……！」

「それと、もうひとつ。仮に、わたくしの〈星刻〉がエーコちゃんに委譲されたまま、戻ってこなくなったとしても、決して後悔はいたしません！」

「いや待て！　それだけは──」

「いわせてください、アッシュ様。その場合、わたくしは大人しく騎竜学院を退学して、アッシュ様のお側そばに仕えますわ！　もちろん子こ胤だねを頂戴します！　ですから、レイモンさんに対するような遠慮は無用ですわっ！」

「ジェシカ……」

　いっていることは滅め茶ちや苦く茶ちやだが、ジェシカの一途な想おもいだけは伝わってきた。思わず胸にグッときたほどである。

　それに、荒れ狂う暴風雨の中では、確かに水竜ハイドラ出身の聖竜マエストロは適任だろう。

「ジェシカのこと、少し見直したかも……」

「うむ。今回ばかりは、ジェシカのほうが正論だ」

　普段、ジェシカの突飛な言動には目くじらを立てるエーコとシルヴィアでさえ、今はジェシカを素直に誉ほめている。

　アッシュは心を決めた。

「ありがとう、ジェシカ。少しの間だけ、リアンノンを貸してくれ」

「はいっ！」

　ジェシカは満面の笑みで応じてくれた。

「問題なのは、聖竜マエストロ化の方法をエーコが覚えているかどうかだけど……」

　アッシュがエーコの横顔をちらりと窺うかがうと、

「なっ、なんとかなるわよ……たぶんね」

　いまいち自信のなさそうな言葉が返ってきた。

　と、じっと黙って会議を見守っていたナヴィーが、エーコの肩に手を置いた。

「大丈夫よ。あのときの現象なら、わたしなりに分析もすませているし、助言くらいはできるから」

「ありがとう、ナヴィー」

　アッシュがホッとして、ナヴィーに感謝の言葉を告げると、

「あの、兄さん……気をつけてくださいね」

　リンダが見るからに心配そうな顔をして、駆けよってきた。

「大丈夫さ。今までだって、みんなと力を合わせれば、なんとかなってきたんだ。それよりも、またリンダを危ない目に巻きこんでしまって……すまないと思ってる」

「そんな、謝る必要なんてありません！」

　その瞬間、リンダは弾はじかれたように、アッシュの胸に顔をうずめた。

「リンダ!?」

「むしろ、リンダは兄さんのことを誇りに思っています。田舎で、同年代の子にいじめられていたリンダを、何度も助けてくれた兄さん……たとえ騎士団長になっても、兄さんの本質は、あの頃と全然変わっていません。リンダは、とっても嬉うれしいです──」

　アッシュの腕の中、リンダは照れ臭そうに微笑ほほえむのだった。
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　遺跡都市カサノヴァ、高度五十メートル付近の空域。

　レベッカとルッカは奮戦を続けていたが、防戦一方に追いこまれつつあった。

　──ごぉおおおおおおおおおおおおおおおっ……！

　吹き荒れる暴風。そして豪雨。目を開けているのも、やっとの状態である。

　クー・フリンとガウェインはなんとか安定性を保っているが、通常飛行よりも大量の魔力を消耗している結果だ。

　あまり戦闘を長引かせるわけにはいかなかった。

「まさか、これほど厄介な魔獣だとはな……」

　クー・フリンの頭上、さすがのレベッカも焦りを感じつつあった。

　ムルシエラゴは明らかに、移動を始めているのだ。

　市外に持ち出された宝冠を、追い求めるかのように──。

　問題なのは、ムルシエラゴの体表面を覆おおうミスリル鉱脈だった。

　竜族の魔法攻撃を、呆あつ気けなく吸収してしまうのだ。

　レベッカの魔ま槍そうゲイ・ボルグにしても、元々はクー・フリンの魔力によって構築された武装である。魔法攻撃である以上、例外ではなかった。

　魔法攻撃を吸収すればするほど、ムルシエラゴが強化されていくのを、レベッカは肌で感じとっている。

　これ以上の攻撃は、無意味どころか危険だ。

　魔法攻撃を当てることは、ムルシエラゴに餌をやっているに等しい。

　かといって、物理攻撃を仕掛けようにも、ムルシエラゴはダーク・ミスリル製の武器を錬成し、次から次へと飛ばしてくるのだ。

　そもそも、仮に弾幕をかいくぐり接近できたところで、有効な物理攻撃手段など思いつかない。

　ムルシエラゴは体たい軀くは山岳のごとく巨大で、クー・フリンでさえ幼竜に思えてしまうほどだ。仮にクー・フリンとガウェインが渾こん身しんの体当たりを食らわせても、蚊ほどにも感じないだろう。

「ルッカ、奴やつの足場を崩そう。ここなら無人の荒野だから、被害も出ない。そうしなければ、奴は東部都市群にたどり着いてしまう！」

「解わかった……ガウェイン！　魔獣本体じゃなくて、地面を撃って！」

　ルッカの命に応じて、ガウェインが雷竜衝破ライトニング・ブラストを放つ。

「お前もだ、クー・フリン！」

　クー・フリンも高位魔法、赤銅の熔竜灼破カツパーレツド・ラーヴア・フロウを盛大に炸さく裂れつさせた。

「ぐるるるるるるぉおおおおおおおおおおおおおん……！」

　ムルシエラゴが、怒りと苦く悶もんの叫びを響かせた。

　足場が一気に崩壊し、魔獣の四し肢しが吞のみこまれたのだ。

　生みだされた大量の瓦が礫れきは、魔獣の四肢を封じつつ、地下迷宮の第一層を埋めつくしていく。

「よし、これで少しは時間が稼げ──」

　その瞬間、レベッカは異様な胸騒ぎを覚え、ぞくりとした。

　まるで、死線に立たされたかのような恐怖──。

「ルッカ！」

　それは、確信があっての行動ではなかった。

　ほとんど本能的に、レベッカはルッカの背後にクー・フリンを移動させていた。

「レベッカ……？」

　ルッカがきょとんとした刹那、レベッカはクー・フリンもろとも横殴りにされていた。

「ぐはっ……！」

　咄とつ嗟さにクー・フリンが防御魔法を展開していなければ、レベッカの命運は尽きていただろう。それほどの衝撃だった。

　レベッカを襲ったのは──砲弾のごとく飛来した、巨大な岩石だった。

　ミスリル錬成攻撃の場合、金属自体がぎらぎらと光こう芒ぼうを放つため、実は視認しやすいという弱点があった。竜族の機動力ならば、なんとか回避はできたのだ。

　巨岩を砲弾よろしく撃ちだす攻撃にしても、それ自体は単純極きわまりない。

　だが、最初にミスリル錬成だけをこれ見よがしに披露された直後だけに、レベッカもルッカも完全に虚を衝つかれた。

　まさか、敵が無造作に岩石を放ってくるとは、予想もできなかったのである。それに、岩石は完全に、夜の闇と同化していた。

「うぉおおおおおおんっ！」

　クー・フリンが苦渋の叫びをあげる。

　ドラゴンの体たい軀くに匹敵する巨岩は、防御シールドもろとも、クー・フリンを吹き飛ばしていた。

　きりもみ降下の末に、クー・フリンは遺跡のど真ん中に墜落する。

　──ずぅうううううんっ……！

　落下の衝撃はすさまじく、レベッカは息が詰まりそうになった。荒野の地面をえぐりつつ、クー・フリンの身体は猛スピードで横滑りを続け、やがて静止した。

「レベッカ……レベッカ！」

　ルッカが叫びながら、ガウェインを降下させる。

　あまり感情をあらわにしないルッカが、今は心を乱していた。ガウェインが着陸するなり、クー・フリンの頭部に飛び移る。そして、レベッカの肩を抱いた。

「大丈夫!?　レベッカ、レベッカ……！」

「うぐっ……大丈夫……だ……」

　ルッカを心配させまいと、レベッカは気丈に応じる。だが、額からは血がにじみ、視界を赤く染めている。おそらく、肋ろつ骨こつにもヒビが入ってしまっただろう。

　ルッカを心配させまいと気を張った直後、聖騎甲アークが光の粒子となって消失した。決死の覚悟でレベッカを守り抜いたクー・フリンが、ついに気を失ったのである。

「レベッカが、護まもってくれなければ……わたしとガウェイン、撃ち落とされてた……」

　ルッカは涙を浮かべながら、レベッカの血を拭う。

「気にするな。それよりも、奴やつを……足止めしなければ…………」

　レベッカはなんとか上体を起こそうとしたが、全身にズキリと痛みが走った。思わず顔をしかめてしまう。

「無理だよ、レベッカ……。クー・フリンは倒れたし、ガウェインの魔力だって……あとわずか」

「そんなことはいっていられないぞ、ルッカ。見ろ！」

　レベッカは鋭く叫ぶと、ルッカをうながした。

　──ずん、ずん、ずん……。















　再び大地に足を着けたムルシエラゴは、もはやレベッカとルッカには見向きもせずに、進撃を始めたのだ。

　その巨体が離れつつあることで、暴風圏も着実に移動している。

　一見、魔獣の挙動はゆったりとしているが、巨体ゆえに一歩の間隔は大きい。

　文字通り、山岳が移動しているかのような光景だった。

　その巨大な足跡には、どす黒い金属が芽生えて、鈍い輝きを放っている。白銀とは違って、黒みを帯びた銀色だった。

　ムルシエラゴが進むにつれて、ダーク・ミスリルの道が形成されつつあるのだ。

「くっ、まずいぞ！　奴の進行方向には……」

　ムルシエラゴの視線の先には、一般市民が住まう東部都市群が存在する。

　東部都市群とは、中央のスカルラッティ市を中心に、小さな工房都市が密集している地域を指す。

　あんな魔獣の通過点となったが最後、街は阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化すだろう。遺跡都市カサノヴァは無人だったが、東部都市群には数十万の人々が生活しているのだ。

「わたしとガウェインで、なんとかする！　レベッカ、ここで休んでて……！」

　その刹那、ルッカが立ち上がると、ガウェインの背に戻った。あっという間に飛ひ翔しようして、ムルシエラゴの背後に迫る。

「待て、ルッカ！　単騎でどうにかできる相手では──」

　レベッカの不安は的中し、ルッカはムルシエラゴに接近することもできない。魔銀と巨岩の二段攻撃に翻ほん弄ろうされた直後、鞭むちのようにしなる触手の一撃に襲われる。

「ぐぉおおおんっ！」

　ガウェインが紙一重でかわしたものの、あまりの急旋回に耐えきれず、ルッカの小さな身体は夜空に放りだされる。

「きゃああああああああっ……！」

　夜空を裂くような悲鳴とともに、ルッカの身体が宙で弧を描く。

　愛する主人を護まもるべく、ガウェインが雄お叫たけびをあげたが、その体たい軀くには次々と触手が巻きついていく。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　飛ぶことすらままならず、ガウェインは身み悶もだえして咆ほう哮こうする。

　レベッカの顔から血の気が引いた。

　あの高さから落下して地面に叩たたきつけられたら──即死は免まぬがれない。

「ルッカぁああああっ！」

　レベッカが絶望に駆られて叫んだ、まさにそのときだった。

　闇夜を駆ける彗すい星せいのごとく、一条の光こう芒ぼうがほとばしったかと思うと──何者かが、ルッカの身体を受けとめたのである。

　それは紛まぎれもなく、総勢三騎の竜騎士ドラグナーたちであった。

「お待たせしました、レベッカさん！」

　その先頭を疾しつ駆くする一騎こそは──。

　間一髪、先ほど空中でルッカを受けとめたアッシュだった。

　見慣れぬ聖竜マエストロの頭部に直立騎乗し、エーコ謹製の聖騎甲アークを装備している。

　白銀の勇姿は、中天にかかる月のごとく煌きらめいていた。

「なんとか間に合ったようね」

　アッシュの背後には、エーコが堂々と仁王立ちしている。

「大丈夫ですか、レベッカさん!?」

　続けざま、ランスロットを駆るシルヴィアが飛来する。蒼あおき聖騎甲アークをまとい、既に聖騎銃アロンダイトを構えている。たった一発の射撃で、ガウェインを束縛していた触手群を破断させた。

「遅れてすみません、レベッカさん！」

　さらには、アリアンロッドを駆るマックスも続く。

　レベッカの期待に応え、マックスはアッシュたちを連れてきてくれたのだ。

「必ず、来てくれると……信じていたぞ」

　緊張の糸が切れ、レベッカの意識は闇の底へと沈んでいった。
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「ルッカはレベッカさんの介抱を頼む！　姫様、マックス──行くぞ！」

　ルッカの身をガウェインに託しつつ、アッシュは指示を飛ばした。

「気をつけて、アッシュ……ムルシエラゴの身体、魔法攻撃を吸収する。金属錬成の魔法も、使ってくる。あと、岩も飛ばしてくるから……気をつけて」

　ルッカは心配げに告げると、レベッカの墜落地点へと飛んでいった。

「見た目は牛なのに、得意技が多すぎだな」

「魔法攻撃を吸収というだけでも一大事なのにな……」

　アッシュとシルヴィアが呆あきれた声をあげたとき、闘牛を思わせる巨獣の双そう眸ぼうが、爛らん々らんと光り輝いた。

　膨大な魔力の波動が、大気を震わせる。

　その巨体は、おそらく魔力の膜で覆おおわれているのだろう。降り注ぐ雨滴はことごとく、ムルシエラゴの体表を濡ぬらす寸前に蒸発しては、水蒸気の煙をあげるのだ。

　やがて、ムルシエラゴの体たい軀くを中心に、次々と金属兵器が錬成されていく。

　刀剣類のほうは、巨大な斬馬刀、幅広の長剣、細身の中型剣、短剣などなど。片刃から両刃まで、種類豊富である。

　長柄武器のほうは、騎士槍、鉾ほこ、薙刀なぎなた、槍そう斧ふ……さらには鉄球を吊つるした連枷からざおに棍こん棒ぼうなど、一体どこで覚えたのだろうと不思議になるほど、こちらも枚挙にいとまがない。

　見た目こそ牛に似ているが、実は竜族並みに博識な獣なのではないか……と、アッシュは思った。

「るぉおおおおおおおおおおおおあああああああああああっ！」

　その刹那、壮絶な咆ほう哮こうとともに、大量の金属武器がいっせいに射出される。

「振り落とされるなよ、エーコ！」

「はっ！　あたしを誰だれだと思っているの？」

　頼もしい返事とともに、エーコの存在を聖騎甲アークごしに感じる。

　ジェシカの予想は大当たりで、聖竜マエストロと化したリアンノンは、横殴りの暴風雨をものともせずに、軽やかに舞い上がる。

　その機動力は、ランスロットとアリアンロッドの比ではなかった。

　迫りくる金属武器を華麗に回避する、聖竜マエストロリアンノン。

　あたかも大海原を悠々と泳いでいるかのように、豪雨の中を舞い踊る。

　雨足が強くなればなるほど、リアンノンの力は増すのだった。

「ぐるるるるるっ……」

　アッシュたちが現れたことで、幸いにもムルシエラゴは足を止めている。

　叩たたくなら、今が唯一絶対の好機だろう。ムルシエラゴの進行方向には、東部都市群が密集しているのだ。

　そこには、ベアトリーチェが護まもるべき民が住んでいる──。

「小こ癪しやくなっ！　これでも食らえ！」

　と、防戦一方だったシルヴィアが、聖騎銃アロンダイトを発砲しようとする。

「駄目だ、姫様……！」

　ルッカの言葉を思い出し、アッシュは叫んだ。

「くっ！　そうか、あのミスリル鉱脈が、魔法攻撃を吸収するのだったか……！」

　間一髪で、トリガーから指を離すシルヴィア。

　その隙をついて、ムルシエラゴが触手を走らせる。

「危ない、姫様！」

　アッシュの声に応じて、リアンノンがブレスを放つ。迫りくる触手は、瞬時にして破裂した。

　触手自体には、魔法吸収能力はないようだ。紫色の体液をちらしつつ、グロテスクな断片が宙を舞った。

「触手を叩いても、キリがないな。本体を叩かないと……魔力を吸収するとなれば、物理攻撃しかないよな。だけど、あんな固そうな奴やつ、どうやって……」

　考えこんでしまうアッシュ。

　きっとレベッカとルッカも同じ問題に直面したのだろう。

「……ん？」

　迫りくる金属武器を紙一重でかわしつつ、アッシュは気づいた。

　魔獣の背面部を覆おおいつくすミスリル鉱脈だが、ムルシエラゴが金属錬成をするたびに、不気味に発光する。

　網目状に輝く銀色を見ているうちに、アッシュは毛細血管を想起したのだった。

「ナヴィー、聞こえるか？　あいつの背面部にあるミスリル鉱脈だけど……あれって、実はあいつの生命線じゃないのかな？　動物にたとえるなら、心臓から伸びる血管みたいな役割を果たしているんじゃ──」

『その可能性は高いわね。それこそが、長寿命の秘ひ訣けつなのかもしれないし』

　遣竜工房で待機中のナヴィーは、すかさず応答してくれた。

「だったら、こういう作戦はどうだ？」

　アッシュは自分のアイデアを脳裏に描くと、ナヴィーに伝達した。

『……呆あきれたわね。でも、やってみる価値はあるわ。このまま回避運動を続けてばかりだと、先に魔力を消耗して力尽きるのはあなたたちのほうだし』

「よし、決まりだな」

　アッシュは力強くうなずくと、

「姫様！　マックス！　時間がないから詳しい話はできないけど、あいつの注意を引いてくれないか？　その間に、俺おれはあいつの背中に降りてやる！」

「なっ、正気か!?　いくらお前でも、あいつは魔獣であって、ドラゴンではない！　乗りこなすなんて無理だぞ！」

　呆あきれたように言葉を返すシルヴィアに対し、アッシュは笑顔で応じた。

「そうじゃないさ、姫様。もちろん、俺にだって魔獣を乗りこなすのは無理だろう。そうじゃなくて、あいつを倒せるかもしれない方法を、ひとつだけ思いついたんだ」

　すると、マックスが暴風雨に煽あおられつつも、なんとかアリアンロッドを寄せてきた。

「アッシュ！　このままじゃ埒らちが明かないのは確かだ。アイデアがあるのなら、試すべきだと僕も思う！」

　マックスは対アンネゲルト戦に引き続き、またしても眼鏡を失っていた。髪も濡ぬれそぼり、額から頰ほおにかけて水が滴っている。だが、本人は気にも留めていない。

　マックスの鬼気迫る様子を見て、シルヴィアも腹をくくったようだ。

「よし、囮おとりの役は私とマックスに任せろ！」

「──囮役なら、あと二騎は居るぞ」

　そのとき、アッシュたちの脇から声がかかった。

　アッシュが振り返ると、クー・フリンの巨きよ軀くが浮かび、その頭部にはレベッカが騎乗している。さすがに片膝をついているが、表情からは強きよう靱じんな意思が感じられた。

「大丈夫なんですか、レベッカさん!?」

　レベッカもクー・フリンも、ともに満まん身しん創そう痍いである。特に、レベッカのほうは聖騎甲アークを失っているし、衣服もあちこちが破け、下着や素肌が覗のぞいてしまっている。身体のあちこちからは血がにじみ、鉢巻きのように巻いた白布も赤く染まっていた。

「ふっ。実は数秒間ほど、気を失っていた。クー・フリンにしても、先ほど目覚めたばかりだ。とはいえ、囮なら数が多いにこしたことはないだろう？」

　肩をすくめて微苦笑を浮かべるレベッカだが──本当は立っているのがやっとなのではないのかと、アッシュは心配になった。

「ですが……」

「ただでさえ、無尽蔵の弾幕を張れる怪物なんだ。奴やつの身体に取りつくのは骨だぞ？　それに──東部都市群はもう、奴の目と鼻の先まで迫っている……！」

　アッシュに活を入れるように、レベッカは毅き然ぜんとして告げた。

　事実、レベッカの視線を追うと──魔獣は着実に前進していた。ゆったりとした動作だが、その巨体ゆえに歩幅は大きい。

　魔獣の前方には、既にスカルラッティ市と思われる中型都市が迫っていた。

「……わたしも、まだ行ける」

　レベッカの脇では、ルッカも勇ましく告げた。目立った外傷は見られないが、ガウェインの魔力はあとわずかだろう。それでもルッカの表情はきりりとして、なんら不安を感じさせない。

『わたしも念話を使って、みんなを補佐バツクアツプするわ。さあ、行くのよアッシュ！』

　さらには、ナヴィーも遣竜工房から思念を送ってくれた。

「みんな……ありがとう！」

　もはや、迷うことはなにもない。

　各騎が散開し、ムルシエラゴの周辺に展開するのを見届けると、アッシュは背後のエーコに声をかけた。

「……よし。俺おれたちはいったん離脱して、ムルシエラゴの隙を窺うかがうぞ」

「承知よ！　さっさと倒して、エスカヴァロンに戻らないとね。熱いシャワーを思いっきり浴びたいわ」

　エーコは威勢よく応じると、ずぶ濡ぬれの身体を見下ろした。

　ふわふわだった髪は、雨滴のせいでペタンとしている。ぐっしょりと濡れた制服の生地も、肌にぴたりと張りついている。そのせいで、身体のラインがくっきりと浮かび上がっていた。

「さあ、リアンノン！　あたしの身体を通じて、アッシュの星精アストラルをたっぷりご馳ち走そうしてあげるから、頑張ってよね！」

　今、エーコの手にはジェシカの肌に刻まれていた〈星刻〉が委譲されている。

　エーコの強烈な意志に応じて、その〈星刻〉が深紅に輝いた。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　栄えある聖竜皇に発はつ破ぱをかけられ、聖竜マエストロリアンノンは盛大な咆ほう哮こうを轟とどろかせた。





　　　　◇






「──るぉおおおおおおおおおおあああああああああああっ！」

　ムルシエラゴの禍まが々まがしい雄お叫たけびが炸さく裂れつする。

　夜空には新たな黒雲が湧き起こり、さらなる猛雨が降りしきる。

　暴風も強くなる一方だった。

「くっ、隙がなさすぎる！　四騎で挑んでも、弾幕をこじ開けられんとは！　その上、奴やつはアロンダイトの魔弾をも吸収してしまうのだからな……！」

　次々と飛来するダーク・ミスリル製の武具をかわしつつ、シルヴィアは焦燥に駆られていた。

　ムルシエラゴに魔力吸収能力さえなければ、聖騎銃アロンダイトによる遠距離射撃で狙い撃ちにできたのだが──。

　荒れ狂う嵐のせいで、竜族の機動力は従来の六割といったところか。

　残念ながら、翼竜ストラーダ出身のランスロットに、リアンノンのような水属性はない。その点については、クー・フリンもアリアンロッドもガウェインも同じだった。

　どのドラゴンも、機動力は著しく制限されている。

「……とはいえ、弱音を吐いてはいられんな。どんな作戦を思いついたのかは知らんが、今はアッシュを信じるしかない。なにがなんでも、アッシュをムルシエラゴの背中にたどり着かせてやらないとな！」

　シルヴィアはつぶやくと、自身を奮い立たせた。そんな主人に感応し、ランスロットも雄お叫たけびを放つ。

　視界の片隅では、クー・フリンとアリアンロッドとガウェインも飛び回っているが、シルヴィアと同じく苦戦している。やはり、ムルシエラゴの弾幕をこじ開けるどころか、回避するので精一杯なのだ。

「私が……私がしっかりしなければ！」

　そう、ベスト・コンディションでムルシエラゴと対たい峙じしているのは、シルヴィアとランスロットだけなのだ。レベッカもマックスもルッカも消耗している。

　特にレベッカは重傷を負っていて、こうして戦列に加わっていることが奇跡に思えるほどだ。もしかしたら、とっくに限界などは突破して、ただただアッシュへの想おもいだけで動いているのかもしれない。

「ぐはっ！」

　そのとき、クー・フリンの張った防御シールドが消失すると同時に、ムルシエラゴの武具が襲いかかる。肩と四し肢し、さらには翼をダーク・ミスリルに貫かれ、クー・フリンは絶叫しながら墜落していく。

「レベッカさん！」

　そんなレベッカとクー・フリンを救出すべく、マックスがアリアンロッドを全速力で飛ばす。マックスに任せておけば、きっとレベッカとクー・フリンは無事だろう。

　だが、これで囮おとり役は──シルヴィアとルッカの二騎のみだ。

「くっ！　せめて、ルッカの騎竜演舞が使えればな……」

　ふと、ルッカが対アンネゲルト戦で見せた騎竜演舞を思い出す。確か「荊けい冠かんの戒雨ヴアイン」だったか。大型の敵を一時的に足止めするには、最適の技だといえるだろう。

　だが、この大嵐では、騎竜演舞どころでないのは明白だ。

　と、ランスロットが「うぉん！」と、シルヴィアになにかをうながすように吼ほえた。もちろん、ムルシエラゴの攻撃を次から次へと回避しながら、である。

「ランスロット？　なにか策でもあるのか？」

　シルヴィアは小首をかしげる。

　どうやら、ランスロットは頭上の雨雲に視線を飛ばしている。

「そうか、そういうことか！」

　その瞬間、シルヴィアはランスロットがなにを訴えているのかを把握した。

「ナヴィー！　お前に私の作戦を伝えるから、ルッカに伝達を頼む。この作戦の切り札はルッカだからな！」

　空に向かって叫ぶと、

『──ふふっ。なにか思いついたのね？』

　ナヴィーの念話が脳裏に響いた。シルヴィアが作戦内容を思い浮かべると、ナヴィーは満足そうな返事をよこした。

『いいアイデアだわ。今すぐルッカに伝えるわね』

　そうこうしている間にも、ムルシエラゴの周囲には新たな兵装が浮遊する。壮絶な咆ほう哮こうと同時に、それらが四方八方にばらまかれる。前後左右、そして上空──どこに布陣しても、ムルシエラゴの攻撃は届くのだった。

「シルヴィア……！」

　と、ルッカがシルヴィアに向けて叫んだ。普段はぼそぼそと喋しやべるルッカが、このときばかりは凜りんとした声を張りあげたのだ。たった今、ナヴィーから作戦内容を聞いたのだろう。

「行け、ルッカ！」

「うんっ！」

　シルヴィアの指示に従い、ルッカは飛び去った──地面とは垂直方向に。

　すなわち、この戦場の真上に。

　猛スピードで、雲を貫く勢いで。

　一瞬にして、ルッカの騎影は見えなくなった。

「ふっ……これで、あいつと一対一だ。果たして、どこまで逃げられるか──いや、合図があるまでは、なにがなんでも奴やつの注意を引きつける！」

　シルヴィアは聖騎銃を握りしめると、全身全霊をこめて叫んだ。

「ぐるぉおおおおおお……！」

　案の定、ムルシエラゴの注意はシルヴィアに引きつけられる。長命種だけあって、とんでもない眼光だった。ブルッと怖おじ気けを震ったが、なんとか耐える。気を吞のまれたらおしまいだと、自分にいい聞かせる。

「……!?」

　その瞬間、シルヴィアはぞくりとした。魔獣の口もとが、ニヤリと嗤わらったように見えたのだ。無論、そんなはずはないのだが、嫌な予感は的中した。

　ムルシエラゴは、しばらく収納していた触手の群体を、腹部からわらわらと伸ばし始めたのである。

　その表面はねっとりとして、ブツブツが浮かんでいて、過去に見てきたどの触手よりも気持ちが悪い。いやが上にも、生理的な嫌悪感が湧き起こってしまう。

「こっ、こっちに来るなぁあああっ！」

　シルヴィアは聖騎銃アロンダイトを〝王家の聖槍斧ロイヤル・ハルバード〟に切り換えると、縦横無尽に振り回した。銃口から放出された魔力が鋭利な刃を構築し、赤黒い鞭むちのような物体を切り落としていく。

「ルッカ……頼んだぞ！　信じているからな……！」

　祈るような気持ちで、シルヴィアは触手の群れに対抗する。だが、相手の速度は異様に速く、まずはランスロットの尻尾が捕捉されてしまう。

「がるるっ！」

　空中でバランスを崩すランスロット。その隙をついて、新たな触手がシルヴィアに襲いかかる。

「くっ、なんという狼ろう藉ぜきだ！」

　聖騎甲アークの装甲ごしに、ねっとりとした触手が這はいずり回まわる。

「ぐるるるるっ!?」

　赤黒い触手はランスロットの四し肢しにもまとわりついて、もはや滞空するのがやっとの状態だった。

「うっ、やめろ！　こっ、この聖騎甲アークはランスロットが私に献けん呈ていしてくれた、大切な宝物……おっ、お前がごときがみだりに触れてよいものでは──あっ……やんっ！」

　思わず艶っぽい声が漏れた。

　既に、触手は聖騎甲アークの内側に侵入を始めている。しかも装甲はめきめきと音をたて、今にも内側から破壊されてしまいそうだ。

「だ、駄目だ！　やめ、やめてくれ……ぐすっ……」

　悔し涙があふれ、ついには聖騎銃を落としてしまいそうになったそのとき──。

『今よ、シルヴィア！』

　待ちに待った合図が、すべてを俯ふ瞰かんするナヴィーからもたらされた。

「おお、ついに来たか！」

　全身全霊をこめて、シルヴィアは触手を引きはがす。

　胸に宿った希望の灯ともし火びが、シルヴィアに普段以上の力を与えていた。

　シルヴィアの覇気に感応し、ランスロットも最大加速で触手網から逃れる。

　──時は満ちた。

　神託を受けた巫み女こさながら、シルヴィアはいよいよ呪文を唱える。




「其そは、ひとつの大陸をも灰かい燼じんに帰す絶対兵器。それ故に、我は愛すべき民を護まもるためにのみ、この絶大なる力を振るうことを誓う。誓約者は騎士王家の第四王女、シルヴィア・ロートレアモン！　顕けん現げんせよ、諸悪を滅する力よ！　偉大なる聖竜マエストロ、輝かしきランスロットが授けし聖騎銃──その銘はアロンダイト！」




　詠唱が終わると同時に、シルヴィアは聖騎銃を構える。

　はるか頭上の夜空──今も朦もう々もうと涌わいている、雨雲に向けて。

「射撃モードは〝散弾〟、射程距離は〝最短〟に設定！　あの雲を吹き飛ばせっ！」

　そして、シルヴィアはトリガーを引いた。

　広範囲にわたって放射された魔弾は、突如として現れた綺き羅ら星ぼしのごとく、闇夜を彩る。

　そのひとつひとつが、一定の距離に応じて無数に分裂した。

　そして、ムルシエラゴの上空を覆おおっていた雨雲を一掃する！

　吹き払われた雲の向こう側では──。




「騎竜演舞、肆しの舞──荊けい冠かんの戒雨ヴアイン！」




　朦々たる雲海の、さらなる高みで──ルッカの騎竜演舞が炸さく裂れつする。

　そう、シルヴィアがムルシエラゴの注意を引きつけている間に、ルッカは暴風雨の及ばぬ雲の上で、通常高度よりもはるかに薄い大気に耐えながらも、騎竜演舞を完成させていたのだ。

　今、夜天の中央に描かれた〈星刻〉の紋様が燦さん然ぜんと輝いて、騎竜演舞の魔法効果が炸裂する。

　魔力で構築された荊いばらの群れが滝のごとく降り注ぐと、ムルシエラゴの四し肢しのみを拘束した。ミスリル鉱脈は背面に集中しているため、四肢に魔法吸収能力はないようだ。

　荊は吸収されることなく、しっかりと維持されている。

「るぁおおおおおあああああっ！」

　と、この戦闘が始まって以来、ムルシエラゴが初めて苦く悶もんの叫びをあげた。

　魔獣の鼻先と、スカルラッティ市の市壁まで、わずか五十メートル。既に、市内では異変を察知した民衆が外に出て、魔獣とは反対の方角へと避難を始めつつあった。

　今やムルシエラゴは、完全に立ち往生している。

「今だ、アッシュ！」

　自分たちにできることは、すべてやり遂げた。

　シルヴィアは全身全霊をこめて、夜天に向けて叫び放つ。





　　　　◇






　聖竜マエストロリアンノンに騎乗したアッシュとエーコは、ムルシエラゴの後方──分厚い雨雲の中で待機していた。

　今、ムルシエラゴの頭上を覆おおっていた黒雲の一部が吹き散らされ、ルッカの騎竜演舞が炸さく裂れつする。鋼の鎖のように強きよう靱じんな荊いばらが、ムルシエラゴの四し肢しを完全に固定した。

「その手があったか……！」

　アッシュが瞠どう目もくした直後、

「──今だ、アッシュ！」

　シルヴィアの祈るような叫びが、夜天に朗々と響きわたった。

「よし！　この一撃に、すべてを込める……！」

　ずっと、この刻ときを待っていたのだ。

「万物を斬り裂く鋼鉄はがねにして、騎士の中の騎士にふさわしき聖剣よ──」

　祈るように、一言一句を嚙かみしめるように、アッシュは詠唱を始める。

　抜き身のエクスカリバーは、ドクドクと脈打つ心臓さながら、臨戦態勢に入っていた。

　そんな聖剣の脈動に、左腕から全身に波及した〈星刻〉も反応している。

「リアンノン、今よっ！」

　と、エーコが手のひらの〈星刻〉を振りかざし、命じた。

　その刹那、リアンノンが全身を緊張させる。

　あたかも、力学エネルギーを極限まで蓄えた発ば条ねのように。

　今、リアンノンは魔獣の背中を目がけて、流星のごとく降下した──。





　　　　◇






　はるかなる高みから超高速で降下する騎影を、シルヴィアはなんとか視認した。

「──超高速機動降下か!?」

　学院の騎竜演習においても、最高難度に指定されている超高等騎竜術。水竜ハイドラから強制的に固体進化させられ、聖竜マエストロとなったリアンノンにとっては、もちろん初体験となる。

　ぶっつけ本番も甚はなはだしいが、数々の修羅場をくぐり抜けたアッシュにとっては、もはやなんでもないのだろう。

　ムルシエラゴの背中に取りついたあと、アッシュがなにをするつもりかは聞いていないし、問いただす暇もなかったが──シルヴィアは信じている。

　アッシュ・ブレイクという、男を。

　その信念を。

　その魂を！

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　アッシュが放つ魂の叫びとともに、リアンノンは一瞬で距離を詰める。そして、見るからに禍まが々まがしい魔獣の、固い岩盤に覆おおわれた背中の中央に、今まさに到達──……。

「よしっ！」

　シルヴィアは思わず拳を振り上げ、歓喜の声をあげたのだが、

「なんだとっ……!?」

　次の瞬間、信じがたい光景を目まの当たりにしたのだった。





　　　　◇






　──時は少しばかり遡る。

　魔導艦エスカヴァロンは、ムルシエラゴが生みだした暴風圏のすぐそばに留とどまり、苛か烈れつな戦闘を見守っていた。

　ほんの少しでも前に出すぎたが最後、暴風雨に巻きこまれてしまいそうな位置だ。絶妙な舵さばきといえるだろう。

　もっとも、アーニャという名の操縦士に感嘆している余裕は、ベアトリーチェにはなかった。先ほどから、ずっと操そう舵だ室しつの窓に張りついているのだ。

「もう駄目だわ……！」

　レベッカが撃墜された直後、ベアトリーチェは絶望の声を漏らした。レベッカを救うべく、マックスも戦線離脱してしまう。

　もはや、アッシュたちに勝ち目があるとは思えなかった。

　ムルシエラゴの巨体と比べたら、騎士国が誇る聖竜マエストロといえども小さい。それはもう、絶望的なほどの体格差だった。

　ドラゴンが得意とする魔法攻撃も、ムルシエラゴは呆あつ気けなく吸収してしまう。

　しかも、ムルシエラゴは既に、スカルラッティ市の手前まで進撃しているのだ。

　獰どう猛もうな魔獣が、歩みを止める気配はない。

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、ベアトリーチェは奥歯を嚙かみしめた。自分の無力さを痛感する。このままでは、本当にスカルラッティ市をはじめとする東部都市群は壊滅だ。だが、今の自分になにができるというのだろう……？

　既に、住民も異変には気づいているようだ。あちこちで燈とう火かの輝きが芽生え、深夜とは思えないほど、人々は往来に飛びだしている。

　きっとスカルラッティ家の者たちが、住民を安全な場所に誘導してくれるだろう……とは思う。

　だが、たとえ無事に避難できたとして──その後、どこに住めばよいのだろう？

　そもそも、ムルシエラゴが地上に出てきた今、ラブロック東部に安全地帯などあるのだろうか？

　そんなベアトリーチェの不安を吹き飛ばすように──。

　その刹那、シルヴィアが夜空に向けて聖騎銃を撃ち、暗雲を一掃した。

「えっ……!?」

　ベアトリーチェには、シルヴィアの意図がさっぱり読めない。

　と、今度はルッカの騎竜演舞が炸さく裂れつする！

　エクブラッド人の騎竜演舞──噂うわさで聞いたことはあったが、目撃するのは初めてだ。

　魔力で構築された荊いばらは、見る見るうちにムルシエラゴの首や四し肢しを拘束する。ついに、魔獣の進撃を止めたのだ……！

　その刹那、今度は流星のごとく、アッシュ・ブレイクが飛来した。

　先刻、ベアトリーチェの目の前で、水竜ハイドラリアンノンを聖竜マエストロ化させたエーコも同乗している。

　竜飼い人ブリーダーに関する知識なら、ベアトリーチェも少しは持ち合わせている。が、いかなる仕組みでリアンノンが聖竜マエストロに変貌を遂げたのかは、さっぱり理解できない。

「アッシュ・ブレイク……！」

　あれほどの劣勢を覆すように、今、アッシュは闇夜を一直線に降下する。

　ベアトリーチェは思わず、新たな涙を浮かべた。

　そして、聖剣エクスカリバーが、今まさに魔獣の背に突き刺さろうとした刹那──

　異変が起きた。

　──がぃいいいいいいいいいいいいいいんっ！

　聖剣の切っ先が、ミスリル製の魔た楯てに阻はばまれたのである。

「そんな！　あいつが錬成できるのは、刃物だけじゃないのっ!?」

　そう、アッシュの攻撃が突き刺さる寸前、ムルシエラゴは巨大な魔楯を錬成し、自らの身を護まもったのだ。

　シルヴィアとルッカが連携し、決死の覚悟で切り開いた活路。

　今の攻撃は、アッシュにとって最初にして唯一の好機だったはずだ。

　それが、呆あつ気けなく阻まれた。

「もう……駄目だわ……」

　がっくりと、ベアトリーチェは座りこんでしまう。

「──諦めては駄目よ、ベアトリーチェ」

　と、艦長席に着いていたミラベルが、こちらに歩み寄ってきた。

「アッシュは一体、誰だれのために戦っているのかしら？」

「それは……」

「あなたをはじめ、あの街に住む人々のためでしょう？　そのあなたが、真っ先に諦めて目を逸そらしたりしたら駄目よ」

「だけど……」

「それに、他ならぬアッシュ自身が、まだ諦めてはいないわ」

「えっ……!?」

　ミラベルの手を借りて、ベアトリーチェは再び立ち上がった。

　そして、アッシュと魔獣の攻防を再び見つめる。

　ミラベルの指摘通り、アッシュはミスリル製の魔た楯てに聖剣を突きたてたまま、まだ滞空しているのだ。

　一見、静止状態に見えるが──。

「まさか……！」

　ベアトリーチェは、ようやく気づいた。

　アッシュもエーコもリアンノンも、まだ降下を止めてはいない。

　遠目なので、アッシュの表情までは判わからないが……アッシュは今もなお、戦意を微み塵じんも失ってはいないのだろう。

　そう、あの聖剣の切っ先には、今も壮絶な重圧がこもっている。事実、あれほど頑丈に見える魔楯は、しかし、今にも割れ砕けてしまいそうではないか……！

「頑張って、アッシュ……！」

　ほとんど無意識のうちに、ベアトリーチェは声援を送っていた。

　ベアトリーチェの隣では、ミラベルも黙って事態を見守っている。その横顔は、不思議と落ち着いていた。

　ミラベルは、アッシュ・ブレイクという少年を心の底から信じ切っているのだ……と、ベアトリーチェは気づいた。

　そして──。

「「行っけぇええええええええええええええ！」」

　今、アッシュとエーコの声がぴたりと重なる。

　いや、この距離だ。

　ふたりの声など、決して聞こえるはずはない。それでも、ふたりが放った魂の叫びは、確かにベアトリーチェの胸を強く打ったのだ。

　そして、魔獣の最終防衛ラインたる魔楯が、粉々に砕け散る……！





　　　　◇






「「行っけぇええええええええええええええ！」」

　今、アッシュとエーコの声がぴたりと重なる。

　──ずぅううううんっ！

　堅けん牢ろう極きわまる魔た楯てを粉砕した直後、リアンノンの四し肢しがムルシエラゴの背面部に降り立った。そこは、ミスリル鉱脈が血管のごとく張り巡らされた岩盤地帯である。

「よし、あとは俺おれに任せろ！」

　ここまでアッシュをたどり着かせてくれた、仲間たちの想おもいを双肩に背負い、アッシュはリアンノンの頭部から跳躍した。

　着地すると同時に、聖剣エクスカリバーを逆手に持ち替える。

　そして、岩盤に突きたてた。

　深く。剣の半分以上が埋まるほど、深く──。

「エクスカリバー──出力最大」

　そして今、聖剣に蓄えられた聖属性の魔力が、ムルシエラゴの体表を埋めつくすミスリル鉱脈に直接、流しこまれる。















　──それこそが、アッシュの狙いだった。

　ムルシエラゴが背負うミスリル鉱脈は、血管と同じような役割を果たしているのではないか……アッシュはまず、そう考えた。

　上空からムルシエラゴの全貌を俯ふ瞰かんしたとき、ミスリル鉱脈の輝きが、まるで血管のような網目状に見えたのだ。もしかしたら、あの鉱脈はムルシエラゴの心臓部にまでつながっているのかもしれない。

　ナヴィーもまた、「その可能性はある」と答えてくれた。

　また、ミスリル金属は、魔力の伝導性が異様に高いことで有名だ。

　ならば、その性質を逆手にとれば、エクスカリバーの聖属性をムルシエラゴの心臓部に直撃させることができるのではないか？

　マックスの報告では、ムルシエラゴが分泌するミスリル金属は闇属性で、いわばダーク・ミスリルとでも呼ぶべき代物だという。

　その一方で、ムルシエラゴは元々、ラブロック地方の聖獣として崇あがめられていたという話もある。ならば、聖属性の魔力を膨大に流しこんでやることで、過去に失った属性を思い出し、聖獣として甦よみがえらせることができるのではないか？

　もちろん、失敗する可能性のほうが大きかったとは思う。

　それでも、アッシュは一いち縷るの望みに賭けたのだ。

　ベアトリーチェが、その華きや奢しやな双肩に担う東部都市群を護まもるために──。





　　　　◇






「るぅうううううううううがあああああああっ……！」

　アッシュに聖剣エクスカリバーを突きたてられ、その圧倒的な聖属性魔力を注ぎこまれたムルシエラゴは、明らかに変調をきたしていた。

　我を忘れたように、身み悶もだえを始めたのである。

「ちゃんと効いてるわ！　頑張って、アッシュ！」

　エーコはリアンノンの頭部に必死でしがみつきながら、祈るように言葉を贈る。

　今やムルシエラゴは苦く悶もんにあえぐ一方で、ちょっとでも油断したが最後、振り落とされてしまいそうだ。

「リアンノンも苦しいと思うけど、耐えてちょうだい！」

「うぉおおおおん！」

　リアンノンは岩盤に四し肢しの爪を深々と突き立てることで、なんとか身体を固定した。

　これで振り落とされる心配はなさそうだが、ムルシエラゴの苦悶は増す一方で、エーコの視界は今もぐらぐらと揺れている。

　そんなエーコの前方には、アッシュの背中があった。

「うぉおおおおおおおおおおおっ！」

　聖剣の柄を握りしめたまま、アッシュは闘気オーラをほとばしらせる。

　全身全霊をこめて、エクスカリバーの魔力を注ぎこんでいるのだ。

　その堂々たる背中を見ていたら、エーコはとくんと心臓を高鳴らせた。

　──初めて会ったときとは、まるで別人よね。本当に見ちがえたわ、アッシュ……。

　そんな感慨が、エーコの胸をよぎったほどだ。少しでもアッシュの存在を感じていたくて、エーコはポケットに手を入れた。

　誕生日のプレゼントとして贈られた銀時計を、グッと握りしめる。

　そして──。

　壮絶な地鳴りとともに、ついに魔獣ムルシエラゴは膝を屈した。

　ぐったりと頭こうべを垂れた様子を見ると、もはや戦意は喪失したのだろう。

　それどころか、全体的に黒々としていた体たい軀くに変化が生じていた。その全身が突然、白銀の輝きを帯びたのである。

　まだ夜空の半分以上を覆おおっていた黒雲は遠ざかり、嵐も徐々に収まる。

　満天の星空が、再び顔を覗のぞかせつつあった。

「成功……したのか？」

　と、アッシュが呆ぼう然ぜんとした口調で、つぶやくのが聞こえた。

　その刹那──。

『感謝する、アヴァロン聖竜皇家の末まつ裔えいよ──』

「ひゃうっ!?」

　エーコの脳裏に、荘厳な声音が響きわたったのである。

「どうした、エーコ!?」

　エクスカリバーを鞘さやに納めたアッシュが、心配そうに駆けよってくる。

「だ、誰だれかが念話を……。もしかして、ムルシエラゴなの!?」

「うぉおおんっ！」

　と、リアンノンが一声鳴いて、アッシュを拾いあげる。そして、飛ひ翔しようした。

「わわっ、リアンノン？」

　戸惑うアッシュ。

　エーコも慌てて、アッシュの腕にしがみついた。

　リアンノンは弧を描くように飛ぶと、頭を垂れたムルシエラゴの正面に着地する。

　魔獣の双そう眸ぼうに、もはや戦意は欠片かけらもない。それどころか、あれほど禍まが々まがしく光っていた瞳は、今では優しげにさえ感じられるのだ。

『……いかにも。我が名はムルシエラゴ。あまりに永く生きすぎた結果、本来の属性を失い……闇属性に囚とらわれた。そして、ただ宝冠を護まもるだけの獣と化してしまった。そなたらのおかげで、我は再び聖獣として甦よみがえり、知性と理性を取り戻すことができたようだ……』

「そ、そうなんだ。でも、あたしのこと……アヴァロン聖竜皇家の末まつ裔えいだって、よく解わかったわね」

『無論だ。その高貴なる輝き、圧倒的な存在感……たとえ人間の姿をしていても、アヴァロンの姫君以外の、何者でもあるまいて』

　そこまでベタ誉ぼめされてしまうと、エーコは照れ臭くなってしまう。

「じゃあ……その、ひとつだけお願いがあるんだけど……聞いてくれる？」

　すると、ムルシエラゴは豪快に笑ったのである。

『いわずとも、察しはつく。だが、星冠サーン・アヴァスはラブロックの至宝……たとえ相手がアヴァロン聖竜皇といえども、軽々しく献上するわけにはいかん』

「ううっ。やっぱり、そうよね……」

　しょぼんと肩を落とすエーコ。

『──とはいえ、一時的な貸与なら構わぬが。それでどうだ？』

　エーコは一瞬、きょとんとしたが、すぐさま歓喜の気持ちが湧き起こった。

「ありがとう、ムルシエラゴ……！」





　　　　◇






　一方、海上のエスカヴァロンでは──。

「どうやら、終わったようね」

　固唾かたずを吞のんで、一部始終を見守っていたミラベルは、ようやく事態が収まったのを確認すると、胸を撫なで下おろした。

　操縦席のアーニャも、ずっとそわそわしていたリンダも、甲板から戻ってきたレイモンとジェシカも、戸口で静かに控えていたユニスも、一様に安堵の表情を浮かべている。

「うっ……。良かった……ぐすっ……」

　ベアトリーチェに至いたっては声を詰まらせ、感涙さえ流していた。

　不思議なのは、リアンノンに騎乗したアッシュとエーコが、まるでムルシエラゴと親交を深めるがごとく、対面していることだ。

「聖獣としての、本来の姿を取り戻したのでしょうね。まったく、アッシュときたら……本当に、とんでもない人だわ」

　ミラベルは呆あきれたようにつぶやきながらも、微笑をこぼす。

「あっ、ミラベルさん。見てください！」

　そのとき、アーニャが驚きの声をあげた。

「まあ……！」

　艦長席を立ったミラベルも、眼下の光景には驚かざるを得なかった。

「うわあ！　とっても綺き麗れいです！」

　リンダも窓際に駆けよってくると、無邪気な声をあげる。

　あろうことか、熾し烈れつな戦闘の際、ムルシエラゴが無尽蔵に分泌したダーク・ミスリルが、白銀の煌きらめきを帯びたのである。純化され、真のミスリルに戻ったのだろうか。

　特に、ムルシエラゴの足跡に沿って煌めくミスリルは、一本の道を形成している。

「まさしく、ミスリルの道だわ──」

　ラブロック地方に伝わる伝説を思い出しながら、ミラベルは感慨深げにつぶやいた。





"The Road of Mithril ～A.S.B.1366.05～" is closed.








エピローグ









「本当に、ありがとう。あなたたちのおかげで、東部都市群は壊滅せずにすんだわ。どんなに感謝しても、足りないくらいよ……！」

　地底に帰ったムルシエラゴを見送ったあと──アッシュたちが艦内の操そう舵だ室しつに戻ると、ベアトリーチェが慌ただしく駆け寄ってきた。

　その清せい楚そな美貌は、今や活いき活いきと輝いている。

　考えてみれば、ベアトリーチェの笑顔を見るのは初めてだ。こんな風に笑える女の子なんだな……と思ったら、アッシュは顔を熱くしてしまう。

「ちょっと、アッシュ!?　顔が赤いわよ？」

「海を越えても、その性分は治らんらしいな……」

　エーコとシルヴィアをはじめ、女性陣の間にはただならぬ気配が漂ただよっている。「あ、ヤバいかも……」と、アッシュは戦せん慄りつする。

　そうした剣けん吞のんな空気には気づくことなく、ベアトリーチェはますます顔を輝かせた。

「貧しい東部都市群も、これで少しは楽になりそうだわ。ムルシエラゴが大量のミスリルを残してくれたから。もちろん〈デミウルゴス〉の息がかかってそうな連中に売りさばいたりはしないから、安心してちょうだい」

「感謝するよ。これから、ベアトリーチェはどうするんだ？」

「もちろん、反マキャベリの地下活動を続けていくわ。マフィアにはマフィアなりの戦い方があるってことを、教えてやるつもり」

「そうか……」

　本音をいえば、心配だった。ベアトリーチェのような女の子が、これからも戦わねばならないなんて──。

「ふふっ。そんな顔、しないでよ。そりゃあ、あたしはまだまだ未熟だけど、誇り高きスカリエッティ家の当主として、自分にできることはやり抜くつもりよ」

　笑顔で宣言したベアトリーチェの姿は、とても眩まぶしく映った。





　　　　◇






　その後──魔導艦エスカヴァロンは、海上にてスカルラッティ家の船と合流した。

　アッシュたちに見送られ、エスカヴァロンから船へと移ったベアトリーチェは、物々しい黒服たちに迎えられた。

「お帰りなさい、お嬢！」

　黒服たちは、ベアトリーチェの無事を心から喜んでいる。男泣きしている者までいた。

「心配かけて、ごめんなさい。明日からは、もっと忙しくなるわよ！」

　男たちに発はつ破ぱをかけると、ベアトリーチェは船内の個室に移動した。

　オークション会場。市街地での戦い。そして、エスカヴァロンへ──なんとも目まぐるしい一夜だったと思う。

「ふう……」

　ベアトリーチェはベッドの上に倒れこむと、仰あお向むけになった。さりげなくポケットから手帳を取りだす。

　そこには、数ヵ月前の新聞記事の切り抜きが挟まれていた。ラブロック地方では人気の高い絵師の筆による、とある人物の似顔絵が掲載されている。

「英雄王アッシュ・ブレイク、か。なんていうか、思い描いていたイメージとは全然違ったけれど──」

　ベアトリーチェはくすりと微笑ほほえむと、「英雄王アッシュ・ブレイク」の似顔絵に、そっと指先で触れるのだった。





　　　　◇






　夜明けまで、あと一時間といったところだろうか。

　スカルラッティ家の船と別れたエスカヴァロンは、そのまま海上に停泊していた。

　今や艦内の誰だれもが疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。重傷を負ったレベッカに至いたっては、医療装置〈ユノネス〉に入っている身だ。

　このまま首都レスピーギに引き返し、元首ドージエマキャベリを糾きゆう弾だんすることも考えたが、さすがに無理だという結論に達した。竜族たちも魔力を使い果たしているため、このまま乗りこんでも軍警察カラビニエリと対決できるとは思えない。

　そんな中──シルヴィアは自分用の執務室兼寝室でひとり、気を揉もんでいた。

　本来ならば、すぐ隣にいるはずの存在が、ここにはいない。

「コゼット……無事なのか？」

　いくらヴィットーリアが猛者とはいえ、コゼットなら負けはしないと思う。だが、ひとりになって部屋に閉じこもった途端、嫌な胸騒ぎがして、なかなか寝つけない。

「外の空気でも吸ってくるか……」

　結局、シルヴィアは寝室をあとにすると、魔導式の携帯用ランプを点灯した。

　艦内は真っ暗だ。一昔前のシルヴィアだったら、とても怖くて、ひとりでは歩けなかっただろう。

「こんなとき、コゼットが一緒なら……手を引いてくれたのだがな」

　自分がどれほどコゼットに頼っていたのかを、シルヴィアは改めて痛感する。

　──ぴたん。

「ひっ!?　なっ、なんだ……!?」

　生来、幽霊の類が苦手なシルヴィアは、突然の異音を耳にした途端、青ざめた。

　──たたたたたっ……。

　と、今度は明らかに、人の足音が続く。しかも小走りである。まるで、シルヴィアの存在を察知して、素早く逃げだしたかのような……。

「幽霊の類ではなさそうだな」

　だが、どうして逃げる必要があるのだろう？

　不吉な予感を胸に、シルヴィアは異音のした方角へと向かった。侵入者だろうか？

　だが、こんな海のど真ん中で、誰が侵入してくるというのだろう？

　一瞬、アッシュを呼ぶべきかもしれないと思ったが、シルヴィアは先を急いだ。手持ちのランプを消すと、搭載されている竜綺華晶を抜き取り、竜媒魔法オラクルが使えるようにする。

　そして──シルヴィアは通路の突き当たり、後部甲板へと続く扉を開け放った。

「何者だっ!?」

　果たして──後部甲板の縁には、見覚えのあるメイドが佇ちよ立りつしていた。

「なっ……お前は、ヴィットーリア!?」

　シルヴィアは啞あ然ぜんとした。しかも、ヴィットーリアは小脇に誰だれかを抱えている。ようやく暗闇に順応した瞳が、その容姿を捉える。

　ヴィットーリアが抱えているのは、生き人形と化したカサンドラ──。

「お前！　カサンドラ姉様を奪いに来たのか!?」

　ヴィットーリアは無言のまま、シルヴィアをただじっと見つめているだけだ。その身体は傷だらけで、髪はぼさぼさ。メイド服もボロ雑巾のようになっていた。

「なんとかいったらどうだ!?」

「……わたくしの身体も、もはや限界寸前。どうやら、あなたの相手をしている状況ではなさそうです。今は、カサンドラ王女の身柄を優先することにしましょう」

　ヴィットーリアはようやく、ぼそぼそと応じた。そして、きびすを返そうとする。

「待て！　どうしてお前たちは、そこまでカサンドラ姉様にこだわる!?」

「あいにくですが、存じ上げません。わたくしはただ、主命に従うのみですから」

「くっ……」

　シルヴィアは奥歯を嚙かみしめる。このままヴィットーリアがカサンドラを強奪していくのを、ただ見過ごすわけにはいかない。が、シルヴィアも対ムルシエラゴ戦で消耗している。ランスロットも今は熟睡中だ。悔しいが、戦える状況ではなかった。

　その瞬間、シルヴィアは重大な事実に思い当たった。

「そうだ、コゼットはどうした!?　まさか、お前が無事だということは……？」

　膝ががくがくと震えを帯びる。最悪の可能性が、シルヴィアの脳裏をよぎった。

　と、ヴィットーリアはなにを思ったか、懐に手を入れると、軽く手を振った。

　白い布きれのような物体が、シルヴィアの足もとにふわりと舞い落ちる。

　顔から血が引く思いで、シルヴィアはそれを拾いあげた。

　──見覚えのあるヘッドドレス。

　コゼットが、いつも身に着けていたものだ。純白の布地には、血痕が付着していた。

「それが、あなたの質問への答えです。今頃、彼女は海の藻も屑くずとなっているかもしれませんね。オヴェリア海の鮫さめたちは、血の匂いに敏感ですから」

「噓うそだろう……コゼット！　コゼットが……そんな……！」

　シルヴィアは絶句した。ヴィットーリアの言葉が本当なら、コゼットは戦闘の末、海に落ちたことになる。

「……では、ごきげんよう」

　その隙をついて、ヴィットーリアは闇に姿をくらませた。エスカヴァロンの脇に停とまっていた小型艇に飛び移ると、猛スピードで遠ざかっていく。

　ショックのあまり、シルヴィアはヴィットーリアを追うこともできず、その場でがっくりと膝をついた。そのまま、どのくらいの時間が過ぎたのだろう……？

「──姫様!?　そんなところで、なにをしているんだ？」

　突然の声に、シルヴィアはようやく我に返った。

「廊下に出たら、ここの扉が開けっ放しだったから。変だな、と思ってさ……」

　寝間着姿のアッシュが、シルヴィアを心配そうに見つめている。

「アッシュ……コゼットが……コゼットが…………うわあああああああっ！」

　血染めのヘッドドレスを握りしめると、シルヴィアは泣き崩れた。





　　　　◇






　そのまま泣き疲れ、眠りに落ちたシルヴィアを部屋に運んだあと──アッシュは単身、会議室に向かった。

　今すぐ全員を起こして緊急会議を開くことも考えたが、あれだけの戦闘を終えてから、まだ数時間しか経たってはいない。皆の眠りを妨げるのは、悪い気がした。

「ナヴィー、起きてるか？」

　アッシュが空中に向けて語りかけると、光の粒子が弾はじけてナヴィーが降臨した。

「……不覚だわ。まさか、このあたしにさえ気配を察知させることなく、艦内に潜入していたなんてね」

　あのナヴィーにしては珍しく、悔しげに唇を嚙かんでいる。

「ナヴィーだけの責任じゃないさ。俺おれだって、ヴィットーリアの潜入には気づけなかった……。格納庫のドラゴンたちですら、騒ぐことはなかったしな。それより、奪われたのはカサンドラ王女だけか？」

「そうね。星冠サーン・アヴァスも無事だし、他に被害はないわ。もっとも、シルヴィアの精神的ダメージのほうが、よほど深刻ね」

「確かにな……」

　シルヴィアの慟哭を思い出し、アッシュは胸を痛めた。

「それにしても、謎は深まるばかりね。ベアトリーチェの情報によれば、一度は〈デミウルゴス〉の〈七翼将〉に就任したカサンドラ王女は、自らを生き人形に変えてまで、組織脱退を目指したのよね。一体、なにがカサンドラ王女を駆りたてたのかしら？」

　ナヴィーが溜ため息いきを漏らすと、アッシュはハッとして顔をあげた。自分たちが重大な事実を忘れていたことに、今さらながら気づいたのである。

「なあ、ナヴィー。俺たち、大事なことを見落としていないか？」

「大事なこと？　あら、そういえば」

　ナヴィーも息を吞のんで、アッシュと目を合わせる。

「そもそもカサンドラ王女といえば、モルドレッドを身体に宿している張本人だ。アヴァロン側の俺おれたちとしては、そっちのほうが大問題だったはずなのに──」

「カサンドラ王女の登場が意外すぎて、それどころじゃなかったのよね」

　ナヴィーは肩をすくめてみせた。

「気になるのは、魔薬〈ガラテア〉を吞のんで生き人形となったカサンドラ王女の体な内かで、モルドレッドがどういう状況にあるか、なんだけど……」

「わたしとしたことが、すっかり失念していたわ。だけど、どうして気づかなかったのかというと、その理由は単純よ」

「どういうことだ？」

「カサンドラ王女の身柄と対面した時点で、モルドレッドの気配はまったく感じられなかったんだもの。どうやら、わたしたちの気づかないところで、モルドレッドは既に転生を果たしていた──そう考えたほうがよさそうね」

「なっ……!?」

「そして、カサンドラ王女がどうして〈デミウルゴス〉からの脱退を決めたのか。カサンドラ王女にとって、転生したモルドレッドは相パ棒ルといっていいわ。あの王女様らしくない気もするけど、案外、モルドレッドに情が移ったのかもしれない。だけど、モルドレッドの転生を目の当たりにした〈デミウルゴス〉は、どう考えるかしら──？」

　そこまでつぶやいたナヴィーは、急に顔を上げると、会心の笑みを浮かべた。

「ふっ、そういうことね……ようやく解わかったわ」

「ナヴィー？　なにが解ったというんだ？」

　アッシュは逸はやる気持ちで、身を乗りだした。

「覚えている、アッシュ？　装甲機竜ブリユンヒルデに内蔵されていた、不思議な少女のこと」

「もちろんだ」

　あの衝撃的な光景を、アッシュはまざまざと思い出した。

　ブリュンヒルデの内部で、ぷかぷかと透明な液体に浸つかっていた少女。

　彼女の頭部には竜族さながら、二本の角が生えていた──。

「まさか……！」

　アッシュもようやく、ナヴィーの考えを悟った。

「あなたの想像通りよ、アッシュ」

　そして、ナヴィーは決定的な一打を放つように、その言葉を告げたのだ。




「彼女こそ、転生を果たしたモルドレッドなんだわ──」





"The Ancient Bloodline II" is closed.










あとがき




　こんにちは、瑞みず智ち士し記きです。『星刻の竜騎士ドラグナー』シリーズ、第十二弾をお届けします。

　作中の季節は春ですが、本書の出版もなんとか春に間に合いました。

　ＲＡＮ先生の〝神の手〟が描き出すコミックス版も、第四巻が本書と同時発売となります。是非、原作と併せてお楽しみくださいませ！




　今回のあとがきでは、ＭＦ文庫Ｊのモバイルアンケートについて語ります。

　このアンケート、登場キャラクターの人気投票も兼ねていますので、そろそろ現時点での集計結果を発表しても良い頃かなと思いまして。

　というわけで、第一次集計結果（第一巻～十一巻まで）を、一挙大公開！

　まずは、第二十位から第十一位までの発表です。




　二十位　ウルスラ・Ｌ・セルウィン　　　十九位　リンダ・ブレイク

　十八位　マクシミリアン・ラッセル　　　十七位　レイモン・カークランド

　十六位　ミルガウス　　　　　　　　　　十五位　プリムローズ・シェリー

　十四位　ジェシカ・ヴァレンタイン　　　十三位　セレスティーナ・ラフォン

　十二位　ラクエルⅣ世　　　　　　　　　十一位　オスカー・ブレイスフォード




　リンダは十一巻で初登場ながらもランクイン。十一巻だけの集計を見ると上位につけていますので、今後の猛追が期待されます。登場回数の少なさを考えると、ラクエル猊下の人気ぶりにも驚かされますね。

　次は、第十位から第四位までを発表します。




　十位　ヴェロニカ・ロートレアモン　　　九位　ミラベル・ロートレアモン

　八位　ルッカ・サーリネン　　　　　　　七位　アーニャ

　六位　コゼット・シェリー　　　　　　　五位　ナヴィー

　四位　アッシュ・ブレイク




　第二部以降の集計に限りますと、ミラベル様の追い上げがすごいことになっています。主人公アッシュも表彰台の一歩手前にランクインしていて、嬉うれしい限り。

　それでは、いよいよベスト３の発表です！




　三位　レベッカ・ランドール

　二位　エーコ

　一位　シルヴィア・ロートレアモン




　というわけで、デッドヒートを制したのは、本巻の表紙を飾った姫様でした！

　エーコとレベッカさんも僅差で追いかけているので、今後の展開が楽しみです。

　今回の集計結果、皆様にとってはいかがでしたか？　モバイルアンケートは常時受付中ですので、よろしければ是非、本書の最終ページに印刷されている二次元コード、あるいはＵＲＬより、奮ってご参加くださいね。




　担当の池いけ本もとさん、〆しめ鯖さばコハダ先生、ＲＡＮ先生をはじめ関係者の皆様には、今回も大変お世話になりました。そして、十二冊というロングランを続けることができたのは、もちろん読者の皆様のおかげだと、改めて実感しています。ありがとうございます……！




　それでは、またお会いしましょう。

　次巻はエスパーダ聖庁編となる予定です。お楽しみに！


二〇一三年四月　瑞みず智ち士し記き
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　瑞智士記（みずち・しき）

　　星刻シリーズにおいて屈指の人気を誇る姫様が、晴れて表紙に再登場！　コゼットさんも表紙にデビューを飾りました。
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